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　目次　　　　　博士前期課程 

特別研究Ⅰ 前 大学院看護学専攻教授 1

特別研究Ⅱ 後 大学院看護学専攻教授 2
特別研究Ⅲ 前 大学院看護学専攻教授 3
特別研究Ⅳ 後 大学院看護学専攻教授 4
看護学研究法特論 前 5
看護研究法Ⅰ 前 佐々木秀美 加藤重子非 6
看護研究法Ⅱ 後 山内京子 岡本陽子 7
看護研究法Ⅲ 前 中村瑞子非 8
看護理論特論 後 佐々木秀美　 加藤重子非 9
看護倫理特論 後 内藤直子非 10
看護政策特論 後 斉藤しのぶ非 馬庭恭子非 11
看護教育特論 後 佐々木秀美 12
看護管理特論 後 山内京子 13
フィジカルアセスメント特論 前 岩本由美 棚﨑由紀子 14
臨床薬理学特論 前 前信由美 奥田泰子 森田克也非 15
病態生理学特論 前 岩本由美 奥田泰子 土肥敏博非 16
健康科学特論 前 中村瑞子非 17
看護基礎教育特論 前 佐々木秀美 18
看護基礎教育方法論特論 後 佐々木秀美 石川孝則 前信由美 19
適応看護理論特論 後 佐々木秀美 前信由美 20
看護援助技術論 前 石川孝則 田村和恵 前信由美 21
看護実習教育特論 後 田村和恵 新川雅子 出田聡子 加藤重子非 22
精神看護基礎教育特論 前 23
精神看護基礎教育特別演習 前 24
小児・青年期発達心理特論 前 岡本陽子 堀井順平 八島美菜子併 25
母子看護基礎教育方法論特論 後 山内京子 進藤美樹 出田聡子 26
母子看護基礎教育方法特別演習 後 山内京子 進藤美樹 出田聡子 27
看護管理特論Ⅰ(人的資源管理） 後 山内京子    28
看護管理特論Ⅱ(組織マネジメント） 後 山内京子 佐々木秀美 29
看護管理特別演習Ⅰ 後 山内京子 30
看護管理特別演習Ⅱ 後 山内京子 佐々木秀美 31

前 佐々木秀美 前信由美 32
前 佐々木秀美 33
前 岩本由美 前信由美 森山美知子非 34
前 前信由美 廣橋伸之非 35
前 前信由美 藤本和恵 廣橋伸之非 森田克也非 36

クリティカルケア看護学演習Ⅰ 後 37
クリティカルケア看護学演習Ⅱ 後 39
クリティカルケア看護学演習Ⅲ 後 41
クリティカルケア看護学演習Ⅳ 後 43
クリティカルケア看護学実習Ⅰ 前 45
クリティカルケア看護学実習Ⅱ 前 47
クリティカルケア看護学実習Ⅲ 前 49
クリティカルケア看護学実習Ⅳ 前 51
クリティカルケア看護学実習Ⅴ 前 53

前 奥田泰子　松本啓子非  北木弥生非 55
前 56
前 奥田泰子　 土肥敏博非 57
前 奥田泰子 棚﨑由紀子 佐々木秀美 58
前 奥田泰子　　 棚﨑由紀子 藤元歩非 久常節子非 59

高齢者看護学演習Ⅰ 後 60
高齢者看護学演習Ⅱ 後 61
高齢者看護学実習Ⅰ 通 奥田泰子 加藤重子非 撰敬子非 霜江喜久美非 62
高齢者看護学実習Ⅱ 通 63
高齢者看護学実習Ⅲ 通 奥田泰子 棚﨑由紀子 北木弥生非 64

在宅看護学特論 前 塩谷久子 65

在宅看護学演習 後 塩谷久子 66

学校保健看護学特論 前 岡本陽子 67

学校保健看護学演習 後 岡本陽子 大野泰子 68

公衆衛生学特論 前 中村  哲 69
公衆衛生看護学特論 前 岡本陽子 大野泰子 70
地域保健政策論 後 71
国際感染症特論 前 中村  哲 72
国際看護学特論 前 岩本由美   73
国際看護特別演習 前 岩本由美   中村  哲 74

奥田泰子　佐々木由紀　田村和恵　松原みゆき非　平山順子非　岡野純子非

奥田泰子　棚﨑由紀子　　坂東照美非　　松浦元美非

広
域
看
護
学
分
野

在
宅
看
護

学
領
域

学
校
保
健

看
護
領
域

地
域
看
護
学
領
域

岡本陽子　　　　久常節子非

岩本由美　前信由美　佐々智宏非　岡本美穂非　中山智代美非

岩本由美  前信由美  藤本和恵　佐々智宏非　岡本美穂非　戸田美和子非

岩本由美  前信由美  藤本和恵　佐々智宏非　岡本美穂非　戸田美和子非

高
齢
者
看
護
学
領
域

高齢者看護学特論Ⅰ（高齢者看護の基盤）

高齢者看護学特論Ⅱ（高齢者の健康生活評価） 奥田泰子　棚﨑由紀子　北木弥生非　加藤愛子非

高齢者看護学特論Ⅲ（高齢者の疾患と検査、治療）

高齢者看護学特論Ⅳ（高齢者と家族）

高齢者看護学特論Ⅴ（高齢者制度・政策とサポート）

奥田泰子　加藤重子非　小鶴俊郎非　久保田浩子非　岡田望非　古山陽子非

佐々木秀美　　前信由美　藤本和恵　森山美知子非

前信由美　藤本和恵　佐々智宏非

前信由美　岩本由美　掛田崇寛非　佐々智宏非

岩本由美　佐々木秀美　新川雅子　平岡正史　佐々智宏非  鮎川昌代非

佐々木秀美　岩本由美　佐々智宏非　岡本美穂非

共
 

通
 

科
 

目

佐々木秀美　塩谷久子　岡本陽子　岡隆光　中村哲

専
　
　
　
門
　
　
　
科
　
　
　
目

看
護
教
育
・
管
理
学
分
野

看
護
教
育
学
領
域

佐藤敦子　佐々木秀美　　浅香真由巳　大塚文併

佐藤敦子　浅香真由巳　

看
護
管
理
学

領
域

臨
床
看
護
学
分
野

成
人
看
護
学
領
域

岩本由美　前信由美　佐々智宏非　岡本美穂非　中山智代美非

クリティカルケア看護学特論Ⅰ（人間存在）

クリティカルケア看護学特論Ⅱ（危機とストレス)

クリティカルケア看護学特論Ⅲ（フィジカルアセスメント)

クリティカルケア看護学特論Ⅳ（重症患者の病態生理)

クリティカルケア看護学特論Ⅴ（クリティカルケア・治療管理 )

頁科目担当者専門領域 教育科目 開講



　表１　博士後期教育課程

必修 選択

2
1年
前期

2
1年
前期

2
1年
通年

2
1年
前期

2
1年
通年

2
1年
前期

2
1年
通年

2
1年
前期

2
1年
通年

2
1年
後期

2
1年
後期

2
1年
後期

2
1年
通年

2
2年
通年

2
3年
通年

奥田泰子

在宅・地域看護学特論

看
護
学
特
別
研
究

高
齢
者
看
護
学
領
域

高齢者看護学特論

特別講義Ⅰ
(人体構造機能・薬物代謝）

特別講義Ⅱ
(放射線環境・住環境）

特別講義Ⅲ
(栄養代謝・生体物質科学）

看護学特別研究Ⅰ

看護学特別研究Ⅱ

看護学特別研究Ⅲ

在宅・地域看護学特別演習

高齢者看護学特別演習

佐々木秀美・奥田泰子・前信由美
岡本陽子・塩谷久子 他

佐々木秀美・奥田泰子・前信由美
岡本陽子・塩谷久子 他

佐々木秀美・岡本陽子・奥田泰子
塩谷久子・前信由美・小林敏生

単位数

臨
床
看
護
学
分
野

広
域
看
護
学
分
野

看
護
学
近
接
科
学

佐々木秀美・森山美知子非・岩本由美
小林敏生・前信由美・田村和恵・
土肥敏博非・廣橋伸之非

岡　隆光・金澤　寛・小林敏生

塩谷久子・中村　哲

塩谷久子・中村　哲・松原みゆき非

中村哲・中村瑞子非

森田克也非・藤原　隆・小林敏生

専門領域

在
宅
・
地
域
看
護
学

　
　
　
　
　
　
領
域

担当教員
配当
年次

教育科目

看護学
共　通

母
子
看
護
学
領
域

成人看護学特論

成人看護学特別演習

母子看護学特別演習

母子看護学特論

看護学研究特論

成
人
看
護
学
領
域

佐々木秀美・奥田泰子・前信由美
岡本陽子・塩谷久子 他

岡本陽子・渡邉　満・山内京子
堀井順平

佐々木秀美・森山美知子非・岩本由美
小林敏生・田村和恵・土肥敏博非・
廣橋伸之非・樋田一徳非

岡本陽子・山内京子・渡邉　満
堀井順平

奥田泰子



 

 

 

 

 

 

看護学研究科博士前期課程シラバス 



 

教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

x0001 特別研究Ⅰ ２ 30 必修 １年次前期 大学院看護学専攻教授 

ね
ら
い 

研究をするとは知的好奇心をたくましくし、ある問題について深く追求することである。自己の研究動機を明確にし

つつ、先行研究や指導教員の力をかりながら、研究課題について問題解決できるための方法について決定し、「看

護教育学」「臨床看護学」「広域看護学」の各専門領域において履修し演習した学習内容から文献レビュー、文献

検討を並行させて研究課題が集約できるよう指導する。研究者としての倫理について論じることが出来るよう指導す

る。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 

４月；個々の研究課題に沿って個別指導開始 

・学生は研究課題に対するイメージを自由に論述

する 

研究課題がイメージできる 

 

 

 

 

自己の研究課題解

決に類似した参考

文献及び自己の研

究方法に即した参

考文献は自身で検

索する。 

2 
・学生個々の研究課題に対して、研究動機を明確

にする 

研究動機を明確に述べること

ができる 

3 
・学生個々の研究課題に対して、問題解決できる

ための方法について議論する 

研究的問題解決の方法が理

解できる 

4 
・学生個々の研究課題を明確にするために、文献

検索、及び文献のクリティークを行う 

文献検索、文献クリティークに

ついて自己学習ができる 

5 
文献検索の方法を教授する 文献検索の方法が理解できる 

6 
文献クリティークの開始 

・文献クリティークとは、 

文献クリティーク、文献クリ

ティークの基準が理解できる 

7 
文献クリティークの実際 

・学生個々の課題と量的研究論文のクリティーク 

量的研究論文の文献がクリ

ティークできる 

8 

文献クリティークの実際 

・学生個々の研究課題と質的研究論文のクリ

ティーク 

質的研究論文の文献がクリ

ティークできる 

9 

文献クリティークの実際 

・学生個々の研究課題と実験研究論文のクリ

ティーク 

実験研究論文の文献がクリ

ティークできる 

10 
文献検索及び文献クリティークの結果から研究課題

を焦点化させる 

自己の研究課題の焦点化がで

きる 

11 
研究課題を焦点化することにより、自己の研究課題

を明確にする 

自己の研究課題を明確に述べ

ることができる 

12 
研究課題を明確にし、研究目的について論じる 自己の研究目的を明確に述べ

ることができる 

13 
研究目的をイメージして研究の概念モデルを検討

する 

研究の概念モデルについて理

解できる 

14 

研究課題を表明するために、研究背景、動機、目的

を明確にし、文章化する 

研究背景、動機、目的につい

て論理的に記述することができ

る 

15 
研究目的を明確化する 

 

研究目的を明確に文章化でき

る 

16 
自己の研究課題について指導教員に文書で報告

する 

自己の研究課題について、レ

ポート提出ができる 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 
研究テーマに即したオリジナル

チィー・プライオリティーのある研

究課題が明確になるための文献

クリティークができ、研究目的とそ

の目的を達成するに相応しい概

念枠組みの構築ができる。 

提出された自己の研究課題の妥当

性による評価 

評価方法は学則に準じる。 

自己の課題解決に向けた自主的な探

求と、集められた資料の分析・論理的

な文章の作成等、論理的思考法と分

析的思考法を含めた学習が求められ

る。 



 

教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

x0001 特別研究Ⅱ 2 30 必修 １年次後期 大学院看護学専攻教授 

ね
ら
い 

自己の研究動機を明確にしつつ、先行研究や指導教員の力をかりながら、研究課題について問題解決できるため

の方法について決定し、「看護教育学」「臨床看護学」「広域看護学」の各専門領域において履修し演習した学習

内容から文献レビュー、文献検討を並行させて研究テーマを集約する。また、指導教員は研究テーマに関する概

念枠組みの構築、研究デザインを経て学生が自主的な研究計画の作成ができるよう教授・指導する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 
４月；個々の研究課題に基づいて指導教員が決定

される。 

自己の研究課題解決に向けた

論理的な研究計画書が作成で

きる。 

 

 

 

 

自己の研究課題解

決に類似した参考

文献及び自己の研

究方法に即した参

考文献は自身で検

索する。 

2 
個々の研究課題に沿って個別指導開始 

3 
個々の研究課題に即した文献検索及び文献のクリ

チィークを行い、研究目的を明確にする。 

4 

5 
 

6 
 

7 
 

8 
 

9 
 

10 
 

11 
10月；２年次生の研究中間発表会に参加 

12 
 

13 
 

14 
2月；２年次生の研究最終発表会に参加 

15 
研究計画書完成  

研究内容に即して倫理審査を受ける 

 

16 
完成した計画書は指導教員に提出 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 
研究テーマに即したオリジナル

チィー・プライオリチィーのある研

究目的とその目的を達成するに

相応しい概念枠組みの構築、研

究デザインが内包された研究計

画が作成できている。 

研究課題に即した研究計画書作成

により単位が認定される。 

自己の課題解決に向けた自主的な探

求と、集められた資料の分析・論理的

な文章の作成等、論理的思考法と分

析的思考法を含めた学習が求められ

る。 



 

教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

x0019 特別研究Ⅲ 2 30 必修 2年次前期 大学院看護学専攻教授 

ね
ら
い 

研究計画に基づき、研究対象・研究方法によっては倫理審査を受け、データ収集・分析が積極的な研究活動が展

開できるよう教授・指導する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 研究計画に沿って研究開始 
 

自己の課題に即した研究方法

によってデータ収集と整理・分

析ができる。 

 

自己の研究課題解

決に類似した参考

文献及び自己の研

究方法に即した参

考文献を適宜、自

身で検索する。 

2 
データ収集と整理・分析 

3 
分析されたデータの妥当性の検証 

4 
結果の説明を適切に文章化 

5 
 

6 
 

7 
 

8 
 

9 
 

10 
 

11 
 

12 
 

13 
 

14 
 

15 
 

16 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 
自己の研究計画に即した研究方

法によってデータの取集と整理

ができ、分析できる。 

データの取集とデータの整理がで

き、分析した報告書によって学則に

準じ、評価する。 

自己の課題解決に向けた自主的な探

求と、集められた資料の分析・論理的

な文章の作成等、論理的思考法と分

析的思考法を含めた学習が求められ

る。 



 

教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

x0020 特別研究Ⅳ ２ ３０ 必修 2年次後期 大学院看護学専攻教授 

ね
ら
い 

研究計画に基づき、研究対象・研究方法によっては倫理審査を受け、データ収集・分析・考察という研究一連の過

程を経て、科学論文たる研究論文を作成させ、期日までに提出できるなど、積極的な研究活動が展開できるよう教

授・指導する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 データ収集・分析・考察を行う。 
 

研究論文〔修士）が完成する。 

 

自己の研究課題解

決に類似した参考

文献及び自己の研

究方法に即した参

考文献を適宜、自

身で検索する。 

2 
科学論文としての体裁を整える。 

3 
抄録を書く。 

4 
抄録に基づいて発表準備を行い、指定された期日

までに必要書類を提出する。 

5 
10月；中間発表会 

6 
発表会での助言を自身の研究に反映させる。 

7 
１月末日；論文完成・学生部提出 

8 
２月；論文審査〔主査・副査の決定〕 

9 
審査時の助言を適切に論文に反映させる 

10 
審査時の助言を適切に論文に反映させる 

11 
縦覧用論文を期日までに学生部に提出する。 

12 
最終発表会用資料を期日までに学生部に提出す

る。 

13 
2月；最終発表会 

14 
論文は審査され、研究科委員会にて合否が判定さ

れる。 

15 
３月 31 日までに研究論文を５冊製本し、教務課に提出する。提出された論文は大学

院研究室・図書室に保管される。 

16 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 
自己の研究計画に即して研究が

すすめられ、科学論文として相応

しい修士論文が完成する。 

期日までに提出された論文は論文審

査委員会による口頭試問を受け、学

則に準じた評価を為す。 

自己の課題解決に向けた自主的な探

求と、集められた資料の分析・論理的

な文章の作成等、論理的思考法と分

析的思考法を含めた学習が求められ

る。 



 

教科

目

№ 
教科目名 単位数 時間数 

必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

 看護学研究法特論 2 30 
ＣＮＳ 

必修 
前期 

佐々木秀美・塩谷久子・ 

岡本陽子・岡隆光・中村哲 

ね
ら
い 

看護の実践の場において専門的な知識・技術の向上や開発を図るための研究活動が行えるように、必要な研究法を理解

し、研究計画書作成、研究の進め方、研究倫理、研究の質管理方法、研究発表、研究論文作成方法を例示しながら、レ

ポート作成と討論により具体的に修得できるようにする。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 

看護研究の特徴・文献レビュー・論文クリテーク・研究

の社会的価値とオリジナリティの高い研究計画とは 

（佐々木） 

オリジナリティのある研究計画

を立てるための準備ができる。 

１）福田吉治・山縣然太

郎・島内節他： 

保健医療福祉の研究ナ

ビ 

金原出版 2007 

２）操 華子・松本直子著 

臨床看護研究の道しる

べ 日本看護協会出版

会 2006 

３）Kuyper, B.J  

Bringing up scientist in 

the art of critiquing 

research Biosciences, 特

に 41(4):248-250 1991 

４）ウヴェ・フリック著 

質的研究入門 春秋社 

2004 

 

2 

研究計画書作成方法、目的、仮設の立て方、研究デ

ザインの選択・予測される結果・タイムスケジュール 

（佐々木） 

目的・仮設の設定を含めて、

妥当な研究計画の作成方法と

そのプロセスが理解できる。 

3 
看護における研究倫理 本学における研究倫理審査

申請書作成方法（佐々木） 

研究倫理審査に合格できる計

画の立て方が理解できる。 

4 
研究フィールドの選択・調整・依頼手続・パイロットスタ

ディとその分析とその方法（佐々木） 

パイロットスタディができる準備

が整えられる 

5 
看護における質的研究法（佐々木） 看護の質的研究の計画と進め

方の概要が理解できる。 

6 
看護における質的研究法の研究計画と研究のプロセ

ス（佐々木） 

同上 

7 
目的に基づく適切な調査票作成・データ入力・データ

分析法の選択（岡本） 

調査計画と分析方法の概要が

理解できる。 

8 
研究の信頼性・妥当性検証を意図した適切な調査研

究法（岡本） 

調査の信頼性、妥当性の検証

方法の概要が理解できる。 

9 
公衆衛生学・疫学的調査法に基づく研究計画と研究

プロセス（中村 ） 

実験的研究の計画と進め方の

概要が理解できる。 

10 
公衆衛生学・疫学的調査法における分析と解釈 

（中村） 

実験的研究における分析と解

釈ができる。 

11 
モデル事業・アクション研究の計画と分析・評価方法

（佐々木） 

介入研究法の概要が理解でき

る。 

12 

仮説検証型研究における研究法（実験研究法）の目

的別研究デザイン（岡） 

介入研究計画書とデータ収

集・分析法の概要が理解でき

る。 

13 
研究の質管理としての研究プロセスの信頼性・一貫

性・妥当性を高める方法（岡） 

研究の質管理方法が理解でき

る。 

14 
研究結果・考察・結論の示し方、学会発表、論文作成

方法（塩谷） 

研究発表、論文作成法が理解

できる。 

15 

 

研究費申請方法と採択のキーポイント、 

全体のまとめ（塩谷） 

研究費申請方法が理解でき

る。 

まとめで研究の進め方が理解

できる。 

教
育
評
価 

最終到達目標 評 価 法 学 修 法 
１）研究のオリジナリティ・テーマ・目的・方

法を理解し研究計画書を作成する基盤を

理解できる。 

2）研究目的に到達するために適切な研

究デザインを選択する方法が理解でき

る。 

3）研究の質管理の方法、プロセスを理解

できる。 

４）研究発表の方法・研究論文の作成方

法を理解できる。 

1)テーマごとのレポート作成 40％ 

2)テーマごとの発表・質疑・討論 40％ 

3)情報収集・分析力・討論での意見を活

用して自己の研究の進め方に活用する

能力 20％ 

1）学生の課題レポート作成・発

表・討論により、自己学習法がより

確実に進められる方法を修得す

る。 

2)科目の到達度評価をチェックリ

スト・アンケートにより実施し、理解

が不十分な点を補充しながら進

める。 

３）学生には積極的に質疑・討論

に参加することを期待する。 



 

教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

x0002 看護研究法Ⅰ ２ 30 選択 前期 佐々木秀美・加藤重子    

ね
ら
い 

グランデッドセオリー・エスニックセオリー・参加観察法などを用いた質的研究の意義、方法についての学習を通し

て、自己の課題（研究テーマ）解決に向けて適切な質的研究法選択ができるための基礎的理解につながるよう教授

する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 
授業概要の説明 

看護研究方法の一つとしての質的研究の意義 

看護研究方法としての質的研

究の意義が理解できる。 

ウヴェ・フリック 

『質的研究入門』 

 

ジャニズＭ．ロー

パー 

『エスノグラフィー』 

 

その他必要文献

は都度提示する。 
 

2 

3 

1．看護学研究領域に使用された内容分析法を用

いた研究の評価、 国内・国外における研究論文の

検討 

内容分析に関する論文クリティ

ークができる。 

4 
2．内容分析法を用いた研究法の演習に適した資

料の選択  ２）データ化  ３）カテゴリー化  
内容分析の実際的方法がわか

る。 

5 3.ラベリングの演習 
ラベリング演習を通して技法が

理解できる。 

6 4.事例研究 
質的研究の一つとしての事例

研究の位置づけが理解でき

る。 

7 5.歴史研究 
質的研究の一つとしての歴史

研究の位置づけが理解でき

る。 

8 7.現象学的・解釈学的研究 
観察した事象の現象学的・解

釈学的方法について理解でき

る。 

9 
研究演習（フィールドワーク）    （加藤・佐々木） 

質的研究方法の一つ参加観察法について理論的

に学習する。 看護学部卒直後者、看護実務者、看

護専門学校等専任教員の研究方法に関する基礎

的理解力を考慮して、看護実践フィールド研究に適

していると価値づけられている参加観察法の基本を

自研究例等を用いて教授する。 

１．参加観察法の意義（参加観察による利点と限

界） 

２．参加観察者の立場（完全なる観察者・参加的観

察者・観察的参加者・完全なる参加者）と看護実践

者の立場 

３．フィールドノートの取り方と分析（ Personal 

Note,Observation Note, Theoretical Note, 

Methodological Note） 

４．自己のフィールドノートの分析；自己の日々の看

護実践および教育実践から参加観察法での分析を

行い、プレゼンテーションする。 

参加観察法で得られたデータ

の分析を実際に行い、プレゼ

ンテーションができる。 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 参加観察データ報告を文章化する。 
文章化したものを指定された

期日までに提出できる。 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 

グランデッドセオリー、エスニック

セオリーなどを用いた質的研究

の意義、方法について基礎的理

解ができる。 

フィールドワーク報告、小論文、学会

発表体験等を総合的に判断、学則に

準じ、単位認定する。 

講義、演習、フィールドワーク（参加観

察）、プレゼンテーション、学会発表体

験 



 

教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ0003 看護研究法Ⅱ ２ ３０ 選択 後期 山内京子・岡本陽子 

ね
ら
い 

看護研究の役割とあり方について理解する。 

看護研究（主に量的研究）の基礎的知識とその過程を理解する。 

看護研究における倫理と評価について理解する。 

量的研究の種類や特徴、長所・短所、データ収集・分析、結果・考察表記、方法、クリティークの視点等を理解する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 
 

 

 

看護研究のためのデザイン 

準実験研究・相関的研究 

調査研究・評価研究 （山内） 

 

 

看護研究に必要な手法の一つ

としての量的分析手法の基礎

を学ぶ。 

 

研究課題を分析・解析するた

めの手法を選択することがで

き、活用・応用することができ

る。 

 

各講義時に資料等

配布する。 

必要文献は都度提

示する。 
2 

3 

4 

5 
 

方法論的研究 

文献研究 （山内） 

 

研究課題を解決するため必要

な方法論を修得することができ

る。 

各講義時に資料等

配布する。 

必要文献は都度提

示する。 6 

7 
 

 

データ収集（サンプリング） 

観察法 

面接法 

質問紙法 （山内） 

 

データ収集（サンプリング）の

実際について必要な手法を修

得できる。 

 

各講義時に資料等

配布する。 

必要文献は都度提

示する。 8 

9 

10 

11 
 

 

 

データ分析（量的データ分析） 

記述統計 

推測統計 

多変量解析 （岡本） 

 

データ分析（量的データ分析） 

の実際について必要な手法を

修得できる。 

各講義時に資料等

配布する。 

必要文献は都度提

示する。 12 

13 

14 

15 

16 
総括（レポート・発表等） （山内・岡本） 

 

本教科の学習成果として、レポ

ート・発表をすることができる。 

 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 
看護を研究する上での量的研究の特

殊性・理論性を理解し、量的研究のプ

ロセスの概要について理解できる。 

さらに、院生自身の関心領域の文献を

系統的検索・検討していくことのできる

基盤づくりとする。 

講義・演習等への出席状況及び参

加状況、講義受講準備状況、発表

内容、態度・姿勢等を含めた総合

評価 

講義にのぞむにあたり参考文献・

資料等を提示・配布するので、熟

読し、各自レディネス状況を高めて

おくこと。講義が進むにつれ課題・

問題意識が深まるので、さらに事前

事後学習を重ね、研究手法を修得

する努力を期待する。 



教科

目

№ 
教科目名 単位数 時間数 

必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

 看護研究法Ⅲ 2 30 
選択 

必修 
前期 中村瑞子 

ね
ら
い 

主題となる内容に沿って、どのような研究方法で実施することが妥当なのかを理解し、研究の進め方について学ぶ。

看護研究を進める上で必要となる、実験的研究手法についての基本的理解と、実践に必要な方法論を理解する。 

研究に重要な科学的かつ論理的な思考方法や研究者としての必要な倫理について理解を深める。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 研究法の比較 

実験的研究のほか、観察研究、

質問紙研究などとの違いを理

解する。 

 

適宜資料を配付 

 

参考図書 

 

「看護研究の進め

方・論文の書き方」 

早川和生 著 

医学書院 

 

「看護研究のための

やさしい統計学」 

内海滉 著 

医学書院 

2 研究計画の考え方 

実験的研究を進める上でのポ

イントと実験的研究の特徴を

理解する 

3 
研究計画の進め方① 仮説の設定・独立変数・従属

変数についての理解 

研究仮説の設定、独立変数と

従属変数の関係について理解

する。 

4 
研究計画の進め方② 剰余変数・実験群・対象群に

ついての理解 

剰余変数とその統制と実験群

と対照群の割り当てについて

理解する。 

5 要因計画法の理解① 要因計画とは何か 
分散分析の考え方と要因計画

の構造について理解する。 

6 
要因計画法の理解② 要因計画に基づいた分析と

は何か 

被験者の配置や、具体的な計

画の手順について理解する。 

7 研究倫理 

研究における被験者に対する

倫理的配慮について理解す

る。 

8 データの整理と統計法  

研究結果の解釈に必要な統計

分析の基本的な考え方につい

て理解する。 

9 測定の信頼性，妥当性 

測定されたデータの信頼性や

妥当性の見方について理解す

る。 

10 結果の解釈と考察 

データからどのようにして数

字の意味するものを読み、考

察するのかを理解する。 

11 科学論文のまとめ方 
論文の読み方書き方につい

て、基本的なことを理解する。 

12 
実験研究の実際① 研究の遂行に必要な科学的か

つ論理的な思考方法についての理解 

実際に興味あるテーマの論文

を検索し、内容について批判

的検討を行う。 

13 
実験研究の実際② 先行研究から研究の進め方に

ついて学ぶ  

先行研究から、自分の研究計

画に必要なエッセンスをつか

む。 

14 
実験研究の実際③ 実験計画、実験的研究方法につ

いての基本的理解と基本的方法論の理解 

先行研究を参考に、実験計画

を立て、分析方法について検

討する。 

15 まとめ 
 

16 レポート提出 
 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 
看護を研究する上で実験的研究の

実践に必要な方法論を理解し，自

らの興味あるテーマについて、論文

検索・収集や論文のクリティークを

行い、実際に実験計画を立案する

ことができる。 

 

講義・演習等への出席状況及び参

加姿勢、レポート課題、最終的な実

験計画への取り組みとその内容等を

含めた総合評価 

講義中に配付する資料や参考図書を

利用し、予習・復習を行う。 

講義の課題以外でも、普段から論文

検索を行い、数多くの論文に触れるこ

とで、自らの学習に必要な課題を見つ

け、学習する態度を望む。 



 

教科目№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

x0007 看護理論特論 2 30 選択 後期 佐々木秀美・加藤重子 

ね
ら
い 

看護理論は看護の本質を探求するものである。ここでは看護に対する代表的な理論を紹介し、看護が科学であるとの見

解を、日常生活と健康、健康と看護・教育との関係の中で、批判的思考の過程を通して、看護専門職者として看護実践の

基盤となる諸理論や看護に関する諸理論と看護現象との関係についての理解を深めることができ、看護実践に適用する

基礎的能力が培われるよう教授する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 
看護理論授業概要の説明と看護理論学習の意義及

び本授業で取り上げる各理論家の看護観について 

看護基礎教育上の課題と自身が有

する課題との論点を抽出できる。 

『看護理論家とその

業績』アン・マリナ

ー・トメイ・マーサ・レ

イラ・アリグッド著 

 

 『看護覚え書』ナイ

チンゲール著 

2 ナイチンゲール看護論（ナイチンゲール教育哲学） 
人々の健康と日常生活上の問題をナ

イチンゲール看護論において理解す

ることができ、看護実践と科学との関

係を導き出すことができる。 3 
― 理論と実践の一致 ― 

そして観察から看護実践へ 

4 ヘンダーソン看護論 （ニード論）  
ヘンダーソン看護論について理解を

深め、看護の対象者のニーズを人の

基本的欲求から導き出すことができ

る。 

その他、手元資料

は別途提示する。 

5 基本的欲求とニード把握 

6 ロイ適応看護理論（適応システムとしての人間理解） 
ロイ適応看護モデルの４つの適応様

式について理解し、看護実践に適用

できるための知識が得られる。 

7 
適応看護モデルと看護過程 

症状別事例（ホメオスタージスの失調としての現象） 

8 オレム看護のセルフケア不足理論 
セルフケア不足理論について理解

し、看護実践に適用できるための知

識が得られる。 

9 
普遍的・発達的・健康逸脱によるセルフケア要件とセ

ルフケア不足（看護診断） 

10 ペプロー人間関係の看護論（加藤） 
ペプローの対人関係のプロセスの構

造的概念と精神力動的人間関係論

を看護実践に適用できる知識が得ら

れる。 11 
看護師－患者関係の演習（ロール・プレイ）とプロセ

ス・レコードによる対人関係評価（加藤） 

12 オーランド看護過程理論 
オーランドの看護過程理論について

理解し、実践に適用できる知識が得

られる。 
13 

事例提示による演習；プロセス・レコードを用いた分

析 

14 
看護実践のための看護診断の適用 

既習学習における理論の綜合演習（事例提示） 

カルペニートの看護診断マニュアル

の看護診断と既習学習による知識を

統合して提示された対象の健康問題

を抽出し、プレゼンテーション及びレ

ポートで報告できる。 

カルペニート『看護

診断マニュアル』他

適切な文献は自身

で検索する。 15 
事例演習 

16 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 

看護が科学であるとの見解を、日常生活と健康、健

康と看護・問題解決・教育との関係の中で、批判的

思考の過程を通して、看護専門職者として看護実践

の基盤となる諸理論を患者のニード（現象）把握に

つなげ、実践に適用できる基礎的能力が身につく。 

学則に準じ、課題レポート内容を

評価し、単位認定する。 

提出された課題レポートについて

は都度、feedbackする。 

相互情報交換、ディスカッショ

ン、講義、演習、ロールプレ

イ、プレゼンテーション等多彩

な学習方法 



 

教科

目

№ 
教科目名 単位数 時間数 

必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

 看護倫理特論 2 30 選択 後期 内藤直子 

ね
ら
い 

看護倫理の中心課題は、看護専門職としてのケアはいかにあるべきかを探ることであり、看護者の責務として医療現

場における倫理的課題を解決していくための方法を探究することである。そのため患者の権利を理解し、臨床倫理的

原則を踏まえることにより、看護現場における倫理的問題・葛藤を多方面から検討し、倫理的判断・意思決定が出来る

能力を養う。また倫理的問題・葛藤に対峙する関係者間の倫理的調整・支援を行うために必要な知識を修得する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 
医療・看護現場で起きている倫理的問題の検討 

・何が倫理的問題なのか？ 

臨床現場において起こりうる倫

理的問題・課題を指摘できる。 

参考書 

①サラＴ.フライ他著 

片田範子,山本あい

子訳：看護実践の倫

理―倫理的意思決

定のためのガイドー,

日本看護協会出版

会,2005. 

②トニー・ホープ著 

児玉聡,赤林朗訳：

医療倫理 ,岩波書

店,2007. 

③赤林朗編：入門・

医療倫理１,勁草書

房,2006. 

④アン・ｊ・デーヴィス

他著,小西恵美子監

訳：看護倫理を教え

る・学ぶ―倫理教育

の視点と方法，日本

看 護 協 会 出 版

会,2008. 

※その他、文献等

は適宜提示する 

 

2 

倫理学の基本的な考え方 

・「倫理」とは何か 

・医療倫理の原則と重要概念 

倫理の概念について説明で

き、医療倫理の原則を挙げ、

説明できる。 

3 

倫理と法 

・憲法における基本的人権 

・医療における患者の権利 

憲法で保障されている基本的

人権と、医療における患者の

権利について説明できる。 

4 

医療従事者と倫理 

・生命倫理、医療倫理、看護倫理 

・医療従事者と倫理綱領 

生命、医療、看護倫理につい

て説明でき、各医療専門職の

倫理綱領が理解できる。 

5 

看護実践と倫理 

・倫理的視点と看護実践 

・看護師の責務（法的責任、倫理的責任） 

看護倫理の主要概念が説明

でき、普遍的な道徳・倫理的原

則を挙げ、説明できる。 

6 

医療従事者と患者関係；事例検討１ 医療従事者と患者関係の対等

性について論じることができ

る。 

7 

インフォームドコンセント；事例検討２ 患者主体の医療におけるイン

フォームドコンセントの重要性

が理解できる。 

8 
自己決定；事例検討３ 患者主体の医療における自己

決定の重要性が理解できる。 

9 

守秘義務・個人情報保護；事例検討４ 患者主体の医療における守秘

義務・個人情報保護の重要性

が理解できる。 

10 

看護実践における倫理的問題・葛藤への対応の事例

検討・・・①小児ケア 

小児ケアにおける倫理的問題

の提示と、課題を議論・探究す

ることができる。 

11 

看護実践における倫理的問題・葛藤への対応の事例

検討・・・②高齢者ケア 

高齢者ケアにおける倫理的問

題の提示と、課題を議論・探究

することができる。 

12 

看護実践における倫理的問題・葛藤への対応の事例

検討・・・③クリティカルケア 

クリティカルケアにおける倫理

的問題の提示と、課題を議論・

探究することができる。 

13 

看護実践における倫理的問題・葛藤への対応の事例

検討・・・④脳死と臓器移植 

脳死と臓器移植における倫理

的問題の提示と、課題を議論・

探究することができる。 

14 

看護実践における倫理的問題・葛藤への対応の事例

検討・・・⑤終末期医療 

終末期医療における倫理的問

題の提示と、課題を議論・探究

することができる。 

15 
総括と討議 これまでの学習について総合

的に考察する。 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 
1 生命・人間の尊厳や人権について知

識を持つことができる 

2 看護現場で遭遇する諸問題に対して、

患者の人権を擁護し、自律して倫理的判

断や意思決定ができ、実践に活用できる 

 

学習目標到達度について、学生アン

ケート（授業チェック）により評価するとと

もに、課題発表、課題探求状況、討論へ

の参加度、レポートの作成、及び出席状

況により総合的に評価する。 

・講義・演習・ディスカッション

により学習課題を深める。 

・事例検討では、事実の把

握、論理的分析、合理的・倫

理的思考を修得する。 



教科目

№ 
教科目名 単位数 時間数 

必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ0013 看護政策特論 2 30 選択 後期 斉藤しのぶ・馬庭恭子 

ね
ら
い 

看護政策論を理解する前提としてわが国の統治機構、殊に立法、行政を再確認すると共に政策決定のプロセスが理解で

きるようにする。看護政策に深く関係する社会保障論、その中の医療制度、医療保険制度、介護保険制度、診療報酬制

度、医療法等法律について理解し、看護実践の中で生かせる視点が持てるようにする。それを踏まえて看護制度史、保

助看法について深く法律を読み込み理解を深めるようにする。現行の保助看法で、看護職が専門職として認知される内

容となっているか等も含め、看護の質向上のために、看護政策について自己の思考プロセスを述べ、提言をまとめて働き

かけを可能にする方法を理解し、行動化の方策を検討できるようにする。 

教 

育 

内 

容 

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標 使用図書等 

 

1 

 

わが国の統治機構を概説し主として立法行

政、法律案が成立するまでの過程、閣法、議

員立法等                 (斎藤) 

立法行政について再確認ができ、政策決

定のプロセスが理解できる。さらに閣法、

議員立法について理解できる。 

・保健師助産師看

護師法 60年史 

保健師助産師看護

師法60年史編集委

員会編集 

㈱日本看護協会出

版会平成 21 年・看

護職者のための政

策過程入門 著者 

見藤隆子他 

㈱日本看護協会出

版会平成 19 年・現

代社会保障論 

著者  里見賢治 

平成 19年 

㈱高菅出版 

・介護保険制度と政

策形成過程 

著者 島津 淳 

久美株式会社 平

成 20年 

・看護六法 

・厚生労働省並び

に日本看護協会等

の取り組みの政策

資料 

・その他必要図書

文献は適宜提示す

る 

2 

社会保障論について世界（主としてイギリスの

ベヴァリッジ報告、アメリカ社会保障法等）の社

会保障制度の発展を概観し、わが国の社会保

障政策の歴史と、その取り組み課題  (斎藤) 

「社会保障」とはという総論が理解でき、わ

が国の社会保障政策の歴史と現状課題が

理解できる。 

3 

～  
4 

介護保険法制定（Ｈ9 年）の合意形成プロセス

から施行（Ｈ12 年）に至るまでの経緯と看護職

が保健・医療・福祉の連携、統合等で果たす

役割                  (斎藤)  

介護保険制度の現状と課題について理解

できる。 

5 

～  
7 

医療制度並びに医療保険制度の総論を論じ

医療制度改革関連法案の成立の経緯、後期

高齢者医療制度成立      (斎藤) 

医療制度と現状課題等が理解できる。政

策課題としての医療制度改革関連法、続く

高齢者の医療制度改革について、現状と

課題が理解できる。 

8 

医療法についてこの法の目的、医療提供の理

念、国・地方公共団体の責務等法律について

概説し看護職員の現況を検討 

診療報酬制度全般を論じ、その中での看護の

果たす役割と評価      (斎藤) 

・医療法で問われる医療職の責務、特に

機能分化の意義を理解しつつ看護職の責

務が理解できる。 

・診療報酬制度と看護の評価、その意義と

現況の問題点が理解できる。                                                                                                                             

9

～

10 

看護制度の歴史とそこに関わる政策との関

連、看護をめぐる重要な動き、看護に関わる保

健医療行政との関連等    (斎藤) 

看護制度の歴史とそこに関わる政策との関

係、一連の看護制度史65年の概要を理解

できる。 

11

～  
12 

保健師助産師看護師法の成立とその後の改

正法、今日的課題と取り組み課題及びその方

法                      (斎藤) 

保健師助産師看護師法の意義、改正法に

ついて理解できるとともに取り組み課題と

その方法について検討できる。 

13 

～  
15 

看護職者と政策について、看護師等の人材の

確保の促進に関する法律等看護現場に影響

を及ぼす法令等。看護政策策定過程への参

画について実際例の分析と提示  

（馬庭） 

看護政策の重要性、その実現プロセスが

理解できる。その上で看護現場の課題を

解決するためにどのように看護政策を作る

かを理解する。看護政策策定過程におい

て自らが立つ位置、考え方、どのように関

わるべきか理解できる。 

16 

まとめ 

看護政策論の学びの中からテーマを選定し小

論文作成したものを発表・討論 (斎藤) 

学生間での意見交換、討論、教員の助言

を通し、看護政策について課題への取り組

み方が明らかになる。 

 最 終 到 達 目 標 評 価 法 学 修 法 

 

教育

評価 

 

１）看護政策論の学びを通し、看護の

質向上のために制度改革や法改正に

向け、政策的に問題提起ができる基礎

的能力が持てる。 

２）広い視野から問題解決能力をもっ

て、それぞれの専門領域における看護

政策の具体的課題に積極的、効果的

に取り組む方策と方法を説明できる。 

１）テーマごとにレポートを作成 ４０％、 

２）その発表・質疑・討論・まとめ ４０％ 

３）情報分析力、他の人々や組織力を活用し協

力・連携する能力 ２０％ 

講義形式と課題ごとに具体

例を提示し、レポート作成・

発表・積極的に質疑討論に

参加することを期待する。 

 



 

教科目

№ 
教科目名 単位数 時間数 

必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

x0010 看護教育特論 2 30 選択 後期 佐々木秀美 

ね
ら
い 

本論では看護実践上のさまざまな現象を科学的に探究する姿勢や態度を育成し、看護ケアの質を高めるために必要な看護職への継

続教育に関する知識と技術を教授すると共に、実践の科学としての看護教育のあり方を探求、これからの看護教育を考えて,時代と共

に変化する人々のヘルスニーズに対応できる看護専門職者育成を可能にする看護教育のあり方について総合的に教授・探究する。 

教    

育    

内    

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 

教育（education）とは何か  

看護教育上における現実的課題は

何か 

一般論としての教育とは何かについて理解し、看護教育

への適用について総合的に考えることができる。 

杉森みどり他 

『 看護教育

学』 

2 
看護教育における訓練（traninng）.

訓練（discipline） 

看護教育における訓練（traninng）.訓練（discipline）につい

て理解し、教育との相違について考えることができる。 

他、必要文献

は都度提示

する、もしくは

学生自身が

検索する。 

3 
看護専門職者としての教育 

専門職とは何か 

看護専門職者とは何かがわかり、その教育の目指すもの

について理解できる。 

4 
ナイチンゲールの教育哲学と目指

した看護教育 

ナイチンゲールの看護哲学に触れ、看護教育に関する基

本姿勢が理解できる。 

5 
看護教育制度における教育課程と

教育の過程（教授法の本質論）  

教育基本法・学校教育法・保健婦助産婦看護婦法を概観

し、その教育課程と教育の過程について理解できる。 

6 教育の対象（発達段階を考慮した） 

教育の場・対象およびその方法について発達段階に即し

た教育について理解し、併せて看護場面での教育・指導・

評価について考えることができる。 

7 教育の場（社会・家庭）・学校・病院 

8 看護場面における教育・指導・評価 

9 教育の評価（ブルーム） 

10 可視化できる評価（ICEルーブリク） 
ICEルーブリクについて理解し、可視化できる教育評価に

ついて考えることができる。 

11 
1.事例検証 看護実践上の現実的

課題とその問題解決 受講生の体験を基に看護実践上の現実的課題とその問

題解決について検証することができる。 
12 

2.事例検証 看護実践上の現実的

課題とその問題解決 

13 看護実践能力向上と生涯教育 
看護実践能力向上のための生涯教育の在り方について

論じることができる。 

14 大学院教育と専門看護師育成 
生涯教育としての専門看護師育成とその目的について理

解できる。 

15 看護教育における究理実践 
科学的発見の過程の方法について理解し、その知識を活

かし看護教育における問題について検証できる。 

16 まとめ   

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 

実践の科学としての看護教育を看護実践

上におけるさまざまな現象から総合的に

考えることができ、看護ケアの質を高める

ために必要な看護職への継続教育と看

護教育のあり方について探求し、これか

らの看護教育について考え、論じることが

できる。 

学則に準じ、課題レポート内容を総

合的に評価し、単位認定する。 

提出された課題レポートについて

は都度、feedbackする。 

相互意見交換、ディスカッション、講

義、プレゼンテーション、探求、課

題報告等多彩な学習方法を実践 



 

教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ0011 看護管理特論 ２ ３０ 選択 後期 山内京子 

ね
ら
い 

看護管理に必要な基本的知識と理論を学び、医療・看護の質の維持・向上のため、現場における看護管理のあり方を

考え、組織的な看護サービスの実際について具体的に考察する。特に、組織的活動やヘルスケアのマネジメントに焦

点をあて、リーダーシップ行動やチームマネジメント、連携・調整・協働などの機能についても探究する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 
看護管理学の概観 

本講義オリエンテーション          

看護管理学について概観すること

ができる。 

必要文献は都度

提示する。 

各講義時に資料

等配布する。 2 
医療・看護の質 

保健医療福祉の連携           

医療・看護の質、保健医療福祉の

連携のあり方について理解する。 

3 
看護管理の組織化 

組織論・組織行動論           

看護管理の基本となる理論を理解

する。 

4 
看護管理の組織論 

  組織マネジメントの実際          

組織マネジメントの実際を理解す

る。 

5 

看護管理の組織行動論 

  リーダーシップ・メンバーシップ、コーチング 

                         

組織行動論の観点から、リーダー

シップ・メンバーシップ、コーチング

のあり方を理解する。 

6 

看護管理の組織行動論 

  意思決定・モティベーション・キャリア形成 

                         

意志決定・モティベーション・キャリ

ア形成の具体的なあり方を理解す

る。 

7 課題学習と発表準備 
前半の学びの中から課題を明らか

にし、発表のために準備ができる。 

 

8 
課題学習と発表準備 

 

9 

看護ケアのマネジメント  

 リスクマネジメント・コンフリクトマネジメント・タイムマ

ネジメント      

リスクマネジメント・コンフリクトマネ

ジメント・タイムマネジメントのあり方

を理解する。 

10 

看護ケアのマネジメント 

 人的資源管理・コスト管理・情報管理 

                        

人的資源管理・コスト管理・情報管

理について理解する。 

11 
看護ケアのマネジメント 

  チームマネジメント           

チームマネジメントのあり方につい

て理解する。 

12 
看護ケアのマネジメント 

  組織文化と組織風土           

組織文化と組織風土について理解

し、組織管理のあり方を知る。 

13 
看護ケアのマネジメント 

  医療と看護の質と評価          

医療と看護の質保証と評価のあり

方を理解する。 

14 課題学習と発表準備 
本講義の全体の学びから課題を選

び、発表会のための準備をする。 

15 課題学習と発表準備  

16 最終発表会とまとめ 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学習法 
看護管理に必要な基本的知識と理論を学

ぶことで、組織の中における看護職のあり

方を考察し、実践力を修得するための基

盤づくりとする。看護専門職・看護管理者

としての役割・機能について考察し、具体

的な提案をすることができる。 

講義・演習への出席状況及び、中

間発表・最終発表会への準備状

況、発表内容等の総合評価 

各講義のテーマ・内容について事

前に関連文献等に目を通し、予備

知識を得てから、講義にのぞむこ

とで、より問題意識・課題探究への

思考が強まる。普段からアンテナ

をはり、常に、関連領域の情報を

収集する習慣を身につけておきた

い。 



 

教科目

№ 
教科目名 

単位

数 

時

間

数 

必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ0014 フィジカルアセスメント特論 2 30 
CNS 

必修 
前期 岩本由美・棚﨑由紀子 

ね
ら
い 

複雑な健康問題をもった対象の身体状況について系統的に全身を診査し、臨床看護判断を行うために必要な知識と

技術を習得することができる。さらに、クリティカルケア看護、高齢者看護の対象に応じたアセスメントが行えるよう教育的、

看護管理とケアに結び付けて考えることができる。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 
ガイダンス 

フィジカルアセスメント（岩本・棚﨑） 

フィジカルアセスメントの基礎知識と概要が理

解できる。 

シラバス, 

参考図書の紹介 

2 
基本的な健康歴聴取、身体診察（岩本） 基本的な健康歴聴取、身体診察の流れを理

解できる。 

ベイツ診察法第３版

（2022）UnitI1-4章 

3 

臨床推論、アセスメント、計画（岩本） 基本的な臨床推論、アセスメント、計画を理

解することができる。 

ベイツ診察法第３版

（2022） 

UnitI 5-7章 

4 

全身の観察～皮膚・毛髪・爪、頭部頸

部（岩本） 

頭から足先までのアセスメントを理解し、

各部位の観察を記述できる。 

ベイツ診察法第３版

（2022） 

UnitII 8-11章 

5 

眼、耳・鼻、咽頭と口腔、胸郭と肺（岩本） 頭から足先までのアセスメントを理解し、

各部位の観察を記述できる。 

ベイツ診察法第３版

（2022） 

UnitII 12-15章 

6 

心血管系、抹消血管系・リンパ系、乳房と

腋窩（岩本） 

頭から足先までのアセスメントを理解し、

各部位の観察を記述できる。 

ベイツ診察法第３版

（2022）UnitII16-18 章

イチロー君 

7 

腹部、生殖器、肛門、直腸、前立腺  

（岩本）   

頭から足先までのアセスメントを理解し、

各部位の観察を記述できる。 

ベイツ診察法第３版

（2022）UnitII 19-22章 

ナーシングアン 

8 
筋骨格系・神経系（岩本） 頭から足先までのアセスメントを理解し、

各部位の観察を記述できる。 

ベイツ診察法第３版

（2022）UnitII 23-24章 

9 
高齢者のヘルスアセスメント（棚﨑） 高齢者の加齢変化、生活背景を踏まえた情

報収集の必要性と面接技法が修得できる。 

 

10 

高齢者の感覚器系（視覚、聴覚、皮膚感

覚）のフィジカルアセスメント（棚﨑） 

高齢者の感覚器系の加齢変化、症候・疾患

の特徴を理解してフィジカルイグザミネーショ

ンができる。 

参考：新・看護生理学

テキスト  看護技術の

根拠と臨床への応用 

11 

高齢者の循環器系のフィジカルアセスメ

ント：高齢者モデル人形による演習（棚

﨑） 

高齢者の循環器系の加齢変化、症候・疾患

の特徴を理解してフィジカルイグザミネーショ

ンができる。 

参考：新・看護生理学

テキスト  看護技術の

根拠と臨床への応用 

12 

高齢者の呼吸器系のフィジカルアセスメ

ント：高齢者モデル人形による演習（棚

﨑） 

高齢者の呼吸器系の加齢変化、症候・疾患

の特徴を理解してフィジカルイグザミネーショ

ンができる。 

参考：新・看護生理学

テキスト  看護技術の

根拠と臨床への応用 

13 

高齢者の運動器、中枢神経系のフィジカ

ルアセスメント（棚﨑） 

高齢者の運動器・中枢神経系の加齢変化、

症候・疾患の特徴を理解してフィジカルイグ

ザミネーションができる。 

参考：新・看護生理学

テキスト  看護技術の

根拠と臨床への応用 

14 

高齢者の消化器系のフィジカルアセスメ

ント（棚﨑） 

高齢者の消化器系の加齢変化、症候・疾患

の特徴を理解してフィジカルイグザミネーショ

ンができる。 

参考：新・看護生理学

テキスト  看護技術の

根拠と臨床への応用 

15 

高齢者の内分泌・代謝系のフィジカルア

セスメント（棚﨑） 

高齢者の内分泌・代謝系の加齢変化、症候・

疾患の特徴を理解してフィジカルイグザミ

ネーションができる。 

参考：新・看護生理学

テキスト  看護技術の

根拠と臨床への応用 

16 
総合討論  （岩本・棚﨑） 教科全体についての討論 岩本・棚﨑と履修者全

員での討論 

教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 
岩本； 

クリティカルケア看護の基礎となるフィジカ

ルアセスメントを理解し記録を記述できる。 

棚﨑； 

人体構造機能学の高度な知識とともに高

齢者の特徴を理解したフィジカルアセスメ

ントができる。 

岩本； 

課題発表と討議参画状況によ

り評価する。 

棚﨑； 

課題発表と討議参画状況によ

り評価する 

 

岩本； 

C-learning,講義・演習，プレゼン

テーション 

棚﨑； 

講義・演習・プレゼンテーション 



教科

目№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

共Ｂ 臨床薬理学特論 2 30 
CNS 

必修 
前期 前信由美・奥田泰子・森田克也 

ね
ら
い 

① 緊急応急処置、症状調整、慢性疾患管理に必要な薬剤を中心に、薬剤使用の判断、投与後の患者モニタリング、生

活調整、回復力の促進、患者の服薬管理能力の向上を図るための知識と看護技術を理解する。 

② クリティカルケア看護、高齢者看護の対象に応じた疾患と薬剤の影響を査定し、政策、教育から理解を深める。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 
導入オリエンテーション（前信由美） 

薬物の体内動態            （森田克也） 

薬物の体内動態（吸収、代謝、排泄、

薬物の投与経路と血中濃度の推移）

につて説明できる 

資料配布 

2 薬物の相互作用          （森田克也） 
薬物代謝反応の基本様式と薬物の相

互作用が説明できる 

資料配布 

3 薬と食べ物の食べ合わせ    （森田克也） 
薬物と食品の食べ合わせについて説

明できる 

資料配布 

4 疼痛治療と緩和ケア      （森田克也） 

がん性疼痛や神経障害性疼痛等の難

治性疼痛の薬物コントロールと緩和ケ

アについて説明できる 

資料配布 

5 救命救急時に使用する薬物   （森田克也） 
ショック，過量投与，救命救急時に

おける薬物療法が理解できる． 

資料配布 

6 
慢性疾患（生活習慣病）に使用する薬物Ⅰ 

（森田克也） 

高血圧，狭心症，心筋梗塞，不整脈，

心不全，薬物療法が理解できる． 

資料配布 

7 
慢性疾患（生活習慣病）に使用する薬物Ⅱ 

（森田克也） 

脂質異常症，糖尿病おける薬物療法

が理解できる． 

資料配布 

8 
クリティカル期に使用する循環器系・呼吸器系に

影響する薬剤の査定         （前信由美） 

クリティカル期に使用する頻度の高い

薬剤の影響と全身管理について理解で

きる 

資料配布 

9 
クリティカル期に使用する消化器系・精神系に影

響する薬剤の査定           （前信由美） 

クリティカル期に使用する頻度の高い

薬剤の影響と全身管理について理解で

きる 

資料配布 

10 
移植等特殊な状況下で使用される薬剤の査定と

教育                   （前信由美） 

クリティカル期に使用される薬剤投与後

のモニタリングと生活調整方法が理解

できる 

資料配布 

11 生活調整                （前信由美） 生活調整方法が理解できる 
資料配布 

12 

加齢による薬物動態と薬力学の変化 

・ポリファーマシー   

・患者の服薬管理能力（アドヒヤランス）    

（奥田泰子） 

高齢者の服薬管理上の特徴を理解し、

援助方法を検討することができる 

資料配布 

13 

高齢者特有の認知症・脳神経疾患・精神障害の

薬剤の査定と教育  

認知症の薬物療法・非薬物療法  （奥田泰子） 

高齢者特有の認知症・脳神経疾患・精

神障害の薬剤の影響と服薬管理能力

の向上を図るための特徴と工夫が理解

できる 

資料配布 

14 

高齢者特有の循環器系・呼吸器系、消化器系の

薬剤使用に対し、事例を通して、アセスメント、生

活への影響や服薬管理能力向上に向けた看護

実践          （奥田泰子） 

事例を通して高齢者特有の循環器系・

呼吸器系、消化器系の薬剤の査定や

生活への影響を理解し、服薬管理能力

を向上するための看護を説明できる 

資料配布 

15 

高齢者特有の代謝性疾患（糖尿病・痛風）、腎・

泌尿器系の疾患、運動器の疾患（骨粗鬆症）、

皮膚疾患（白癬・疥癬）の薬剤使用に対し、事例

を通して、アセスメント、生活への影響や服薬管

理能力向上に向けた看護実践 

                       （奥田泰子） 

事例を通して高齢者特有の代謝性疾

患（糖尿病・痛風）、腎・泌尿器系の疾

患、運動器の疾患（骨粗鬆症）、皮膚疾

患（白癬・疥癬）の薬剤投与後の患者モ

ニタリング、生活調整方法を含む看護

実践について説明できる。 

資料配布 

16 レポート提出 
  

教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 
① 緊急応急処置、症状調整、慢性疾患管

理に必要な薬剤を中心に、薬剤使用の

判断、投与後の患者モニタリング、生活

調整、回復力の促進、患者の服薬管理

能力の向上を図るための知識と看護技

術を理解することができる。 

② クリティカルケア看護、高齢者看護の対

象に応じた疾患と薬剤の影響を査定し、

政策、教育から理解することができる。 

・提出レポート ４０％ 

・その他 ６０％ 

（臨地実習の準備と実施状況等） 

 

 

総合的に評価する。 

 

講義、課題学習、プレゼンテー

ション等 



 

教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ0016 病態生理学特論 2 30 
CNS 

必修 
前期 岩本由美・奥田泰子・土肥敏博 

ね
ら
い 

エビデンスに基づき、対象の病態生理学的変化を解釈、臨床看護判断を行うために必要な知識と技術を理解すること

ができる。さらに、クリティカルケア看護、高齢者看護の対象に応じた病態に対する看護倫理、コンサルテーションについ

てディスカッションすることができる。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 
病原微生物の感染経路、宿主の免疫応答、ワクチン

の種類、有効性と安全性。        （土肥） 

病原微生物の感染発現機序

と免疫応答を説明できる。 

 

＊参考文献は授業中

に、適宜紹介する。 
2 

感染症の病態生理と抗菌薬の選択毒性発現メカニズ

ムおよび薬剤耐性菌問題           （土肥） 

感染症の薬物療法を説明でき

る。 

3 
代謝性疾患の病態生理と治療（脂質異常症、糖尿病、

痛風)                 （土肥） 

代謝性疾患の治療を説明でき

る。 

4 

血栓性疾患の病態生理と治療(血栓塞栓症の病態，脳

梗塞，心筋梗塞，肺梗塞，抗血栓療法，血栓溶解療

法)                  （土肥） 

血栓性疾患の治療と予防を説

明できる．    

5 
循環器性疾患の病態生理と治療（ACS，心房細動，

心不全）                               （土肥） 

致死的な病態に陥る心血管疾

患を説明できる． 

6 
不整脈の病態生理と治療(頻脈性不整脈、徐脈性不整

脈、刺激伝導異常)           （土肥） 

不整脈の診断と抗不整脈治

療薬を説明できる。 

7 
がんの病態生理とがん治療薬 (化学療法、ホルモン

製剤、分子標的薬)            （土肥） 

がんの薬物療法を説明でき

る。 

8 

痛みの発生メカニズム、慢性疼痛の概念、発生メカ

ニズムと疼痛制御           （土肥） 

慢性腰痛、線維筋痛症、非定

型パーキンソン病、癌性疼痛

の疼痛緩和法を説明できる。 

9 
神経疾患の病態生理と治療 (統合失調症、躁うつ病、

パーキンソン病、てんかん、認知症)      （土肥）              

神経疾患の治療薬を説明でき

る。       

10 

血液疾患の病態生理と輸血療法、敗血症、ARDS，

発熱性好中球減少症（FN）のマネジメント                   

（土肥） 

輸血療法、ショック時への対

応について説明できる。 

11 
救急疾患の病態生理と治療 急変時に用いられる薬

物                   （土肥） 

一般病棟、病院外施設におけ

る急変対応が説明できる。 

適宜提示 

12 
クリティカルな状態の対象の事例について検討する 

事例の倫理的課題とコンサルテーションを検討 

                              （岩本） 

倫理調整、コンサルテーション

の基本を理解し、クリティカル

ケアの対象事例における展開

の実際を述べることができる。 

適宜提示 

13 

14 
高齢者を対象とした事例について検討する 

事例の倫理的課題とコンサルテーションを検討 

                              （奥田） 

倫理調整、コンサルテーション

の基本を理解し、高齢者看護

の対象事例における展開の実

際を述べることができる。 

適宜提示 

 

15 

16 
課題レポート作成・提出   

教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 
・先駆的医療に対応可能な看護実践能力

育成にむけた医学的知識を習得する。 

・クリティカルケア看護の対象に応じた看

護倫理、コンサルテーションに適切に対

応できる。 

・高齢者看護の対象に応じた看護倫理、

コンサルテーションに適切に対応できる。 

・授業への参加度 40％：すなわちどれだ

け活発に質問したか、積極的に自分の

意見を述べたかを評価する。 

・プレゼンテーション 40％：対象者への

説明をどう組み立て、説得力をつけて提

示できるかを評価する。 

・最終レポート 20％：文章による表現能

力を評価する。 

・予習よりも復習に重点を置き、

講義の内容をできるだけその日

に修得すること。 

・授業中に理解できないことは、

できるだけ現場で質問し、疑問

に思うことは自分の意見を述べる

こと。 

・その上で持ち帰る学習課題を

明らかにすること。 

＊メールによる質疑応答も可能。 



教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ2042 健康科学特論 ２ ３０ 選択 前期 中村瑞子 

ね
ら
い 

 生命現象は生体内のさまざまな物質の化学反応で引き起こされる．「正常（健康）」とは，目に見えない数多の物質と

化学反応によって，ホメオスタシス（生体恒常性）が維持されていることである．「正常（健康）」から「異常（病気）」へ変

化するとき，どの物質がどの代謝経路の化学反応にどのような影響を与えるのか，生化学的な視点から論じていく． 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 内部環境における代謝経路と物質 1 

恒常性を維持するために重要

な役割をはたす物質について

理解する 

生化学，医療分野の

トピックスをプリントし

て配布 

 

2 内部環境における代謝経路と物質 2 

恒常性を維持するために重要

な役割をはたす代謝系につい

て理解する 

3 代謝・栄養疾患 1（糖尿病） 
糖代謝異常と治療について代

謝レベルで理解する 

4 代謝・栄養疾患 2（脂質異常症） 
脂質代謝異常と動脈硬化との

関連を生化学的に理解する 

5 代謝・栄養疾患 3（肥満症・メタボリックシンドローム） 

エネルギー摂取過多による脂

肪蓄積増加のしくみを理解す

る 

6 代謝・栄養疾患 4（高尿酸血症・痛風） 

核酸代謝異常が高尿酸血症・

痛風を引き起こすしくみを理解

する 

7 代謝・栄養疾患 5（高カルシウム血症・骨粗鬆症他） 

一部の代謝異常によっておこ

る無機物代謝障害について理

解する 

8 代謝・栄養疾患 6（ビリルビン代謝障害） 

ヘモグロビンの異常がもたらす

肝臓でのビリルビン代謝障害

について理解する 

9 代謝・栄養疾患 7（ビタミン欠乏症・過剰症） 

ビタミンの補酵素としての働

きから欠乏症・過剰症を理解

する 

10 細胞のシグナル伝達 1（伝達物質と受容体） 

代謝・内分泌が外部刺激や他

の細胞からのシグナル伝達に

よっておこるしくみを理解する 

11 細胞のシグナル伝達 2（ホルモン） 

内分泌の生化学的基盤を理

解し，ホルモンの異常による

疾患のしくみを理解する 

12 がん 1（がん細胞の特徴）              

がん化した細胞が生体機能の

維持に必要な組織を機能不全

にするしくみを理解する 

13 がん 2（細胞周期とがん） 

細胞周期とがん化の関係，が

ん遺伝子，がん抑制遺伝子の

発現のしくみを理解する 

14 がん 3（薬物療法） 

抗悪性腫瘍薬（抗がん剤）が

細胞増殖のシグナル伝達に作

用するしくみを理解する 

15 まとめ：自分が考える生命健康科学 
日本語で論理立てて記述する 

16 レポート提出 
 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 

生体が「正常（健康）」な状態から

「異常（病気）」な状態へ変化する

際，生体内ではどのような反応が生

じているのか, それぞれの症状に

ついて生化学的な視点で論じること

ができる． 

レポート 折々のトピックスを加えながら双方向で

授業を展開する． 

 



 

教科目№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

x2001 看護基礎教育特論 2 30 選択 前期 佐々木秀美 

ね
ら
い 

看護教育制度及び看護教育課程は実践する看護師の質に影響を与える問題である。現行看護教育制度

における看護教育について広範に教授し、多様化する価値観、多様化する教育方法、多様化する教授法

など看護界では様々な問題がある。看護専門学校、看護系短期大学、看護系大学における看護基礎教育

を概観し、今後の看護基礎教育の具体的方向性と課題が明確化できるよう教授する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 
授業概要の説明 

学生個々に内在する教育上の課題発見 

看護基礎教育上の課題と自身が有

する課題との論点を抽出できる。 

佐々木秀美著『歴

史に見る我が国

の看護教育』 

 
看護教育に関す

る自研究、その他

必要文献は都度

提示する。 

2 １．看護基礎教育制度の歴史的変遷と、

教育制度に影響を与えた医療・看護等の

社会的背景 

教育基本法・学校教育法・保健婦

助産婦看護婦法を概観し、現行看

護教育制度について理解できる。 
3 

4 
２．看護基礎教育における教育カリキュラ

ムの改正とそれに影響を与えた要因（科

学としての看護学のパラダイムと看護学教

育の教員資質及びマンパワー） 

看護基礎教育制度化におけるカリ

キュラムの内容から看護学について

論じることができる。 
5 

6 

３.看護教育の歴史検証（看護教育創設期

のナイチンゲールの教育構想と教育方

法） 

看護教育草創期のナイチンゲール

の看護教育思想に触れ、自身の看

護観ついて考えることができる。 

7 

４．看護学の構築と看護実践教育の問題 

看護学における看護実践の問題と

看護が科学であるとの問いに対して

応えうるエビデンスについて考える

ことができる。 
8 

9 
５．看護学基礎教育における実習の位置

づけとその展開論の課題 

看護学基礎教育における実習の位

置づけとその展開論について論じ

ることができる。 10 

11 
６．看護基礎教育と継続教育の関連 

大学院教育（CNS）含む） 

看護教育における継続教育として

の大学院教育と実践的課題につい

て論じることができる。 12 

13 
７．看護における教育とその評価 

教育評価と看護教育目標との関連

について考えることができる。 14 

15 
まとめ 看護基礎教育全般（専門学校・大

学教育） 

 授業全般を通してこれからの看護

教育について論じることができる。 

16 評価 課題レポートによる 
与えられた課題についての報告書

の作成と提出 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 

現行教育制度下における看護

専門学校、看護系短期大学、

看護系大学における看護基礎

教育を概観し、今後の看護基

礎教育の具体的方向性と課題

を考察することができる。 

 

学則に準じ、課題レポート内容を

評価し、単位認定する。 

提出された課題レポートについて

は都度、feedbackする。 

 

相互意見交換、ディスカッション、講

義、プレゼンテーション、探求、課題

報告等多彩な教育方法を取る。 



 

教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ2002 看護基礎教育方法論特論 ２ ３０ 選択 後期 
佐々木秀美・石川孝則・ 

前信由美 

ね
ら
い 

看護基礎教育方法について、高等教育、技術教育、看護実践という視座から、看護基礎教育方

法の現状・問題点を洗い、これからの日本で求められる看護基礎教育の在り方や方法についてディ

スカッションを交えて、自分なりの考え・意見が持てるよう教授する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 看護基礎教育における高等教育化（佐々木） 
  

 看護基礎教育が大学化を

図る中で、高等教育としての

看護基礎教育の在り方や教育

方法について理解を深める。 

 高等教育としての看護基礎

教育方法について、自分自身

の意見を持つことができる。 

 

 

＊教科書の指定は

ないが、必要時、

看護基礎教育方法

に関する文献や、

文部科学省・厚生

労働省の検討会報

告書や様々な参考

資料を活用する。 

 

2 
高等教育としての看護基礎教育方法１（演繹的教育

法）．（佐々木） 

3 
高等教育としての看護基礎教育方法２（看護実習）．

（佐々木） 

4 
高等教育としての看護基礎教育方法３（帰納的教育

法）．（佐々木） 

5 まとめ 

6 看護基礎教育における技術教育（前信） 
 

看護基礎教育の在り方や教育

方法について特に演習や実習

について参加型学習を行い、

自身の教育・研究におい適用

可能かどうか検討することがで

きる。 

7 演習①看護基礎教育方法１．（前信） 

8 演習②看護基礎教育方法２．（前信） 

9 演習③看護基礎教育方法３．（前信） 

10 まとめ（前信） 

11 看護基礎教育と看護実践（石川） 
 

 看護技術における演習や実

習指導体験を経て、Profession

を目指した看護基礎教育方法

について、自分の考えを持つ

ことができる。 

12 実習①看護基礎教育方法と看護専門職性１．（石川） 

13 実習②看護基礎教育方法と看護専門職性２．（石川） 

14 実習③看護基礎教育方法と看護専門職性３．（石川） 

15 まとめ（石川） 

16 課題レポート提出 

授業で関心を強めた点に関し

て、自己の考えをまとめて提

出する。 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 
日本で求められる看護基礎教育方

法について、高等教育、技術教育、

看護実践の視座から、看護専門職

性について自分自身の考えを深め

意見を持つことができる。 

 

授業参加態度及びレポート 

提出された課題レポートについては

都度、feedbackする。 

講義形式ではない。 

演習・実習において提示した資料・文

献や自分で探した文献を事前に読ん

できてもらったうえで、ディスカッション

（討論）し、自分の考えを広め深める。 



 

教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

x2003 適応看護理論特論 2 30 選択 後期 佐々木秀美・前信由美 

ね
ら
い 

ロイ適応看護理論における身体内外からの刺激と対処行動から、対象に生じた現象を適応・代償・障害の側面からア

セスメントできるよう教授し、看護実践において患者のニードに即して適応看護モデル理論を応用できる基礎的能力

が得られるようにする。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 ロイ適応モデルの概要            （佐々木） 
ロイ適応看護モデルの概要に

ついて理解できる。 

① ロイ著「ザ・ロイ

適応看護モデ

ル」医学書院 

② 人体構造機能

学 

③ フィジカルアセ

スメントガイド

ブック（本学作

成） 

 

その他必要な文献

を適宜提示する。 

2 適応システムとしての人間 

適応システムとしての人間を自

己の行動から考えることができ

る。 

3 刺激・反応・適応レベル 
刺激に対する人間の反応につ

いて理解できる。 

4 対処規制と適応様式 
対処規制と適応について説明

できる。 

5 健康と看護の目標 

自身の目標が設定でき、ロイ

適応看護モデルにおける看護

の目標と併せて考えることがで

きる。 

6 
適応様式の理解 

  生理的様式 

生理的様式・自己概念・相互

依存様式・役割機能様式につ

いて理解できる。 

7 自己概念様式 
自己概念の様式とその構成要

素について理解できる。 

8 役割様式 
役割様式について説明でき

る。 

9 相互依存様式 
相互依存様式について説明で

きる。 

10 ロイ適応看護モデルと看護過程   （前信） 

適応看護モデルにおける６つ

の看護過程について説明でき

る。 

11 
事例に即して 

     行動・刺激のアセスメント （前信） 

３つの刺激の定義と違いが説

明でき、行動から原因と結果の

関係が説明できる。 

12 看護診断と健康問題関連図 （前信） 

適応行動か・非効果的応答か

が判断でき、看護診断プロセ

スが理解できる。          

13 看護目標の設定        （前信） 
看護目標設定に関する基本的

な理解ができる。 

14 看護介入・評価          （前信） 
看護介入と評価についての基

本的理解ができる。 

15 まとめ                  （佐々木・前信） 

看護実践におけるロイ適応看

護モデル活用について討論で

きる。 

16 課題レポート 

ロイ適応看護モデルと看護過

程について与えられた課題に

即した報告書を期限内に提出

できる。 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 
ロイ適応看護モデルの理論枠組み

が理解でき、看護展開に応用できる

ための基礎的知識が身につく。 

学則に準じ、課題レポート内容を評

価し、単位認定する。 

提出された課題レポートについては

都度、feedbackする。 

講義、課題学習、演習、プレゼンテー

ション、探求等多彩 



 

教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ2008 看護援助技術論 ２ ３０ 選択 前期 
石川孝則・田村和恵 

前信由美 

ね
ら
い 

看護の対象者に適した看護援助技術の提供を実践するために必要な、技術を探求する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 

オリエンテーション（シラバス・書籍の紹介） 

教育方法論について探求していく看護援助技術

項目と視点についての検討。（石川・田村・前信） 

授業概要とねらい、および進

め方について知る。 

・資料についてはそ

の都度配布する． 

2 

広範な看護援助技術論を、技術施行対象者に

合わせてどう提供するか、リフレクティブシンキン

グ・シミュレーション教育方法を用いた援助技術

方法構築について、探求する看護技術項目と視

点を決定する。（石川・田村・前信） 

臨地における実践と教育機関

における教育の一致性を目指

し、対象者に合わせた看護援

助技術指導案の技術項目と視

点が確定する。 

3 
看護基礎教育における基礎看護援助技術① 

（日常生活援助技術教授における教材観） （石川） 

日常生活援助技術教授にお

ける教材観が考察できる。 

4 
看護基礎教育における基礎看護援助技術② 

（日常生活援助技術教授における学習者観） （石川） 

日常生活援助技術教授にお

ける学習者観が考察できる。 

5 
看護基礎教育における基礎看護援助技術③ 

（日常生活援助技術教授における指導観） （石川） 

日常生活援助技術教授にお

ける指導観が考察できる。 

6 
看護基礎教育における基礎看護援助技術④ 

（日常生活援助技術教授における単元考察） （石川） 

単元考察を踏まえて、日常生

活援助技術を教授していく方

向性が明確化できる。 

7 
疾患を持つ患者への臨床看護援助技術① 

（治療援助技術教授における教材観） （田村・前信） 

治療的援助技術教授における

教材観が考察できる。 

8 
疾患を持つ患者への臨床看護援助技術② 

（治療援助技術教授における学習者観）（田村・前信） 

治療援助技術教授における学

習者観が考察できる。 

9 
疾患を持つ患者への臨床看護援助技術③ 

（治療援助技術教授における指導観） （田村・前信） 

治療援助技術教授における指

導観が考察できる。 

10 
疾患を持つ患者への臨床看護援助技術④ 

（治療援助技術教授における単元考察）（田村・前信） 

単元考察を踏まえて、治療的

援助技術を教授していく方向

性が明確化できる。 

11 

実践と教育機関における教育の一致性  

（石川・田村・前信） 

実践と教育機関における教育

の一致性を目指した援助技術

の指導の考察ができる。 

12 

プレゼンテーション・全体討議 

（単元考察） （石川・田村・前信） 

具体的な援助技術をプレゼン

テーションし検討することがで

きる． 

13 
プレゼンテーション・全体討議  （石川・田村・前信） 

（日常生活援助技術の指導計画） 

日常生活援助技術とその教授

方法について探求できる。 

14 
プレゼンテーション・全体討議  （田村・前信・石川） 

（治療援助技術の指導計画） 

治療生活援助技術とその教授

方法について探求できる。 

15 
プレゼンテーション・全体討議  （前信・石川・田村） 

（看護援助技術とその教授における探求） 

看護援助技術とその教授法に

ついて探求できる。 

16 
まとめ （石川・田村・前信） 看護の対象者に適した看護援

助技術の提供を実践するため

に必要な技術が探求できる。 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 
看護の対象者に適した看護技術の

提供を実践するために必要な、技

術を探求し、考察することができる． 

・授業態度 

・プレゼンテーションの内容 

・課題内容 

・看護実践に必要な理論と看護技術

の復習をしておく． 



教科目

№ 
教科目名 単位数 時間数 

必修・ 

選択

別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ2043 看護実習教育特論 ２ ３０ 選択 後期 
田村和恵･新川雅子 

出田聡子・加藤重子 

ね
ら
い 

長年の臨地実習指導経験や学外での出前講座によるコーチング活用術について研究科生と実習指導に関

する論議を行う。具体的には、学生の行動の傾向、自己表現の特徴、目標の明確化や動機付けについて過去

と現在を比較し論議していく。それらの論議から得られた内容について看護学実習の実習内容、実習方法、学

内、学外演習方法の教育についての検討から問題点と課題を論及していく。実際の基礎・成人および老年看

護学実習の体験と学内演習において実習指導のあり方を検討する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 実習指導に必要な教員の資質（田村） 
実習指導に必要な教員の資質につ

いて理解できる。 

・資料につい

てはその都度

配布する． 

2 

実習指導におけるコーチング（新川） 

（実習指導のパラダイム展開とコーチング） 

学生の実習指導に必要と考えるコー

チング法を取り入れ、実習指導のパ

ラダイムを展開し、さまざまな問題を

抱える学生についてのコーチング法

のあり方を研究科生の経験等もふま

えて受講生全員で討論する。 

3 
基礎看護学実習での臨地実習体験と学生指導 

（単元考察）（新川・出田） 

基礎看護学実習展開に向けて自ら

実習指導案を作成し、実習指導計画

に沿った内容の展開、実習終了後に

リフレクティブシンキングできる。 

臨地実習における目標達成及び学

生の技術的援助の実際の応用と臨

地における教員の役割が説明でき

る。 

4 
基礎看護学実習での臨地実習体験と学生指導 

（実習指導計画の作成）（新川・出田） 

5 
基礎看護学実習での臨地実習体験と学生指導 

（指導における教員役割の明確化）（新川・出田） 

6 
リフレクティブシンキングでの学びの共有化 

その１（基礎看護学実習）（新川・出田） 

7 
老年看護学実習での臨地実習体験と学生指導

（単元考察）（加藤） 

老年看護学実習展開に向けて自ら

実習指導案を作成し、実習指導計画

に沿った内容の展開、実習終了後に

リフレクティブシンキングできる。 

臨地実習における目標達成及び学

生の技術的援助の実際の応用と臨

地における教員の役割が説明でき

る。 

8 
老年看護学実習での臨地実習体験と学生指導

（実習指導計画の作成）（加藤） 

9 
老年看護学実習での臨地実習体験と学生指導

（指導における教員の役割）（加藤） 

10 
リフレクティブシンキングでの学びの共有化 

その２（老年看護学実習）（加藤） 

11 
成人看護学実習での臨地実習体験と学生との双

方向学習（単元考察）（田村） 

成人看護学実習に向けて自ら実習

指導案を作成し、実習指導計画に

沿った内容の展開、実習終了後にリ

フレクティブシンキングできる。 

臨地実習における目標達成及び学

生の技術的援助の実際の応用と臨

地における教員の役割が説明でき

る。 

12 
成人看護学実習での臨地実習体験と学生との双

方向学習（実習指導計画の作成）（田村） 

13 
成人看護学実習での臨地実習体験と学生との双

方向学習（指導における教員の役割）（田村） 

14 
リフレクティブシンキングでの学びの共有化 

その３（成人看護学実習）（田村） 

15 まとめ（加藤･田村・新川・出田） 

実際に体験した実習指導を基に研

究科生で討論し問題点と課題を洗い

出し論及する。 

16 レポート提出  

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 

実習指導において、学生の

行動の傾向、自己表現の特徴、

目標の明確化や動機付けにつ

いて過去と現在を比較し論議で

きる。 

・授業態度 

・プレゼンテーションの内容 

・課題内容 

・臨地実習指導に必要な理論と看護技術の

復習をしておく． 

 



 

教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ2071 精神看護基礎教育特論 ２ 30 選択 前期 
佐藤敦子・佐々木秀美 

浅香真由巳・大塚文 

ね
ら
い 

精神障害者と身体的疾患を併発した患者等に関して、症状改善のための医学的治療法、患者の QOL を目指した

全人的関わり、さらにリハビリテーション・社会的適応促進のための保健医療福祉チームの組織活動について論及

し、その支援施策について教授・研究する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 
精神を病むということと精神医療の特性と看護

（佐藤） 

精神医療についての基本

的理解ができ、看護のあり

方が理解できる。 

精神看護スペ

シャリストに必要

な理論と技法 

 

日本専門看護師

協議会 監修 宇

佐美しおり・野末

聖香 編集  
日本看護協会出版

会 

 

 

 

精神疾病治療論 

配布プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中井他『看護のため

の精神医学』医学書

院 

 

 

 

 

精神保健医療白書 

2 看護師—患者関係の基本的理解（佐藤） 

看護場面における看護師—

患者関係について基本的

理解ができる。 

3 精神看護における全人的ケア（佐藤） 
精神看護におけるケアの本

質が理解できる。 

4 精神科医療における治療法 
精神分析と精神療法 

薬物療法             （佐藤） 

精神科医療における主とな

る治療法が理解できる。 

5 

6 
精神科領域における主な疾病と症状 

1. 統合失調症とその経過 

2. 躁鬱病 

3. 神経症 

4. 人格障害 

5. 薬物・アルコール依存症   （浅香） 

精神障害と身体的疾患を

併発する患者の治療法の

概要について理解できる。 
7 

8 

9 
精神障害者が示す症状（行動・現象）の観察と

方法                （浅香） 

精神障がい者が示す行動

(現象）の観察と方法が理解

できる。 

10 
わが国の精神医療の萌芽と歴史的展開（佐々木） わが国の精神医療の歴史的展

開について理解し、看護のあり

方について論述できる。 

11 

12 

精神科領域における法と人権（佐々木） 精神科領域における法と人権

についての課題が検討でき

る。 

13 
精神保健福祉政策の基本的理解（大塚） 精神保健福祉政策の基本

的理解ができる。 

14 
精神障害者の社会的適応促進のための支援

（大塚） 

精神障害患者の社会的適応

促進のための支援について考

えることができる。 

15 
精神障害者地域ネットワーク支援と看護援助 

（佐藤） 
 

16 レポート課題提示  

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 
精神障害者と身体的疾患を併発

した患者等に関して、症状改善

のための医学的治療法、患者の

QOLを目指した全人的関わり、さ

らにリハビリテーション・社会的適

応促進のための保健医療福祉

チームの組織活動について論及

し、その支援施策について理解

できる。 

学則に準じた評価 

評価；提出されたレポート及び課

題探究・発表内容などから総合

的に評価する。 

講義・参加観察・課題探求 

ディスカッション等 

発表会 



 

教科目№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

x2072 精神看護基礎教育特別演習 ２ 30 選択 前期 
佐藤敦子・浅香真由巳 

  佐々木秀美 

ね
ら
い 

精神障害者と身体的疾患を併発した患者等に関して、症状改善のための施設と、施設における医学的治療及び看護

の実際に触れ、患者のQOLを目指した全人的関わり、さらにリハビリテーション・社会的適応促進のための保健医療福

祉チームの組織活動について探究し、検討できるよう教授・研究する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 
精神障害者が示す行動(現象）の観察及び分

析（佐藤） 

観察された行動の現象学的・解

釈学的分析法について理解で

きる。 

中井他『看護のため

の精神医学』医学

書院 

2 
精神障害患者の社会的適応促進のための支

援（佐藤） 

精神障害患者の社会的適応促進

のための支援について考えることが

できる。 

3 
入院あるいは通所患者の精神障害の特徴患

者の治療法についての概要説明（浅香） 

精神障害と身体的疾患を併発

する患者の治療法の概要につ

いて理解できる。 

4 
精神障害者と身体的疾患を併発した患者等に関

して、症状改善のための施設と、施設における医

学的治療及び看護の実際を参加観察（佐藤・浅

香） 

参加観察法によって得られたデー

タのフィールドノート・パーソナル

ノートが作成できる。 

田中他『精神障害

者の地域支援ネット

ワークと『看護援助』 

5 

6 

7 精神障害患者（薬物・アルコール・社会復帰・統

合）失調・抑うつ・自殺願望・自傷行為・人格障害

他） 

の QOL を目指した全人的関わり、さらにリハ精神

看護領域におけるリテーション・社会的適応促進

のための保健医療福祉チームの組織活動につい

ての探究 

精神医療領域に関する探究(課題学習） 

（佐々木・佐藤・浅香） 

 

参加観察法によって得られたデー

タと左記課題から、精神科医療にお

ける看護についての論述ができる。 

8 

9 

10 

11 

12 課題発表会・ディスカッション 

（佐藤・浅香・佐々木） 

 

自己の課題学習に沿ってその成果

が発表できる。 
13 

14 

自己課題に向けて発表後の再探究と報告書の作

成と報告（佐藤・浅香・佐々木） 

 

精神障害患者のQOLを目指した全

人的関わり、さらにリハビリテーショ

ン・社会的適応促進のための保健

医療福祉チームの組織活動及びそ

の支援施策について理解できる。 

15 

16 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 

精神障害者と身体的疾患を併発

した患者等に関して、症状改善

のための医学的治療法及び看

護、患者の QOL を目指した全人

的関わり、さらにリハビリテーショ

ン・社会的適応促進のための保

健医療福祉チームの組織活動、

その支援施策について実践的に

探究し、理解が深まる。 

学則に準じた評価 

評価；提出されたレポート及び

課題探究・発表内容などから

総合的に評価する。 

講義、演習、プレゼンテーション、探

求等多彩。なお、探求できた事柄を

論文化し、関連学会に発表できれば

なお良い。 



 

教科

目№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

 小児・青年期発達心理特論 2 30 選択 前期 
岡本陽子・堀井順平 

八島美菜子 

ね
ら
い 

先行研究結果をもとに、小児・青年期の発達について発達の原理にもとづく特徴を理解する。 

定型発達を踏まえた発達期の障がい理解や慢性疾患が発達や心理的健康に及ぼす影響について理解を深める。 

また、小児・青年期の発達特徴に基づいた支援のあり方や家族を含めた支援のあり方についても検討する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 発達心理学のなりたちと研究法（八島） 

発達心理学のなりたちと研究

方法の基礎にについて理解す

ることができる。 

 

適宜資料を配付 

 

参考図書 

適宜紹介 2 発達の原理と生涯発達の視点（八島） 

生涯発達の視点にたち、発達

の連続性と適時性についての

理解を深める 

3 

乳児期の発達（八島） 

新生児期を含めた乳児期の脳

の発達にもとづく、社会性、

運動、認知の発達の相互性に

ついて理解を深める 4 

5 

幼児期の発達（八島） 

幼児期の社会性、運動、認知

の発達の特徴と発達課題につ

いて理解を深める 

6 

7 

学童期の発達（岡本） 

学童期の発達の特徴を認知と

社会性の発達を中心に理解す

ることができる。 

8 

9 

思春期・青年期の発達（岡本） 

思春期・青年期の発達特徴と

発達課題について、生物学

的・社会的・心理的視点から

理解することができる。 10 

11 

病気と障がいの理解（岡本） 

成長期における慢性疾患によ

る発達への影響や発達障がい

を中心とした障がいへの理解

を深める 12 

13 

発達の特徴理解に基づいた支援のあり方（八島） 

発達状況や周辺環境など、子

どもの現状と発達段階を踏ま

えた、子どもやその家族への

支援について理解を深める。 14 

15 まとめ（岡本・八島） 

小児・青年期の発達特徴に基

づいた支援のあり方や家族を

含めた支援のあり方について

述べることができる。 

16 レポート提出 
 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 
支援者として対象者の実態を踏ま

えたアセスメントや支援を行えるよ

う、小児・青年期の発達特徴につい

ての理解を深める。 

定型発達を踏まえた、障がい理解

や支援について検討することができ

る。 

講義・演習等への参加姿勢、講義中

に出す課題への取り組み状況、最終

的なレポート課題の内容等を含めた

総合評価 

参考図書など関連書籍による自己学

習と授業時に配布する資料による復

習を行い、身近な関連トピックスにも目

を向けて見聞を広げる。 



 

教科目

№ 
教科目名 単位数 時間数 

必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ2012 母子看護基礎教育方法論特論 ２ ３０ 選択 後期 
山内京子・進藤美樹 

出田聡子 

ね
ら
い 

母性看護学・小児看護学を看護基礎教育課程の中で、教授する方法論について、今日の母子を取り巻く環境の変化

や子育て・親育て支援体制強化を視点に入れながら、各自の関心領域、今日的課題、関連諸科学と関連づけて、具

体的・実践的方策について探求する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 
 

小児看護領域における倫理的問題の教授法 

小児看護学領域における倫理

の重要性とその位置づけを理

解した上での教授法の習得 

必要文献は都度提

示する。 

各講義時に資料等

配布する。 

2 

3 
 

 

「遊び」援助法について講義・演習及び実習（実践）の

統合 

小児発達特性・健康特性の統合理解と実習での応用 

「遊び」援助法に必要な教授

法の習得 

小児の特性を理解した教授法

の習得 

4 

5 

6 

7  

小児ふれあい体験を通しての小児発達理解への効果 

小児ふれあい体験の実践によ

る小児発達理解への教授法の

習得 
8 

9  

母性看護学の援助技術法としてのシミュレーション教

育 

母性看護学教育の特殊性を理

解し、今日の学習環境の変化

を考慮した教授法を習得、連

携実習等とのユニフィケーショ

ンを構築することができる。 

10 

11  

母性看護学の教育内容・方法の構築と評価 12 

13  

教育機関と実習病院とのユニフィケーションの形成 14 

15 
総括（まとめ・発表） feed back 本教科目の学習過程を通して

の学びの成果を効果的に発表

し、今後の課題・方向性を探求

することができる。 

16 

総括（まとめ・発表） feed back 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 

小児看護学・母性看護学の看護基礎

教育の課程の中での位置づけを理解し

た上で、実践的でより効果的な教育方

法を展開するための基礎力を修得す

る。 

講義・演習への出席状況及び、中

間発表・最終発表への準備状況、

発表内容等の総合評価 

小児看護・母性看護領域の実践・教

育・研究の基礎となる知識・技術を

修得するために講義で配布される

文献・資料等を熟読し、学生間及び

教員と日常的に討議することで考

察・クリティークする能力を高めてい

きましょう。 



 

教科目

№ 
教科目名 単位数 時間数 

必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ2013 母子看護基礎教育方法特別演習 ２ ３０ 選択 後期 
山内京子・進藤美樹 

出田聡子 

ね
ら
い 

母性看護学・小児看護学の教育カリキュラムの中での位置づけ、講義展開・演習計画・臨地実習の展開方法等につ

いて、教育活動・実践活動を通して修学し、探求的姿勢と実践的能力を養う。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1  

 

 

母子看護基礎教育方法特論での学びを軸に、具体的に

学内・学外演習、実習等を展開する（詳細は別途提示す

る）。主に母性看護学領域における演習を展開する。 

 

 

 

母性看護学領域における看護基

礎教育方法の理論と実際に必要

な教育手法を習得し、実践展開

できる。 

必要文献は都

度提示する。 

各講義時に資

料等配布する。 

2 

3 

4 

5 

6 

7 
中間報告 

まとめ 

 

8  

 

母子看護基礎教育方法特論での学びを軸に、具体的に

学内・学外演習、実習等を展開する（詳細は別途提示す

る）。主に小児看護学領域における演習を展開する。 

 

 

小児看護学領域における看護基

礎教育方法の理論と実際に必要

な教育手法を習得し、実践展開

できる。 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 
総括 

発表・報告 feed back 

本教科目における学習成果を効

果的手法を用いてプレゼンテー

ションできる。今後の課題・方向

性を探求し、提示できる。 
16 

総括 

発表・報告 feed back 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 

母子看護基礎教育に関する総合的

な知見と専門的な実践能力及び関係

職種との連携・協同・調整能力を修得

する。特に倫理的配慮への対応も含

めての関係調整能力を養う。 

 

講義・演習への出席状況及び、

中間発表・最終発表会への準備

状況、発表内容等の総合評価 

母と子の成長・発達に関する理念、概

念、関連領域の知識及び研究知見を基

に看護基礎教育方法の手法を習得する

ために学生間及び教員、臨床スタッフと

積極的に交流をはかり形式知以外のス

キルも身につけましょう。 



 

教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ2016 看護管理特論Ⅰ（人的資源管理） ２ ３０ 選択 後期 山内京子 

ね
ら
い 

看護職のキャリア形成を支援するために，看護組織における理念・目標を理解し，組織と個人の関係の有機的な支援

活動について概念・技術・方法論を探求していきます。一人の看護職として，誰かを，組織を，よりよく機能させるシス

テム開発に向けての提言を目指す。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 
 

 

人的資源管理              （山内京子） 

 

看護生涯教育の実際について

概観することができる。看護職

に必要な生涯教育の実際を整

理・分析し，今後の課題，方向

性を独自の視点で提言でき

る。 

特に指定しない。 

各講義時に資料等

配布する。 

2 

3 
 

 

キャリア形成とキャリアマネジメント  （山内京子） 
4 

5 
 

 

アサ―ティブネスとコーチング    （山内京子） 
6 

7 
 

 

人的資源管理 

目標管理・労務管理          （山内京子） 
8 

9 

10 
 

 

現任教育（施設内・外教育）     （山内京子） 

11 

12 
 

人間関係論（ストレスマネジメント・タイムマネジメント） 

                      （山内京子） 
13 

14 
 

発表 

まとめ                  （山内京子） 

                     

本教科目での学習成果を効果

的に発表することができる。今

後の課題，方向性について提

言できる。 15 

16 

総括 

試験・レポート             （山内京子） 

                      

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 
看護職のキャリア形成を支援するための

様々な仕組みについて理解し，人的資源

管理の視点から各自が独自のシステムづ

くりの提案ができる。 

院生各自の関心領域・重要課題を中心

に，質疑の議論を重ね，自己の研究課題

の明確化がはかれる。 

講義・演習等への出席状況及び参

加状況，事前準備状況，発表内

容，態度・姿勢等を含めた総合評

価 

講義・演習及びゼミ形式（院生自

身のプレゼンテーション能力開

発）を通して，組織活動の基本とな

る実践的技術を修得しましょう。 

講義内容・スケジュール等につい

ては院生の希望等で調整可能。 



 

教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ2016 看護管理特論Ⅱ（組織マネジメント） ２ ３０ 選択必修 後期 山内京子・佐々木秀美 

ね
ら
い 

看護職としての職業アイデンティティ形成，キャリア構築に必要な知識・技術・方法等の実践的能力を育成する。 

職業特性を理解し，組織で働く組織人としての人的資源管理能力の基盤となる実践的基礎技術を修得する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 
 

キャリア理論と制度 

職業選択と動機 

                     （佐々木秀美） 

看護職としての職業アイデン

ティティ，キャリア構築，メンタリ

ング，コーチング等の実際につ

いて概説することができる。 

特に指定しない。 

各講義時に資料等

配布する。 

2 

3 
 

組織社会化 

組織コミットメント 

                     （山内京子） 4 

5 
 

仕事への動機づけ 

職務満足 

                     （山内京子） 
6 

7 
 

 

メンタリング 

コーチング 

 

                     （山内京子） 

8 

9 

10 
 

 

ジェンダー化する組織 

職業性ストレス 

キャリアカウンセリング 

 

                     （山内京子） 

11 

12 

13 

14 
 

まとめ 

発表                  （山内京子） 

                     （佐々木秀美）  

本教科目での学習成果を効果

的に発表することができる。今

後の課題，方向性について提

言できる。 15 

16 

総括 

試験・レポート     

  

 （山内京子・佐々木秀美） 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 
看護職のキャリア形成支援について，

関連領域の諸理論と概念，技術・方法

を理解し，その実際について，具体的

事例・現象等を提示しながら，各自で

分析・考察し，その実践面での改善案・

提言等ができる。 

講義・演習への出席状況及び，中

間発表・最終発表会への準備状

況，発表内容等の総合評価 

講義・演習及びゼミ形式（院生自

身のプレゼンテーション能力開

発）を通して，組織活動の基本とな

る実践的技術を修得しましょう。 

講義内容・スケジュール等につい

ては院生の希望等で調整可能。 



 

教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ2030 看護管理特別演習Ⅰ ２ ３０ 選択 後期 山内京子 

ね
ら
い 

質の高い看護ケアの効果的な提供を保証するために，組織行動論の視点でマネジメントの実際，リーダーシップ論の

展開，組織内における調整能力，人的資源管理の実際，能力開発のシステムづくり等々について，理論をふまえた上

で，学内演習を実施，その後，臨床現場に出向くことでより実践的な能力育成を目指す。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 
 

看護管理総説 

                        （山内京子）   

看護管理の概要について，理

論的根拠をおさえながら理解

できる。 

特に指定しない。 

各講義時に資料等

配布する。 
2 

3 

 

看護管理学とは（マネジメント論） 

                        （山内京子） 

4 
 

意思決定と問題解決           （山内京子） 

5 
 

看護管理の実際（演習と実習）     （山内京子） 

6 
 

 

看護部の機能と業務改善の実際 

                        （山内京子） 

臨床における看護管実際を理

解する。 

7 

8 
 

 

現任教育の実際（病院・施設実習） 

                        （山内京子） 

現任教育の展開を，連携病院

と協同参画して運営，評価す

ることができる。 

9 

10 
 

 

現任教育の実習（病院・施設実習） 

 

                        （山内京子） 

現任教育の展開を，連携専門

機能病院等と協同参画して運

営，評価することができる。 

11 

12 

13 
 

医療管理手法（医療安全管理）    （山内京子） 

医療管理手法の実際につい

て，その根拠をもって理解する

ことができる。 

14 
 

医療管理手法（疾病管理）       （山内京子） 

15 
 

 

総括（レポート・発表等） 

                        （山内京子） 

本教科目の学習成果として，

理論・実践・評価の過程を，効

果的にプレゼンテーションでき

る。今後の課題を導きだすこと

ができる。 
16 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 
看護管理の概要を理解し，理論的根拠に

基づきながら，医療・看護の質保証，信頼

関構築，療養環境調整，安全保障等のた

めの看護管理の実践的あり方に必要な能

力を修得する。 

講義・演習・実習への出席状況及

び参加状況，発表内容・準備状況

等を含めての総合評価 

看護管理に必要な知識と技術，そ

の手法を身につけるために，平素

より問題・課題意識を持って，情報

収集のためのアンテナをはってい

て欲しい。実習科目なので，院生

及び教員，臨床スタッフ間での

ディスカッション等を重視する。 



 

教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ2031 看護管理特別演習Ⅱ ２ ３０ 選択 後期 山内京子・佐々木秀美 

ね
ら
い 

質の高い看護ケアの効果的な提供を保証するために，組織行動論の視点でマネジメントの実際，リーダーシップ論の

展開，組織内における調整能力，人的資源管理の実際，能力開発のシステムづくり等々について，理論をふまえた上

で，学内演習を実施，その後，臨床現場に出向くことでより実践的な能力育成を目指す。臨床看護管理特別実習Ⅱ

での学習成果を基に看護管理の実践面で独自の提言をすることができる。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 
 

組織のあり方とリーダーシップ論 

                       （佐々木秀美） 

看護管理の概要について，理

論的根拠をおさえながら理解

できる。 

特に指定しない。 

各講義時に資料等

配布する。 

2 

3 
 

組織改革とマネジメント 

                       （山内京子） 
4 

5 
 

看護管理の実際（演習と実習）    （山内京子） 

6 
 

組織改革とマネジメント 

                       （山内京子） 

臨床における看護管理の実際

を理解する。 

7 

8 
 

現任教育の実際（病院・施設実習） 

                       （山内京子） 

現任教育の展開を，連携病院

と協同参画して運営，評価す

ることができる。 

9 

10 
 

 

 

 

現任教育の実習（病院・施設実習） 

 

 

                       （山内京子） 

 

現任教育の展開を，連携専門

機能病院等と協同参画して運

営，評価することができる。 

11 

12 

13 

14 

15 
 

 

総括（レポート・発表等） 

                       （山内京子） 

                       （佐々木秀美） 

 

本教科目の学習成果として，

理論・実践・評価の過程を，効

果的にプレゼンテーションでき

る。今後の課題を導きだすこと

ができる。 16 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 
臨床看護管理特別実習Ⅱでの学びを基

に，看護管理の実際について，理論的根

拠をもとに分析・改善の視点を探求でき

る。さらに医療・看護の質保証，信頼関構

築，療養環境調整，安全保障等のための

看護管理について具体的案を提言するこ

とができる。 

講義・演習・実習への出席状況及

び参加状況，発表内容・準備状況

等を含めての総合評価 

看護管理に必要な知識と技術，そ

の手法を身につけるために，平素

より問題・課題意識を持って，情報

収集のためのアンテナをはってい

て欲しい。実習科目なので，院生

及び教員，臨床スタッフ間での

ディスカッション等を重視する。 



 

教科

目№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

 
クリティカルケア看護学特論Ⅰ 

（人間存在） 
２ 30 必修 

１年次 

前期 
佐々木秀美・前信由美 

ね
ら
い 

本講義では人間の内的世界や人間存在の意味、身体をめぐる人間の体験など患者や家族が遭遇する生命・生活に関して

人間学的，哲学的，教育学的なアプローチとそのアプローチを理論的に考察する中で、生命危機状況にある人の看護実践

現場における日常を現実的対応に転回させる思考訓練を成し，看護専門職者の科学性・人間性向上を目指す。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 
人間の生命と存在に関わる尊厳性の問

題（佐々木） 

生命危機状況にある人に対する良質な医療の提

供としての救命活動について論じることができる。 

必要文献はその都

度提示する。 

2 

日本人の心を分析的・解釈学的に行い，

我が国独特の文化的価値観とそれを形

成する思考過程を体験する。      

自研究提示→文献購読→解釈（佐々木） 

提示された文献かを分析的・解釈学的に検討する

ことができる。 

必要文献はその都

度提示する。 

3 
課題論考①生命科学と生命倫理（臓器

移植・安楽死）（佐々木） 

生命科学を生命倫理との関係において論考でき

る。 

必要文献はその都

度提示する。 

4 
課題論考②生命危機状況にある人の生

存権の問題と倫理的課題（佐々木） 

生命危機状況にある人の生存権の問題を法律と

倫理的問題から論考できる。 

必要文献はその都

度提示する。 

5 
課題論考③生命危機状況にある人の生

命を守る看護専門職者の役割（佐々木） 

生命危機状況にある人の生命を守る看護専門職

者の役割について論考できる。 

以下は必携ではな

いが参考図書とし

て提示する。 

メイアロフの『ケアの

本質』 

吉田時彦の『ブー

バ対話論とホリス

ティック教育』 

スマッツの『ホーリズ

ムと進化論』 

6 

看護師の死生観・看護観・教育観論考 

（佐々木） 

救命救急現場における看護専門職者が有するべ

き死生観・看護観・教育観について論じることがで

きる。 

7 
事例②救命救急現場における看護専門

職者の科学性・人間性論考（佐々木） 

救命救急現場における看護専門職者の科学性と

人間性について考えることができる。 

8 
生命危機状況にある人との出会いと対話

（生命維持活動）（佐々木） 

生命危機状況にある人との出会いと対象者への対

話の基本的命題が理解できる。 

9 
呼びかけに応答する意思と対象者の行

動変容（佐々木） 

呼びかけに応答する対象者の意思と行動変容を

促す看護実践について考えることができる。 

10 
生命危機場面で展開される対話的人間

関係形成論（前信） 

生命危機場面で展開される対話的人間関係形成

論から援助のあり方について論じることができる。 

11 
事例①救命救急現場における全人格的

ケアの実践（前信） 

救命救急現場における全人格的ケアとは何かに

ついて考えることができる。 

12 

看護実践におけるケアリング及び holism

（関わり）と命のつながり（佐々木） 

生命危機状況にある人のケアリングにおける

holism（関わり）的関わりについて考えることができ

る。 

ハイデッガー『存在

と時間』 

13 
ケアリングにおける holism（関わり）とホリ

スティックケア（佐々木） 

holism（関わり）とホリスティックケアからケアリングに

ついて考えることができる。 

必要文献はその都

度提示する。 

14 

科学的検証（演繹的・帰納的学習）過程

を生命危機状況にある人の看護を実践

的研究への展開（佐々木） 

科学的検証（演繹的・帰納的学習）過程を生命危

機状況にある人の看護を実践的研究への展開に

ついて理解できる。 

必要文献はその都

度提示する。 

15 
生命危機状況にある人の看護実践にお

ける全人格的対応論考（佐々木） 

生命危機状況にある人の看護実践における全人

格的対応が論考できる。 

必要文献はその都

度提示する。 

16 

生命危機状況にある人の看護実践にお

ける抽出された課題に対す具体的対応

（教育・指導）の記述（佐々木・前信） 

生命危機状況の場に働く看護師が有する死生観・

看護観・教育観について論述でき、報告できる。 

 

教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 
1.生命危機状況にある人の生存権の問題

を法律と倫理的側面から論考でき、生命危

機状況にある人の生命を守る看護専門職

者の役割について考えられる。 

2.人間学的，哲学的，教育学的なアプロー

チの理論的考察と現実的対応から看護専

門職者の看護専門職者の科学性と人間性

について考えることができる。 

3.生命危機状態にある人の看護実践にお

いて全人格的対応をするうえで、対話を通

して自己の内的思考を活発にし，死生観・

看護観・教育観につなげることができる。 

学則の評価基準に準ずる。 

毎回の課題論考での発言、課題に

関連した報告書の提出を持って可と

し，参画状況，学修姿勢等，総合的

に評価する。 

自己の看護観と教育観について

は他者との対話（ディスカッショ

ン） 

自己の研究課題解決に向けて

は文献学的考察 

提示された参考図書は、読んで

おくことが望まれる。自己の内面

洞察と課題発見の過程実践 



 

 

教科

目№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

 
クリティカルケア看護学特論Ⅱ 

（危機とストレス） 
２ 30 必修 

１年次 

前期 
佐々木秀美 

ね
ら
い 

突然の病気や災害は強い衝撃として危機感と同時に個人・家族・地域を襲うとストレスをもたらす。そうした危機とストレス下

に置かれている患者と家族が、危機的な体験から早期に回復するよう働きかけることが看護専門職者には重要である。本論

では特に生命危機状況という衝撃的な体験や持続するストレスなどについて対象者の反応や立ち直りの過程、それを促す

専門的援助について教授する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 

生命危機状況[Crisis]がもたらす精神的危

機とストレス      （佐々木） 

危機という言葉の意味と生命危機状況にある

人の生存に関わる危機的状況がもたらすストレ

スについて理解できる。 

参考図書 

2 

生命危機状況にある人と家族の精神的ス

トレス         （佐々木） 

事例①身体臓器の急激な損傷のある人と

家族のストレス 

事例②ターミナル（臨死） 

事例③緊急手術 

事例④家族看護―対象喪失とグリーフ 

生命危機状況にある人間の反応について事

例から論じることができる。 

『危機介入の理論と

実際』ドナＣ.アギュ

ララ著 

3 

『家族生活とスト

レス』 

石原邦雄編 

4 
危機介入看護モデルの探究① （佐々木） 人と家族の精神的ストレについて危機理論

及び関連する概念から、危機介入モデルに

ついて理解することができる。 

『ストレスの心理学』

ラザルス他 

5 
危機介入看護モデルの探究② （佐々木） その他必要文献は

都度提示する。 

6 

生命危機にある対象や家族に対する危機モ

デルの活用（衝撃～適応のプロセス）      

（佐々木） 

生命危機にある人に対する危機モデル（衝撃

～適応のプロセス）について理解できる。  

Patricia.G.Morton

他 『 Essential 

Critical  Care 

Nursing a Holistic 

Approach』 
7 

生命危機にある人の適応過程と支援         

（佐々木） 

生命危機にある人の適応過程について論じ、

支援のあり方について論じることができる。 

8 
生命危機状況に陥った家族構成員の急激

な変化と対処       （佐々木） 

生命危機状況に陥った家族構成員の急激な

変化と対処について論じることができる。  

事例については都

度提示する。 

9 
生命危機状況にある人と家族機能のアセス

メント 

         （佐々木） 

1.自己概念 2.役割機能 3.家族との相互依

存関係  

生命危機状況にある人と家族機能アセスメント

が自己概念・役割機能・相互依存関係などか

ら論じることができる。 

ロイ『ロイ適応看護

モデル』 

10 

11 

生命危機状況にある人の治療に伴う身体的

拘束に対するストレスと対処 （ 佐々木 ） 

生命危機状況にある人の治療に伴う身体的拘

束からのストレスに対し共感でき、対処方法に

ついて考えることができる。 

その他必要文献は

都度提示する。 

12 

身体的問題からの回復と社会的・精神的スト

レス                 （ 佐々木 ） 

身体的問題からの回復過程におけるストレスに

ついて社会的・精神的側面から論じることがで

きる。 

13 
事例①生命危機状況にある人の危機から

の回復に向けた支援    （佐々木） 

生命危機状況にある人の事例にみる危機と

ストレスそして回復に向けた適切な支援に

ついて考えることができる。 

事例については都

度提示する。 

14 
事例②生命危機状況にある人の精神的危

機からの回復に向けた支援 （佐々木） 

15 
生命危機状況にある患者・家族看護を引き

受ける看護師の責務     （佐々木） 

生命危機状況にある対象や家族の危機とスト

レスについて、今までの授業と文献・参考図書

を含めた看護や看護師の責務について論じる

ことができ、報告できる。 

ロイ『ロイ適応看護

モデル』 

16 
課題レポート 

教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 
1.生命危機状況にある患者の生存の問題と

危機的状況がもたらすストレスについて理

解できる。 

2.人と家族の精神的ストレについて危機

理論及び関連する概念から、危機介入モ

デルについて理解することができる。 

3.生命危機状況という衝撃的な体験や持続

するストレスなどについて患者・家族の反応

や立ち直りの過程について理解し、ストレス

からの回復を促す専門的援助について考

えることができる。 

学則に準じ、レポート内容及びディス

カッションでの発言などから総合的に評

価し、単位認定する。 

・相互情報交換 

・ディスカッション 

・講義 

・探求等 

多彩な学修方法を実践します。 

記載された参考図書のうち一冊

は熟読し、内容を把握しておくこ

と。 



教科

目№ 教科目名 
単位

数 

時間

数 

必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

 
クリティカルケア看護学特論Ⅲ 

（フィジカルアセスメント） 
２ ３０ 必修 

１年次 

前期 

岩本由美・前信由美 

森山美知子 

ね
らい 

クリティカルな状況におけるフィジカルアセスメントは、生存のニーズに必要な身体内の変化を素早くキャッチすることが重要

である。そこで、本講義では表出された現象から集中的・高度な治療を必要とする状況判断ができる為のフィジカルアセスメ

ントに関する知識・技術について教授する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 

導入オリエンテーション（岩本） 

人間の生命維持に必須のニーズ（栄養・酸素・

水・体温）とフィジカルアセスメント   （森山） 

人の基本的ニーズの中で特に生命維持に

必須のニーズについて理解し、ケア優先度

判断に役立てる。 

エレイン N・マリブ

『人体の構造と機

能』 

2 

クリティカルな状況にある患者の Rough Survey

と Head to Toe（観察とフィジカルアセスメント） 

（森山） 

クリティカルな状況にある患者の初期診断

に必要な観察の視点がわかる。 

山勢博彰『院内ト

リアージのための

フィジカルアセス

メント―緊急度判

定に活かす』 

3 

生命危機状況にある人の健康問題解決に必要

な 医 学 的 診 断 過 程 に お け る 基 本 技 術        

（森山） 

生命危機状況にある人の健康問題解決に

必要な医学的診断の基本技術が理解でき

る。 

資料：フィジカルア

セスメントガイドブッ

クーﾛｲ適応看護モ

デルを参考にー 

4 

生命危機状況にある人の健康問題解決に必要

な看護学的診断過程における基本技術       

（森山） 

生命危機状況にある人の健康問題解決に

必要な看護診断過程における基本的知

識・技術が理解できる。 

カルペニート『看護

診断』 

5 

患者の現象観察と検査ゲータ（血液・血清・生化

学 ） か ら の フ ィ ジ カ ル ア セ ス メ ス メ ン ト        

（森山） 

患者の現象観察と検査データ・生理学的

データから総合的なフィジカルアセスメント

ができる。 

必要文献はその都

度提示する。 

6 
患者の現象観察と呼吸・循環動態把握とフィジ

カルアセスメント）  （岩本） 

必要文献はその都

度提示する。 

7 
事例に基づく生命危機状態にある人のフィジカ

ルアセスメント（シミュレーション学習）  

（前信・岩本） 

１． 全身と外観のアセスメント 

２． 意識消失を引き起こす病態の理解とフィジ

カルアセスメントと神経学的チェック               

３． 急性疼痛を引き起こす病態とフィジカルア

セスメント 

４． ショックを引き起こす病態とフィジカルアセス

メント 

５． 低酸素血症を引き起こす病態とフィジカル

アセスメント            

６． 体液喪失・電解質バランスを引き起こす病

態とフィジカルアセスメントの視点        

７． トリアージとフィジカルアセスメント 

生命危機状況を引き起こす事例から、フィ

ジカルアセスメンに必要な基礎的知識か

ら、アセスメントに必要な観察視点及び観

察技術が論述でき、アセスメントできる。 

各事例では、以下の5項目を繰り返し行う。 

・シミュレーション計画（教育）立案 

・事例展開に必要な基礎学習 

・フィジカルアセスメント演習    

・討議・ 

・自己の振り返り 

必要文献はその都

度提示する。 

8 

9 

10 

11 

12 

13 
救急看護における primary ABCD survey と

Secondary ABCD survey （岩本） 

 

14 

15 
生命危機状況場面におけるフィジカルアセスメ

ントと教育・研究課題討議 （岩本・前信） 

生命危機状況場面における適切なヘルス

アセスメスメントと直接的ケアとの関係を倫

理的課題及び教育・研究的視点から論じる

ことができ、報告書が作成できる。 
16 

教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 
1.最先端医療やクリティカルな状況における

患者の現象観察や検査・生理学的データか

ら、対象の治療・生活行動、機能回復をサ

ポートできるに相応しいフィジカルアセスメス

メントの知識・技術について理解することが

できる。 

2.観察枠組みを活用し事例を展開すること

で、重症患者に対するフィジカルアセスメン

トの基礎的能力が身につく。 

・学則の評価基準に準ずる。 

・参画状況を加味して、以下の３項目か

ら総合的に評価する。 

・議論・課題探究状況等（20％） 

・シミュレーション演習（３０％） 

・課題レポート（50％） 

・講義、 

・文献学的学習と自己学習 

・シミュレーション演習と振り返り

学習 

・討議 

演繹的・・帰納的学習 

・課題レポート 

 

 



 

 

 

教科

目№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

 
クリティカルケア看護学特論Ⅳ 

（重症患者の病態生理） 
２ 30 必修 

１年次 

前期 
前信由美・廣橋伸之 

ね
ら
い 

急性・重症患者の代謝病態生理及び手術・麻酔侵襲が生体に及ぼす影響について理解し、生命危機状況にある人の健康

問題解決に必要な基礎的能力が身につき、合併症予防も含めた看護ケア・看護管理に活かすことができるよう教授する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 

生命危機状況にある人の現象からみる原疾患

と原疾患の探究と専門看護師が有するべき知

識・技術（前信）                       

生命危機状況にある人の現象からみる原

疾患の探究ができ、専門看護師が有する

べき知識について論じることができる。 

山勢博彰『救急看護の

知識と実際』 

2 

ホメオスタシスの失調と表出された現象か

らみた生命危機状況 （廣橋）          

1.低酸素血症 2.ショック 3.意識消失 4.体液

喪失及び電解質バランス異常 

表出された現象から身体のホメオスタ

シス失調（病態）の観察と検査データか

ら生命危機状況が判断できるための病態

生理学的基礎知識が身につく。 

『救急医学』 

日本救急医学会『救急

診療指針』 

前川和彦『今日の救急

治療指針』 

代謝病態生理学に関

する専門書 

必要文献はその都度

提示する。 

3 
1. 意 識 障 害 を 引 き 起 こ す 原 因 疾 患       

（廣橋）  

意識障害を引き起こす原因疾患が探究

できる。 

4 
2.低酸素血症を引き起こす原因疾患（呼吸・循

環障害）（廣橋）  

呼吸・循環障害を引き起こす原因疾患が

探究できる。 

 
3.急性呼吸不全と人工呼吸  （廣橋）  呼吸不全を引き起こす病態生理が理解

でき、人工呼吸との関連で説明できる。 

5 
4.急性腹症（痛み）を引き起こす原因疾患  

（廣橋）  

急性腹症（痛み）引き起こす原因疾患が

探究できる。 

6 
5.体液・代謝異常引き起こす原因疾患   

（熱傷・内分泌系含む）（廣橋）  

体液・代謝異常引き起こす原因疾患が探

究できる。 

7 

6.重症外傷の病態と primary survey    

重症外傷の損傷把握（廣橋）  

重症外傷の病態と primary survey及び

重症外傷の 損傷把握方法が理解でき

る。 

8 
7.ショックを引き起こす原因疾患 （出血他） 

（廣橋）  

ショックを引き起こす原因疾患が探究

できる。 

9 
8.急性薬物中毒及び急性一酸化中毒の病態 

（廣橋）  

急性薬物中毒及び急性一酸化中毒の病

態が理解できる。 

10 
9.臓器不全・敗血症・多臓器不全の病態  

（廣橋）  

臓器不全・敗血症・多臓器不全の病態が

理解できる。  

11 
10.手術及び麻酔による病態生理学的変化 

（廣橋）  

手術及び麻酔による病態生理学的変化

について説明できる。 

12 
11.痛みの病態と疼痛コントロール（廣橋）    痛みの病態と疼痛コントロールについて

探究できる。 

13 

12.補助循環と患者管理(PCPS等)  （前信） 生命危機状態にある患者の生命維持に

必要な補助循環及び患者管理について

探究できる。 

必要文献はその都度

提示する。 

14 

病因・病態解明に果たす各医療専門職者の役

わりとチーム医療 （前信）                 

病因・病態解明に果たす各医療専門職

者の役割とチーム医療のあり方が論述で

きる。 

必要文献はその都度

提示する。 

15 
まとめ・課題レポートの提示   （前信） 生命危機状況に陥る主な原因と病態基

本的理解から、患者・家族の疾病認識・

受容に向けた看護について倫理・教育・

研究的側面から探究し、報告書が作成

できる。 

必要文献はその都度

提示する。 

16 

教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 
1.急性・重症患者の代謝病態生理が理解で

き、生命危機状況にある人の健康問題解決

に必要な医学的・看護学的診断過程及び

患者・家族の疾病認識・受容・適応に向け

た適切な看護・管理のための基礎的能力が

身につく。 

2.生命危機状況に陥る主な原因と病態基

本的理解から、患者・家族の疾病認識・

受容に向けた看護について探究し、専門

看護師の役割が理解できる。 

・学則の評価基準に準ずる。 

・課題レポート 80％ 

・他20％は参画状況，議論・課題探究状

況等，総合的に評価する。 

・講義 

・討論 

・個人目標の設定と自己学習 

・課題探求 

・レポート 



教科

目№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

 
クリティカルケア看護学特論Ⅴ 

（クリティカルケア・治療管理） 
２ 30 必修 

１年次 

前期 

前信由美・藤本和恵 

廣橋伸之・森田克也 

・ 

ね
ら
い 

急性・重症患者に必要な治療・処置を理解し、治療・療養過程（cure）全般を管理する患者・家族中心の医療がすすめられ

るための基本的理解ができるよう教授する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 

生命危機状況にある患者の治療（cure）・管

理上に必要な安全管理と環境の調整 

（前信） 

生命危機状況にある患者の治療

（cure）・管理上に必要な治療環境につ

いて論ずる事ができる。 

山勢博彰『救急看護の

知識と実際』 

『救急医学』 

 

『クリティカルケア看護』 

日本救急医学会『救急

診療指針』 

前川和彦『今日の救急

治療指針』 

2 

生命危機状況にある患者の治療（cure）に

協働する看護（care）に必要な看護師の倫

理的課題           （前信） 

生命危機状況にある患者の治療（cure）

に協働する看護（cure）に必要な看護

師の倫理的課題について専門的知識と

技術も含めて論ずる事ができる。 

3 

生命危機状況にある患者の治療・管理上に

必要な家族との信頼関係構築とＩＣ（前信・

藤本） 

生命危機状況にある患者の家族に対す

る説明と同意の必要性が理解できる。 

4 

生命危機状況にある患者の救命活動と心身

の苦痛緩和のための看護ケア（前信・藤本） 

生命危機状況にある患者の救命活動と

心身の苦痛緩和のための看護ケアにつ

いて論じることができる。 

5 
生命危機状況にある患者の第一次救命処置

と看護ケア        （廣橋・藤本） 

心肺蘇生の primary ABCD survey 技術 

• 用手的気道確保・人工呼吸 

• 心臓マッサージ・除細動 

生命危機状況にある患者の心肺蘇生の 

のための primary ABCD survey の知識・

技術について理解できる。 

6 

7 
生命危機状況にある患者の第二次救命処置

と全身管理      （廣橋・藤本） 

生命危機状況にある患者の心肺蘇生の 

Secondary ABCD survey技術 

• 気管挿管等の気道確保 

• 呼吸器などの酸素療法 

• 静脈路の確保と心臓マッサージ 

• 原因の検索と治療 

生命危機状況にある患者の Secondary 

ABCD survey技術知識が持て、救命治

療に向けた身管理と観察の方法が理解

できる。 

8 

9 
緊急時に使用される薬剤とその管理 （森田） 

 

生命危機状況にある人の薬物療法と薬

物管理が理解できる。 

必要文献はその都度

提示する。 

10 
薬物療法と医療過誤―その法的的側面と倫理

的課題                   （森田） 

薬物療法を医療過誤の視点から検討し、

安全対策が論じられる。 

11 
緊急手術を要する患者の看護と家族介入          

（前信） 

緊急手術を要する患者の看護と家族介

入方法がわかる。 

必要文献はその都度

提示する。 

12 

生命危機状況にある患者の治療評価（回復・

不変・悪化）と看護における管理・倫理的

課題             （前信） 

生命危機状況にある患者の治療評価

（回復・不変・悪化）が適切に行える

ための看護管理及び倫理的課題が論述

できる。 

13 

生命危機状況にある患者の治療管理に伴う

教育・研究的課題      （前信） 

生命危機状況にある患者の治療管理に

伴う看護教育・研究的課題が論じられ

る 

14 

クリティカルケア専門看護師に必要な看護観・

死生観・教育観について       （前信） 

クリティカルケア専門看護師に必要な看

護観・死生観・教育観について論じること

ができる。 

15 
クリティカルケア治療管理と看護師に求められ

る資質と役割             （前信） 

クリティカルケア治療管理における倫理

的課題と協働する人々との連絡・調整・相

談・管理・教育・研究的側面から検討した

報告書が作成できる。 
16 

課題レポート             （前信） 

教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 
1.急性・重症患者に必要な治療・処置につ

いて理解できる。 

2.治療・療養過程（cure）全般を管理する患

者・家族中心の医療が安全に進められるた

めの基本的理解ができる。 

3.生命危機状況にある患者の心肺蘇生の 

のための primary ABCD survey の知識・技

術について理解でき、救命治療に向けた

身管理と観察の方法が理解できる。 

・学則の評価基準に準ずる。 

・課題レポート 80％ 

・他20％は参画状況，議論・課題探究状

況等，総合的に評価する。 

・講義 

・討論 

・演習 

・個人目標の設定と自己学習 

・課題探求 

・レポート 



教科

目№ 教科目名 
単位

数 
時間数 

必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

 クリティカルケア看護学演習Ⅰ ２ 60 必修 
１年次 

後期 

佐々木秀美・前信由美 

藤本和恵・森山美知子 

 

ね
ら
い 

クリティカル状況にある患者の回復にむけたケアとキュアを融合した介入、および家族にたいする援助的かかわりについて

援助関係論、家族看護論などを基盤に実践力をもつことができるよう教授する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 

クリティカル状況にある患者・家族の基本的理解 

（佐々木） 

クリティカル状況にある患者・家族の

基本的理解ができる。 

・クリティカルケア看護

特論Ⅰ～Ⅳ、共通科

目で配布された資料 

２ 

クリティカル状況にある患者の回復にむけた治療

（キュア）と看護ケア             （前信） 

患者の回復にむけたケアとキュアが

融合した介入および家族に対する援

助的かかわりについて理解できる。 

Patricia.G.Morton他

『Essential Critical 

Care Nursing a 

Holistic Approach』 
3 

身体的危機状況にある患者及び家族に対するア

プローチとケアリング （森山）     

生命危機状況にある患者及び家族

の身体的・心理的・社会的状況に対

するアプローチとケアリングについて

総合的に論じることができる。 4 
生命危機状況にある患者及び家族の心理的・社

会的状況に対するアプローチとケアリング （森山）     

鈴木和子『家族看護

学』 

5 

生命危機状況にある患者及び家族のニードに即し

た支援                   （森山） 

生命危機状況にある患者及び家族

のニード把握と回復にむけた支援の

あり方について論じることができる。 

森山美知子『ファミ

リーナーシングプラク

ティス―家族看護の

理論と実践』 

6 

クリティカルな状況における個人及び家族のニード

把握と問題解決方法論考         （佐々木） 

クリティカルな状況における個人の

ニードが把握でき、問題に対する解

決方法が探究でき、論述できる。 

必要文献はその都度

提示する。 

7 
生命危機状況にある患者の医学的・看護的診断

過程と治療に伴う看護援助 

演習① クリティカルケア看護場面におけるスタン

ダードプレコーション（安全管理）     （佐々木） 

演習②重症度・緊急度の判断と安全管理 

演習③治療（キュア）の優先順位と看護ケアの

展開               

演習④治療に伴う家族への援助的関わり 

生命危機状況にある患者の医学的

診断過程と初期診療時の観察がで

き、緊急度と優先順位が判断及び患

者の安全対策について探究し、患

者・家族への援助的関わりについて

理解できる。 

必要文献はその都度

提示する。 

8 

9 

10 

11 
演習⑤ 生命危機状況にある患者の診断に必要

な検査とアセスメント              （前信・

藤本） 

生命危機状況にある患者の診断に必

要な検査についての基本的理解が

できる。  

必要文献はその都度

提示する。 

12 

13 
クリティカル治療場面における各種検査と生命モ

ニター及び必要な生命維持装置装着における援

助（前信・藤本） 

クリティカル治療場面における各種検

査と生命モニター及び必要な維持

装置装着について論考できる。 

必要文献はその都度

提示する。 

14 

15 
演習⑥ 循環動態監視モニターと生命維持装置 

（前信・藤本）         

生命危機状況にある患者の循環動

態把握に必要なモニター監視及び生

命維持装置について理解し、場面に

適したコミュニケーション［専門的

知識・技術・連絡・報告・相談含む］

ができる。 

必要文献はその都度

提示する。 

16 

17 
生命危機状況把握に必要な安全なモニタリングと

行動抑制及びフィジカルアセスメント （前信・藤

本） 

生命危機状況把握に必要なモニタリ

ングからフィジカルアセスメントがで

き、同時に行動抑制がもたらす心身

の変化についてアセスメントができ

る。 

必要文献はその都度

提示する。 

18 

19 
高度で濃密なクリティカル治療場面における看護

師の専門的看護介入からの総合学習（I・C含む） 

 （前信・藤本） 

事例①急性呼吸障害のある患者・家族のアセスメ

ントと援助 

事例②急性中枢障害のある患者・家族のアセスメ

ントと援助 

事例③急性循環障害のある患者・家族のアセスメ

ントと援助 

事例④生命危機状況にある患者・家族の援助関

クリティカル治療場面において治療を

受ける患者・家族に必要な看護援助

について理解し、看護師の専門的看

護師に必要な機能[専門的知識・技

術・連絡・報告・相談含む］の側面

から介入（ケア）について論じることが

できる。 

必要文献はその都度

提示する。 

20 

21 

22 

23 



24 
係と家族看護 

 事例⑤人工呼吸器装着患者の援助 

事例⑥大動脈バルーンパンピング装着患者の援

助 

事例⑦PCPS装着患者の援助 

事例⑧血液浄化療法を受ける患者の援助等 

 （前信・藤本） 

 必要文献はその都度

提示する。 
25 

26 

27 

28 
クリティカル期にある患者・家族の危機的状況

及びストレスへの対応（佐々木）            

 

家族の危機的状況及びストレスに

対して理解し、適応行動に向けた看

護について探究し、検討できる。 

必要文献はその都度

提示する。 

29 

30 

生命危機状況場面における家族機能と倫理的課

題についての討議      （佐々木） 

生命危機状況場面における適切な

ヘルスアセスメスメントと直接的ケアと

の関係を倫理的課題及び教育・研究

的視点から論じることができ、報告書

が作成できる。 

必要文献はその都度

提示する。 

 

課題レポート（看護実践力向上のための学術的・

研究的側面から見たクリティカル期にある患

者・家族へのケア（佐々木）            

クリティカル期にある患者・家族へ

のケアについて看護実践力向上のた

めの学術的・研究的側面から考え、

意見を述べることができる。 

必要文献はその都度

提示する。 

教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 
1.クリティカル状況にある患者の回復にむけ

た医学介入（キュア）と看護（ケア）が融合し

た介入および家族に対する援助的かかわり

について理解できる。 

2. クリティカル状況にある患者の回復にむ

けた援助方法について援助関係論、家族

看護論に関する介入方法の基礎的知識・

技術が理解できる。 

3.生命危機状況にある患者の観察及びア

プローチが専門看護師に必要な 6 つの視

点（実践・教育・相談・調整・研究・倫理）か

ら論じることができる。 

・参画態度 

・演習全体の知識・技術及び発言 

・演習でのプレゼンテーション内容・レ

ポートなどから総合的に判断する。 

・評価は学則に即して行う。 

・討論 

・講義 

・演習 

・自己学習 

・探求 

・プレゼンテーション 

 

 



 5 

教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

X2049 クリティカルケア看護学演習Ⅱ ２ 60 選択 
１年次 

後期 
前信由美・藤本和恵・佐々智宏 

ね 

ら 

い 

看護倫理特論・クリティカルケア看護特論の講義を踏まえ、ICU・CCU などの最先端医療におけるクリティカルな状況におけ

る個人の問題解決及び治療・看護における個人の選択と意思決定の問題及び倫理的問題を解決でき得る看護実践能力を

高めるための知識及び技術が修得できるよう教授する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 
授業概要の説明と最先端医療における看護者の責

務についてのディスカッション （前信） 

最先端医療における看護者の責務

について考えることができる。 

『看護者の基本的責

務』日本看護協会監

修 

 

『意思決定のための

10 のステップ』ジョイ

スＥ。トンプソン 

 

2 

3 
授業概要の説明とクリティカルな状況にある患者・家

族の現状と課題及びクリティカルケア看護と法的・倫

理的側面の探究            （前信） 

 

説明された授業概要とクリティカルな

状況にある患者・家族の現状と課題

について探究でき、論述できる。 
4 

5 
最先端医療における脳死等、個人及び家族の意思

決定権論考 （前信） 

1. 問題を抱えているのは誰か？ 

2. 誰が決定するかを誰が決めるのか？ 

3. 看護師の役割は何か？ 

最先端医療における個人及び家族

の意思決定権について探究でき、論

述できる。 

6 

7 

人間の生命維持に必須のニーズから見た看護ケア

と倫理的課題   （前信）         

人間の生命維持に必須のニーズか

ら見た看護実践と実践の際の倫理

的行動について論じることができ

る。 

8 
患者・家族の尊厳（モニタリング・ビジランス）

（前信） 

 

生命危機状況にある患者・家族の苦

痛軽減に向けた看護についてモニ

タリング・ビジランスの視点から、

患者の尊厳を守る看護について論

じることができる。 
9 

10 
拘束状態にある患者及びその・家族が実際に直面す

る問題の演繹的学習   （前信・藤本） 

                                 

1. 事例提示(身体の拘束)→問題解決案 

2. 事例提示（ＭＥ機器とと安全対策）→問題

解決案 

3. 事例提示（身体拘束状態の患者とその家

族の心理的ストレス）→問題解決案 

 

クリティカルケア場面で拘束状態にあ

る患者・家族の問題と問題解決につ

いて講じられる。 

必要文献はその都度

提示する。 

11 

12 

13 

拘束状態にある患者・家族のアセスメントと援助（前

信・藤本）） 

拘束状態にある患者・家族のアセスメ

ントの視点がわかり、援助について検

討できる。 

必要文献はその都度

提示する。 

14 

クリティカルケアにおける ME 機器による拘束状態と

安全対策（前信・藤本） 

クリティカルケアにおける ME 機器の

取り扱いと患者の安全のための対

策、その対策による拘束状態が引き

起こす種々の問題に対する方法が論

じられる。 

必要文献はその都度

提示する。 

15 
生命危機状況にある患者・家族への援助 －臨

地におけるフィールドワーク  （佐々・前信） 

 

1.観察からアセスメント 

2.看護診断 

3.問題解決手法の適切な選択 

4.心身の苦痛・緩和に向けた看護を実践的に追及 

5.対象者及び家族の倫理的課題の識別 

6.生命危機状況から対象者の回復に向けた意思決

定及び適切な援助（家族含む）  

生命危機状態にある患者の個人の

問題解決に向けた看護の実践から患

者・家族に必要な看護について倫理

的問題も含め多角的に検討し、自身

の見解について論述することができ

る。 

必要文献はその都度

提示する。 

16 

17 

18 

19 
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20 

7.観察あるいは経験したことを人の尊厳に基づいた

生命倫理・倫理調整、あるいは看護者としての職業

倫理を踏まえた論述 

8.分析・評価 

  

21 
救命生命危機状況にある患者・家族への援助－学習  

（前信） 

（ 

1.対象者の重症度アセスメント  

2.心身の苦痛・緩和に向けた看護を実践的に追及 

3.対象者及び家族の倫理的課題の識別 

4.生命危機状況から対象者の回復に向けた意思

決定及び適切な援助（家族含む）  

5.観察あるいは経験したことを人の尊厳に基づい

た生命倫理・あるいは看護者としての職業倫理を

踏まえた論述 

 

救命救急場面の参加によって得られ

た情報を理論的に解釈し，回復に向

けた援助法の創意・工夫及び援助に

関する意思決定及び患者・家族の尊

厳について論述できる。 

必要文献はその都度

提示する。 

22 

23 

24 

25 

26 

27 
患者・家族の生命危機問題及び倫理的課題解決に

向けた専門的知識・技術に対しての学術的・研究的

思考（研究）                    （前信） 

患者・家族の生命危機問題及び倫

理的課題解決に向けた専門的知識・

技術に対しての学術的・研究的に探

究し、検討できる。 

必要文献はその都度

提示する。 

28 

29 

生命危機状況における倫理的問題に対する専門看

護師の役割（前信） 

生命危機状況における倫理的問題

に対する専門看護師の役割につい

て論じることができる。 

必要文献はその都度

提示する。 

30 

事例報告提出 演繹的・機能的学習で得られた成果

を報告書としてまとめ、期日内に提出

できる。 

 

教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 
1.ICU・CCU などの最先端医療におけるクリ

ティカルな状況における個人の問題解決に

つながる基礎的能力が身につく。 

2.看護実践能力を高めるための知識及び

技術が修得でき、学術的・研究的視点から

論じることができる。 

3.個人の選択と意思決定の問題及び倫理

的問題を解決でき得る基礎的能力が身に

つく。 

4. 生命危機状況にある患者への専門的ア

プローチが 6 つの視点（実践・教育・相談・

調整・研究・倫理）から論じることができる。 

学則の評価基準に準ずる。 

参画態度，議論・発表時のプレゼンテー

ション内容，課題探究状況等，総合的に

評価する（20％）。 

最終的に提出されるレポート評価

（80％） 

・帰納的・演繹的学習を取り入れ

た問題解決型・探求型学習 

（講義・演習（臨地におけるフィー

ルドワーク含む）・ディスカッショ

ン・フィールドﾜーｸによる探求含

む） 

 



教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

X2050 クリティカルケア看護学演習Ⅲ ２ 60 必修 
１年次 

後期 

前信由美・岩本由美 

掛田崇實・佐々智宏 

ね
ら
い 

専門看護師の６つの役割機能(実践・教育・相談・調整・研究・倫理)の視点を持ち、患者・家族が有する全人的な苦痛を

緩和・軽減するためのケア・処置の理論、原理、方法、効果測定などが理解できるよう教授する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 
クリティカルケア場面における専門看護師に必要

な６つの役割機能(実践・教育・相談・調整・研究・

倫理)論考                   (前信) 

クリティカルケア場面における専門看

護師の６つの役割機能(実践・教育・

相談・調整・研究・倫理)について論

述できる。 

必要文献はその都度

提示する。 

2 

3 
患者・家族が有する全人的な苦痛（身体的・精神

的・社会的・霊的痛み） （前信）          

クリティカルケア場面において患者・

家族が有する者が有する身体的・精

神的・社会的・霊的痛みについて理

解できる。 

必要文献はその都度

提示する。 

4 

5 

全人的な苦痛のある患者への看護援助におけるコ

ミュニケーション技法   （前信）  

 

生命危機状態にある患者・家族に対

するコミュニケーション技法の原則が

理解できる。 

必要文献はその都度

提示する。 

6 

全人的な苦痛のある患者の症状マネジメント  

（前信） 

生命危機状態にある患者の全人的

苦痛軽減のためのマネジメンが理解

できる。 

必要文献はその都度

提示する。 

7 
患者・家族が有する全人的な苦痛（身体的・精神

的・社会的・霊的痛み）のアセスメント と看護援助  

事例展開①－精神的痛みと看護援助 

事例展開②－社会的痛みと看護援助   （前信） 

事例展開③－霊的痛み   

患者・家族が有する精神的・社会的・

霊的痛みのアセスメントができ苦痛軽

減のためのケア・処置の理論、原理、

方法及び効果判定について理解で

きる。 

必要文献はその都度

提示する。 

8 

9 

10 

11 
身体的痛みの強い患者の観察と援助及びその効

果（循環器系含む） 

事例展開④－アセスメント/援助/評価/効果判定 

                (掛田) 

事例展開⑤－ペインコントロールの実際と効果判

定 

事例展開⑥－ペインコントロールの実際と効果判

定 

 

身体的痛みの強い患者の観察が適

切にでき、苦痛軽減に向けた具体的

方法の適用とその効果判定の仕方が

理解できる。 

必要文献はその都度

提示する。 

12 

13 

14 

15 

痛みに関する薬剤の活用と看護ケア 

事例展開④→薬物療法実施とその効果判定 

 (前信) 

 

痛みに対する薬剤の活用と効果判定

と薬物療法時のケアに対する具体的

援助方法が探究でき、その効果判定

ができる。 

必要文献はその都度

提示する。 

16 
生命危機状況にある患者・家族の苦痛緩和の援

助（ER・ICU・HICU 等のフィールドワーク 循環器

系含む）       （佐々・岩本） 

 

生命危機状況にある患者・家族の苦

痛緩和の援助について医師との協働

場面から実践場面を体験し、苦痛軽

減に向けた援助の実際が理解でき

る。 

必要文献はその都度

提示する。 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 
生命危機状況にある患者・家族の苦痛緩和の援

助の分析・評価 循環器系含む） 

       (佐々・岩本) 

 

  

生命危機状況にある患者・家族の苦

痛緩和に向けた看護援助について

臨地における体験から分析・評価が

できる。 

必要文献はその都度

提示する。 

24 



25 

家族・他職種との連携による身体的・精神的苦痛

軽減論考(岩本) 

家族・他職種との連携による身体的・

精神的苦痛軽減について探究し、方

策について論じることができる。 

必要文献はその都度

提示する。 

26 

患者の行動抑制に伴う身体的・精神的苦痛軽減   

(岩本) 

 

行動抑制が患者・家族に与える苦痛

について考えることができ、軽減のた

めの方策について探究できる。 

必要文献はその都度

提示する。 

27 
事例展開⑦－スタッフ教育―全人的苦痛のある

患者・家族に対する教育機能    (佐々) 

生命危機状況にある患者・家族の

全人的苦痛に対する教育機能につ

いて論じることができる。 

必要文献はその都度

提示する。 

28 

29 
クリティカル期にある患者・家族の全人的苦痛

軽減に関する看護実践力向上のための学術的・

研究的側面からの探求)（前信・岩本） 

クリティカル期にある患者・家族

の全人的な痛みについてその軽減

のための方策を学術的・研究的側

面から探求・検討した報告書が作

成できる。 

必要文献はその都度

提示する。 

30 

教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 
1.生命危機状況にある患者・家族の全人

的苦痛について理解できる。 

2.患者・家族が有する精神的・社会的・

霊的痛みのアセスメントができ苦痛軽

減のためのケア・処置の理論、原理、

方法及び効果判定について理解し、看

護実践のための基礎的能力が身につく。 

3.生命危機状況にある患者・家族の苦痛

緩和の援助について医師との協働場面

から実践場面を体験し、苦痛軽減に向け

た援助の実際が理解でき、専門看護師の

６つの役割機能(実践・教育・相談・調整・

研究・倫理)の視点から論じることができ

る。 

・学則の評価基準に準ずる。 

・参画態度（10％） 

・議論・課題探究状況等（6０％） 

・課題レポート(３０％) 

 

 

 

. シミュレーションによる演繹的

学習 

・帰納的学習 

・探求 

・討議 

・シミュレーション 

・フィールドワーク 

 

 



教科

目№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

 クリティカルケア看護学演習Ⅳ ２ 60 必修 
１年次 

後期 

岩本由美・佐々木秀美・新川雅子

平岡正史・佐々智宏・鮎川昌代 

 

ね
ら
い 

救命・救急看護、周手術期看護など、各小領域の専門性ならびに看護ケアの専門性について学び、患者に必要な看護ケ

ア実践で引き起こされる倫理的問題についてアセスメントできる知識・技術を習得し、専門看護師に必要な 6 つの視点（実

践・教育・相談・調整・研究・倫理）から探求・考察できる。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 
救命・救急看護，周手術期看護など各小領域の専門性

ならびに看護ケアの専門性論考 (岩本・新川) 

1. ICU・CCU  2. HICU 4. 周・手術期看護  

5.ターミナル期 

6. 災害看護領域 7.ER 

クリティカルケア看護場面にお

ける既習学習の想起及び救

命・救急看護，周手術期看護

など各小領域の専門性ならび

に看護ケアの専門性について

探究でき、論述できる。 

井部俊子・大生定義

『専門看護師の思考と

実践』 

日本クリティカルケア看

護学会『看護のための

クリティカルケア場面の

問題解決ガイド』 

2 

3 
既習学習全般を通して、臨床での救命・救急看護、周手

術期看護など、各小領域の専門的なケア実践と専門看護

師の６つの役割機能からの課題探求    (岩本) 

 

救命・救急看護、周手術期看

護など、各小領域の専門的な

ケアを専門看護師の６つの役

割機能(実践・教育・相談・調

整・研究・倫理)から課題探求

できる。 

4 

5 
各小領域における生命危機状態と救命活動に必要な看

護技術の修得（シミュレーション学習） （岩本・平岡） 

ABCD survey演習 

• 気管挿管等の気道確保 

• 呼吸器などの酸素療法 

• 静脈路の確保と心臓マッサージ 

• 原因の検索と治療 

 

 

 

各小領域における生命危機状

態と救命活動に必要な看護技

術の修得と、その技術修得と

専門看護師に必要な６つの役

割機能(実践・教育・相談・調

整・研究・倫理)との関連で、患

者の身体的危機状況克服に

向けた救命活動について理解

できる。 

6 

7 

8 

9 
救命・救急看護、周手術期看護など、各小領域の専門性

ならびに看護ケアの専門性と専門看護師に必要な 6つの

視点（実践・教育・相談・調整・研究・倫理）について臨地

における看護実践から学ぶ－フィールドワーク 

 (佐々・岩本・佐々木) 

 

事例展開①－ER室の特徴と看護の専門性と専門看護師

の役割機能                

事例展開②－ICU・CCU看護（脳卒中・循環器疾患看護

領域）の専門性と専門看護師の役割機能 

事例展開③－HICU（臓器移植）看護の専門性と専門看

護師の役割機能              

事例展開④－周・手術期看護の専門性と専門看護師の

役割機能                  

事例展開⑤－救急場面におけるトリアージの専門性と専

門看護師の役割機能） 

 

 

ICU ・CCU・手術室などにお

ける生命危機感患者・家族の

適切な問題解決のための専門

的看護の探究ができ、専門看

護師に求められる６つの機能

の視点から論述できる。 

1. 個人・家族に対する卓越

した実践力 

2. 看護職者に対するケアの

資質向上のための教育的

機能 

3. 看護職者と他のケア提供

者に対する相談機能 

4. 円滑なケア提供のための

調整機能 

5. 専門知識・技術・システム

向上開発のための研究 

6. 看護ケア提供時の患者・

家族に対する倫理的課題

解決 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 
各小領域の特殊性から見た専門看護師の実践的課題と

援助の分析・評価（新川・岩本） 

各小領域の特殊性から生命危

機状況にある患者の看護の実

践的課題と援助について分

析・評価ができる。 

必要文献はその都度

提示する。 

20 

21 
各小領域の特殊性から見た患者・家族が抱える問題に

ついて調整・相談機能の側面からの検討 （鮎川） 

各小領域の特殊性から生命危

機状態にある患者・家族の心

理状態のアセスメントと援助

について探究し、調整・相談

機能の側面から検討すること

ができる。 

必要文献はその都度

提示する。 

22 



23 

各小領域の特殊性から見た患者・家族の倫理的問題 

（岩本） 

生命危機状態にある患者・家

族の倫理的問題について探究

し、検討することができる。 

必要文献はその都度

提示する。 

24 
各小領域における専門的なケア実践における患者安全

の最近の動向と課題，取組みに関する国内・海外の文献

レビューと文献検討 

 (岩本) 

医療事故事例展開⑦ 

医療事故事例展開⑧ 

医療事故事例展開⑨ 

各小領域の専門的なケア実践

における患者安全に対する問

題をクリティカルケア（救命・救

急，周手術期など）で発生した

医療事故事例を分析し，海外

文献も含め課題を抽出し、実

践的対応策が考察できる。 

25 

26 

27 

各小領域における専門的なケア実践における教育的関

わり      （岩本） 

各小領域のいずれかにおいて

専門的なケア実践における教

育的関わりについて論じること

ができる。 

必要文献はその都度

提示する。 

28 

救命・救急看護、周手術期看護など、各小領域における

専門的ケアに対しての学術的・研究的思考（研究）    

(岩本) 

 

患者・家族の生命危機問題及

び倫理的課題解決に向けた専

門的知識・技術に対しての学

術的・研究的に探究し、検討

できる。 

必要文献はその都度

提示する。 

29 
救命・救急看護、周手術期看護など、各小領域の専門的

なケアを専門看護師の６つの役割機能(実践・教育・相

談・調整・研究・倫理)からの学習成果報告 

(岩本・佐々木) 

 

救命・救急看護、周手術期看

護など、各小領域の専門的な

ケアを専門看護師の６つの役

割機能(実践・教育・相談・調

整・研究・倫理)から学習した成

果が報告できる。 

必要文献はその都度

提示する。 

30 

教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 
1.既習の講義，演習を踏まえ，救命・救急看

護，周手術期看護など各小領域の専門性

ならびに看護ケアの専門性について探究・

論述できる。 

2.ICU ・CCU・手術室などにおける生命危

機感患者・家族の適切な問題解決のための

専門的看護の探究ができ、専門看護師に

求められる６つの機能の視点から論述でき

る。 

3.救命・救急看護、周手術期看護など、各

小領域の専門性ならびに看護ケアの専門

性について学び、安全に看護が提供できる

為の高度な知識・技術が身につく。 

4.各小領域の専門的なケア実践における患

者安全に対する問題をクリティカルケア（救

命・救急，周手術期など）で発生した医療事

故事例を分析し，海外文献も含め課題を抽

出し、実践的対応策が考察できる。 

・学則の評価基準に準ずる。 

・参画態度(10％) 

・議論・課題探究状況等（6０％） 

・課題レポート(３０％) 

 

 

 

・演繹的学習 

・帰納的学習 

・振り返り 

・演習（学内・フィールドワーク） 

・ディスカッション等の綜合学習 

 



教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

X2052 クリティカルケア看護学実習Ⅰ ２ 90 必修 
２年次

前期 

佐々木秀美 岩本由美 

 [佐々智宏 岡本美穂] 

ね
ら
い 

本実習は、クリティカルケア看護専攻分野の以下のような実習目標が達成できるよう実習環境を整え、専門看護師として必

要な 6つの機能（実践，教育，相談，調整，研究，倫理）について検討でき、質の高いケアを提供する基礎的能力を

養うために実施する。 

1. クリティカル期の患者の身体的状態について専門的に判断し、必要なケア・処置が計画できる。 

2. 患者の苦痛を効果的に緩和し、安楽をはかるための方法が創意・工夫できる。 

3. 患者の尊厳を守り、倫理的問題について検討できる。 

4. 治療環境の総合的管理についての視点を持つことができる。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1

日 

実習ガイダンス及び実習施設概要オリエン

テーション及び各自の課題設定と調整 

生命危機状況にある人の看護をするにあ

たって自己の課題を明確にし、目標達成の

ための実習計画が立案できる。 

Patricia.G.Morton

他 『 Essential 

Critical  Care 

Nursing a Holistic 

Approach』 
 

実習方法 

学内演習→臨地実習（シャドウイング及び参加

観察）→学内帰納的・反省的学習（演習含む）→

事例研究① 

 

1

日 

実習内容 

（学内） 

1. 実習目標からクリティカルケア場面を想定し

たイメージトレーニングを学内で行う。 

1. 1.生命危機状況にある患者を想定した

イメージトレーニングから自身に必要な

知識・技術について論述できる。 

2. クリティカル期にある患者の治療環境を

理解し，医療システムおよび医療チー

ムの中で協働できる。 

3. クリティカル期の患者の病態・医学的診

断過程及び治療について理解できる。 

4. クリティカル期にある患者の身体的な

状態について，看護診断ができ必要な

ケア・処置が計画できる。 

5. 患者の苦痛を効果的に緩和し，安楽を

はかる方法が創意・工夫できる。 

6. クリティカル期にある患者・家族の心理

社会的状態について共感でき、クリティ

カル期にある患者・家族の尊厳を守た

めの倫理的問題について理解し、検討

することができる。 

7. 医療チームの中で円滑な医療提供に

向けた調整・相談機能の必要性が理解

できる。 

8. 8.生命危機状態にある患者の看護場

面に参加しながら、多職種の連携・

相談・調整の実際を考え、スタッフ

教育・研究の必要性について考える

ことができる。 

9. 自己の研究課題を発見し，解決のため

の報告書を作成することができる。 

10. 事例研究報告書が作成できる。 

共通科目・特論・演

習で使用した文献

は適宜活用する

他、必要な文献は

自身で検索する。 

6

日

間 

（臨地実習） 

1. ICU・CCU 等でクリティカルケアを受けてい

る患者の身体的現象から医学的診断過程

及び治療場面の参加観察 

2. クリティカル期にある患者のモニタリングと患

者・家族への IC場面への参加 

3. クリティカル期にある患者の看護ケア及び看

護管理場面への参加及び生命危機状態に

ある人の健康問題解決のための看護ケア

カンファレンスへの参加 

4. 患者の回復に伴い患者と共にポストクリ

ティカル期の病棟に移動し、継続的な看

護の実践 

5. 生命危機状態にある患者の看護場面に参

加しながら、多職種の連携・相談・調整

の実際を考える。また、各委員会とスタッ

フ教育・研究の実際に参画。 

6. 学生の事例報告を中心とした検討会の実

施 

 

（実習中、実習終了後学内及び自己学習） 

２

日

間 

11. 参加観察した内容と帰納的学習から問題

解決に向けた自己の課題探求（学内）と

論文作成 

文献は適宜活用す

る他、必要な文献は

自身で検索する。 

 
実習期間；2 年次前期に学内・臨地含め２週

間 

 

実習施設； 

1 広島大学附属病院       

2.日本医科大学付属病院 

指導体制； 

1. 本実習は基本的にシャドウイングと参加観

察であり、担当教員に週 1 回以上のスー

パービジョンを受ける。 

2. 実習施設における実習指導者から、随時、

適切な助言・指導をうける。 

3. 臨地実習指導者と指導教員が緊密に連絡

を取り合い、実習到達目標を考慮しなが

ら指導を行う。 

 

    



教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 
1. クリティカル期にある患者の治療環

境を理解し，医療チームの中で協働

できる。 

2. 患者の身体状態について高度な知

識に基づいた看護診断ができ、ケア

計画が立案できる。 

3. 患者及び家族の全人的な苦痛を効

果的に緩和するために、看護実践方

法の創意・工夫ができる。 

4. 看護職者に対しケアを向上させるた

めの教育的機能について検討でき

る。 

5. 看護職を含むケア提供者に対して

の相談機能について検討できる。 

6. 医療チームの中で円滑な医療提供

に向けた調整・相談機能の必要性が

理解できる。 

7. 患者・家族の倫理的な問題・葛藤に

ついて関係者間での倫理的調整に

ついて検討できる。 

8. 自己の研究課題を発見し、専門看護

師としての課題解決のための報告書

を作成することができる。 

・クリティカルケア看護学実習Ⅰの評

価表に沿って実習の達成度を評価す

る。 

・ディスカッションや口頭試問 

・レポート 

・以上、実習態度なども含め、学則の

評価基準に準じて総合的に判断す

る。 

 

演繹的・帰納的学習による問題解決

型学習と探求が基本 

1. 実習計画の作成は学生が行う。 

2. 学内演習イメージトレーニング救

命救急援助技術演習 

3. 臨地実習（見学・カンフアランス

場面・スタッフ教育場面参加含

む） 

4. スーパービジョンやディスカッショ

ン 

5. 実習終了後の振り返り学習 

6. 研究課題の発見と課題解決に向

けたレポート提出（事例研究①） 

 

 



教科

目№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

 クリティカルケア看護学実習Ⅱ ２ ９０ 必修 
２年次 

前期 

岩本由美 前信由美  

[佐々智宏] 

[岡本美穂] [中山智代美] 

ね
ら
い 

本実習は、クリティカルケア看護専攻分野の以下のような実習目標が達成できるよう実習環境を整え、専門看護師として必

要な 6つの機能（実践，教育，相談，調整，研究，倫理）を有した質の高いケアを提供する能力を養うための実習

を展開する。 

1. クリティカル期の患者の医学的診断過程及び治療について理解し，医療チームと協働できる。 

2. 患者の健康問題に応じて必要なケア・処置が計画でき、患者の苦痛を効果的に緩和させる方法を用いて実践すること

ができる。 

3. 看護職者に対するケアの質向上に向けた教育プログラム計画が立案できる。 

4. クリティカル期にある患者・家族の尊厳を守り，倫理的問題について対応できる。 

5. クリティカル期の患者の治療・看護環境における知的・人的・物的管理の方法について探究できる。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 
１

日

間 

各自の課題設定と実習計画の策定 実習目標達成に向けた実習計画が立案で

きる。 

Patricia.G.Mort

on 他『Essential 

Critical  Care 

Nursing  a 

Holistic 

Approach』 
 

実習方法；本実習は、学内演習→臨地実習（受け

持ち患者の看護過程の展開及び参加観察）→学内

帰納的・反省的学習（演習含む）次のクリティカルケ

ア看護実習Ⅲと連続して行う。 

 

2

日

間 

実習内容 

（学内） 

1. 実習目標からクリティカルケア場面を想定しシ

ミュレーショントレーニング 

1. クリティカル期にある患者の治療環境

及び生命危機場面を想定したシミュ

レーション計画を立て、実践できる。 

 

2. クリティカル期の患者の医学的診断過

程及び治療について理解し，医療

チームと協働できる為の調整・相談機

能が実践できる。 

3. クリティカル期の患者の健康問題に応

じた必要なケア・処置が計画でき、患

者の苦痛を効果的に緩和させる方法

を用いて実践することができる。 

4. 看護職者に対するケアの質向上に向

けた教育プログラム計画が立案でき

る。 

5. クリティカル期にある患者・家族の尊

厳を守り，倫理的問題について対応

できる。 

6. クリティカル期にある患者のケア場

面かを研究的視点から内容分析を行

い、ケアの質向上に向けた検討がで

きる。 

7. 専門看護師に要求されている卓越し

た実践力・教育力・相談力・調整力・

研究実践力・倫理的課題解決力を含

めた探求ができる。 

8. クリティカルケア看護実習Ⅱで受け

持った患者の看護を専門看護師とし

ての自己の課題から、本実習の計画

が引き続き立案できる。 

共通科目 ・特

論・演習で使用

した文献は適宜

活用する他、必

要な文献は自

身で検索する。 

8

日

間 

（臨地実習） 

1. ICU・CCU 等生命危機状態にある人の医学的

診断過程及び治療場面への参加 

2. 生命危機状態にある人のモニタリングと患者・

家族への IC場面への参加 

3. クリティカル期にある患者の看護ケア及び看

護管理場面への参加及び生命危機状態にある

人の健康問題解決のための看護ケアの実践 

4. 患者の回復に伴い患者と共にポストクリティ

カル期の病棟に移動し、継続的な看護の実践 

5. クリティカル期にある患者の看護場面及びカ

ンファレンスへ参加しながら、多職種の連

携・相談・調整の実際を考える。また、各委

員会とスタッフ教育・研究の実際に参画する。 

6. 生命危機状態にある人のケア場面を参加観察

した内容をフイールドノートに記載、必要な

データを収集し、整理する。 

 

（実習中、実習終了後学内及び自己学習） 

1

日

間 

（学内） 

1. クリティカル期にある患者の看護場面と参加

観察した内容のフイールドノートの内容分析

と専門看護師の６つの機能からの探求 

2. クリティカルケア看護実習Ⅴに引き続いた実習

を展開するので、実習ガイダンス及び実習施

設概要オリエンテーション及び各自の課題設

定と調整 

文献は適宜活

用する他、必要

な文献は自身

で検索する。 

 
実習期間;２年前期に学内・臨地含め２週間 

 

 

実習施設； 

1.広島大学病院  

2.岡山医療センター 3.倉敷中央病院 



 

指導体制； 

1. 本実習では基本的に受け持ち患者 1 名の看護

展開を行い、担当教員に週 1 回以上のスー

パービジョンを受ける。 

2. 実習施設における実習指導者から、随時、適

切な助言・指導をうける。 

3. 臨地実習指導者と指導教員が緊密に連絡を

取り合い、実習到達目標を考慮しながら指導

を行う。 

  

教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 

1. クリティカル期にある患者・家族の

尊厳を守り，倫理的問題について対

応できる。 

2. クリティカル期にある患者の治療環

境を理解し，医療チームの中で協働

できる。 

3. 患者・家族について高度な知識に基

づいた看護診断ができ、ケア計画が

立案できる。 

4. 患者及び家族の全人的な苦痛を効果

的に緩和するために、看護実践方法

の創意・工夫ができ、実践できる。 

5. 看護職者に対しケアを向上させるた

めの教育的機能が果たせる。 

6. 看護職を含むケア提供者に対しての

相談機能が果たせる。 

7. 医療チームの中で円滑な医療提供に

向けた調整・相談機能が果たせる。 

8. クリティカル期にある患者のケア場

面かを研究的視点から内容分析を行

い、ケアの質向上に向けた検討がで

きる。 

・クリティカルケア看護学実習Ⅱの評

価表に沿って実習の達成度を評価

する。 

・ディスカッションや口頭試問 

・レポート 

・実習態度などから学則の評価基準

に準じて総合的に判断する。 

 

演繹的・帰納的学習による問題解決

型学習と探求が基本 

1. 実習計画の作成は学生が行う。 

2. 学内演習シミュレーショントレー

ニングによる救命救急援助技術

演習 

3. 臨地実習（見学・カンフアランス

場面・スタッフ教育場面参加含

む） 

4. スーパービジョンやディスカッ

ション 

5. 実習終了後の振り返り学習 

 

 



教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ2054 クリティカルケア看護学実習Ⅲ ２ ９０ 必修 
2年次

前期 

岩本由美 前信由美  

[佐々智宏] 

  [岡本美穂] [中山智代美] 

ね
ら
い 

本実習は、クリティカルケア看護専攻分野の以下のような実習目標が達成できるよう実習環境を整え、専門看護師として必

要な 6つの機能（実践，教育，相談，調整，研究，倫理）を有した質の高いケアを提供する能力を養うための実習

を展開する。 

1. クリティカル期にある患者の医学的診断過程及び治療場面で、重症度・優先度が判断でき、専門職者として適切な

役割行動がとれる。 

2. クリティカル期の患者の身体的状態について専門的に判断し、患者の苦痛を効果的に緩和し、安楽をはかることがで

きる。 

3. 看護職者に対するケアの質の向上のための教育プログラムが立案でき、教育実践できる。 

4. 患者の人権擁護のためにすすんで発言し，最適医療の提供にむけて状況改善の努力を行い、患者・家族が最

善の選択をおこなえるよう援助することができる。 

5. クリティカル期の患者の治療・看護環境における知的・人的・物的管理の方法について探究し、検討できる。 

教   
 

育 
  

 
内  

  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

 

実習方法；クリティカルケア看護実習Ⅱに引

き続いた実習を展開する。 

臨地実習（受け持ち患者の看護過程の展開

及び参加観察）→学内帰納的・反省的学習

（演習含む）→事例研究② 

 Patricia.G.Morton

他 『 Essential 

Critical  Care 

Nursing a Holistic 

Approach』 

7

日

間 

実習内容 

（臨地実習） 

1. ICU・CC 等生命危機状態にある人の医

学的診断過程及び治療場面での協働 

2. クリティカル期にある患者のモニタリ

ングと患者・家族への IC場面への参加 

3. 生命危機状態にある患者の健康問題把

握と健康問題解決に向けた看護ケアの

実践 

4. 患者の回復に伴い患者と共にポストク

リティカル期の病棟に移動し、継続的

な看護の実践。 

5. クリティカル期にある患者・家族への

IC場面及びカンファレンスへの参加。 

6. 多職種の連携・相談・調整・管理の実

際を考えるため各種委員会への参加と

スタッフ教育プログラム立案と実践協

力 

 

 

 

（実習中、実習終了後学内及び自己学習） 

 

 

1. クリティカル期にある患者の医学的診

断過程及び治療場面で、重症度・優先

度が判断でき、専門職者として適切な役

割行動がとれる。 

2. クリティカル期の患者の身体的状態につ

いて専門的に判断し、必要なケア・処置

における実践で患者の苦痛を効果的に

緩和し、安楽をはかることができる。 

3. 患者の人権擁護のためにすすんで発言

し，最適医療の提供にむけて状況改善

の努力を行い、患者・家族が最善の選

択をおこなえるよう援助することがで

きる。 

4. 各部門と協力し，協働して患者・家族

に引き起こされている問題解決に取り

組むことができる。 

5. 看護職者に対するケアの質の向上のた

めの教育プログラムが立案でき、教育

実践できる。 

6. 生命危機状況にある人のケアあるいは

医療従事者との会話等から問題点を推

測し，課題解決に向けた探究ができる。  

事例研究 

7. クリティカル期にある患者のケア場面

へ参加した内容から必要なデータから

問題解決のための方法及び専門的な技

術について探究した報告書が作成でき

る。 

文献は適宜活用す

る他、必要な文献

は自身で検索す

る。 

3

日

間 

1. クリティカル期にある患者のケア場面

へ参加した内容から必要なデータを収

集し、整理し、学術・研究的側面から

の探求と論文作成 

文献は適宜活用す

る他、必要な文献

は自身で検索す

る。 

 

実習期間； ２年前期に学内・臨地含め２

週間 

 

 

実習施設；  

1.広島大学病院 2.倉敷中央病院  

3.岡山医療センター 

 

指導体制； 

1. 本実習では基本的に受け持ち患者 1名

の看護展開を行い、担当教員に週 1 回

以上のスーパービジョンを受ける。 

2. 実習施設における実習指導者から、随

時、適切な助言・指導をうける。 

3. 臨地実習指導者と指導教員が緊密に

連絡を取り合い、実習到達目標を考慮

しながら指導を行う。 

 

 

 

 

 

  



教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 
1. クリティカル期にある患者の治療環境を

理解し、医療チームの中で協働できる。 

2. 患者・家族について高度な知識に基づい

た看護診断ができ、ケア計画が立案でき

る。 

3. 患者及び家族の全人的な苦痛を効果的に

緩和するために、看護実践方法の創意・

工夫ができ、実践できる。 

4. 看護職者に対しケアを向上させるための

教育的機能が果たせる。 

5. 看護職を含むケア提供者に対しての相談

機能が果たせる。 

6. 医療チームの中で円滑な医療提供に向け

た調整・相談機能が果たせる。 

7. 患者・家族の倫理的な問題・葛藤につい

て関係者間での倫理的調整ができる。 

8. クリティカル期にある患者のケア場面へ

参加した内容から専門知識・技術の向上

のために実践の場で研究活動を行い、事

例研究報告書が作成できる。 

・クリティカルケア看護学実

習Ⅲの評価表に沿って実

習の達成度を評価する。 

・ディスカッションや口頭試

問 

・レポート 

・実習態度などから学則の

評価基準に準じて総合的

に判断する。 

 

演繹的・帰納的学習による問題解決型

学習と探求が基本 

1. 実習計画の作成は学生が行う。 

2. 学内演習イメージトレーニング救命

救急援助技術演習 

3. 臨地実習（見学・カンフアランス場

面・スタッフ教育場面参加含む） 

4. スーパービジョンやディスカッション 

5. 実習終了後の振り返り学習 

6. 研究課題の発見と事例研究②報告

書の提出 

 



教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ2055 クリティカルケア看護学実習Ⅳ ２ ９０ 必修 
2年次 

前期 

岩本由美 前信由美 藤本和恵 

[佐々智宏]［岡本美穂］ 

 [戸田美和子] 

ね
ら
い 

本実習は、クリティカルケア看護専攻分野の以下のような実習目標が達成できるよう実習環境を整え、専門看護師として必

要な 6つの機能（実践，教育，相談，調整，研究，倫理）を有した質の高いケアを提供する能力を養うための実習

を展開する。 

1. クリティカル期の患者の医学的診断過程及び治療場面で、重症度・優先度が判断でき、看護専門職者として適切な役

割行動がとれる。 

2. クリティカル期の患者の身体的・精神的状態を適切にアセスメントし、患者の苦痛を効果的に緩和し、安楽をはかること

ができる。 

3. クリティカルケア場面で働く組織・職員・対象者のニーズをアセスメントし，看護および医療の質の向上の

ための教育プログラム計画が立案できる。 

4. 患者の人権擁護のためにすすんで発言し，最適医療の提供にむけて状況改善の努力を行い、患者・家族が最

善の選択をおこなえるよう援助することができる。 

5. クリティカル期の患者の治療・看護の環境について総合的に管理する方法について論じることができる。 

教   
 

育 
  

 
内  

  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 
1

日

間 

各自の課題設定と調整 既習学習を想起して専門看護師としての自己の課

題から、本実習の計画が立案できる。 

Patricia.G.Mort

on 他『Essential 

Critical  Care 

Nursing  a 

Holistic 

Approach』  

実習方法； 学内演習→臨地実習（受け持ち

患者の看護過程の展開及び参加観察）→学

内帰納的・反省的学習（演習含む）と進み、

次のクリティカルケア看護実習Ⅴも引き続い

て実習を展開する。 

 

２

日

間 

実習内容 

1. 実習目標からクリティカルケア場面を想

定し救命場面のシミュレーショントレーニ

ング（学内）。 

 

1. クリティカル期の患者の病態に合わせた一

次・二次救急救命活動が学内演習で実践で

き、自己の実践的課題が明確化できる。 

2. クリティカル期の患者の医学的診断過程及

び治療場面で、重症度・優先度が判断でき、

看護専門職者として適切な役割行動がとれ

る。 

3. クリティカル期の患者の身体的・精神的状態

を適切にアセスメントし、必要なケア・処置に

おける実践で患者の苦痛を効果的に緩和

し、安楽をはかることができる。 

4. クリティカル期の患者の治療・看護環境にお

ける知的・人的・物的管理の方法について論

じることができる。 

5. クリティカルな状況の中で患者・家族が最

善の選択をおこなえるよう援助することが

できる。 

6. 各部門と協力・協働して患者・家族に引き

起こされている問題解決及び患者の人権擁

護のためにすすんで発言し，最適医療の提

供にむけて状況改善の努力をすることがで

きる。 

7. 対象あるいは医療従事者との会話等から問

題点を推測し，クリティカルケア場面で働

く組織・職員・対象者のニーズをアセスメ

ントし，看護職者に対して看護及び医療の

質向上のための教育プログラム計画が立案

できる。 

8. クリティカル期の患者のケア場面へ参加した

内容から必要なデータを収集し、整理し、

問題解決のための探究ができる。 

9. クリティカルケア看護実習受け持った患者の

看護を専門看護師としての自己の課題から、

クリティカルケア看護実習Ⅴの計画が引き続

き立案できる。 

共通科目 ・特

論・演習で使用

した文献は適宜

活用する他、必

要な文献は自

身で検索する。 

6

日

間 

臨地実習 

1. クリティカル期の患者の医学的診断過

程及び治療場面への参加 

2. クリティカル期の患者のモニタリングと患

者・家族への IC場面への参加 

3. クリティカル期の患者の看護ケア及び看

護管理場面への参加及び生命危機状

態にある人の健康問題解決のための看

護ケアの実践 

4. 患者の回復に伴い患者と共にポストク

リティカル期の病棟に移動し、継続的

な看護の実践。 

5. 看護・治療環境の管理場面及び会議へ

の参加 

6. クリティカル期の患者にある患者・家族

への IC 場面及びカンファレンスへの

参加。 

7. 多職種の連携・相談・調整・管理の実

際を考えるため各種委員会への参加と

スタッフ教育プログラム立案と実践協

力。 

 

 

 

（実習中、実習終了後学内及び自己学習） 

文献は適宜活

用する他、必要

な文献は自身

で検索する。 

1

日

間 

1. クリティカル期の患者のケア場面へ参加

した内容から必要なデータを収集し、

整理し、学術・研究的側面からの探求。 

2. クリティカルケア看護実習Ⅴに引き続い

た実習を展開するので、実習ガイダン

ス及び実習施設概要オリエンテーショ

ン及び各自の課題設定と調整 

文献は適宜活

用する他、必要

な文献は自身

で検索する。 

 

実習期間；２年次前期に学内・臨地含め２

週間 

 

 



 
実習施設； 

1.広島大学病院 2.倉敷中央病院 

 

  

 

指導体制； 

1. 本実習では基本的に受け持ち患者 1名

の看護展開を行い、担当教員に週 1 回

以上のスーパービジョンを受ける。 

2. 実習施設における実習指導者から、随

時、適切な助言・指導をうける。 

3. 臨地実習指導者と指導教員が緊密に

連絡を取り合い、実習到達目標を考慮

しながら指導を行う。 

  

教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 
1. 患者・家族について高度な知識に基づいた

看護診断ができ、ケア計画が立案できる。 

2. 患者及び家族の全人的な苦痛を効果的に緩

和するために、看護実践方法の創意・工夫

ができ、実践できる。 

3. 看護職者に対しケアを向上させるための教

育的機能が果たせる。 

4. 看護職を含むケア提供者に対しての相談機

能が果たせるための教育プログラムが立案

できる。 

5. 医療チームの中で円滑な医療提供に向けた

調整・相談機能が果たせる。 

6. 患者・家族の倫理的な問題・葛藤について

関係者間での倫理的調整ができる。 

7. クリティカル期の患者の治療・看護の環境に

ついて総合的に管理する方法について論じる

ことができる。 

8. 専門看護師に要求されている卓越した実践

力・教育力・調整力・相談力・研究活動力・

倫理的課題含めた学術的研究が実践でき

る。 

・クリティカルケア看護学実

習Ⅳの評価表に沿って実

習の達成度を評価する。 

・ディスカッションや口頭試

問 

・レポート 

・実習態度などから学則の

評価基準に準じて総合的

に判断する。 

 

演繹的・帰納的学習による問題解決型

学習と探求が基本 

1. 実習計画の作成は学生が行う。 

2. 学内演習シミュレーショントレーニ

ングによる救命救急援助技術演

習 

3. 臨地実習（見学・カンフアランス場

面・スタッフ教育場面参加含む） 

4. スーパービジョンやディスカッショ

ン 

5. 実習終了後の振り返り学習 

 

 



教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ2056 クリティカルケア看護学実習Ⅴ ２ ９０ 必修 
２年次

前期 

岩本由美 前信由美 藤本和恵 

[佐々智宏] ［岡本美穂］ 

[戸田美和子] 

ね
ら
い 

本実習は、クリティカルケア看護専攻分野の以下のような実習目標が達成できるよう実習環境を整え、専門看護師として必

要な 6つの機能（実践，教育，相談，調整，研究，倫理）を有した質の高いケアを提供する能力を養うための実習

を展開する。 

1. クリティカル期の患者の重症度・優先度が即座に判断でき、ケアとキュアを融合した高度な救命活動が実践できる。 

2. クリティカル期の患者の身体的・精神的状態を適切にアセスメントし、患者の苦痛を効果的に緩和し、安楽をはかること

ができる。 

3. 看護職者に対して看護及び医療の質向上のための教育プログラム計画が立案でき、実践できる。 

4. 患者の人権擁護のために各部門と協力・協働して患者・家族に引き起こされている問題解決のために進んで

発言し、患者・家族が最善の選択をおこなえるよう援助することができる。 

5. クリティカル期の患者の治療・看護の環境について総合的に管理できる。 

6. クリティカルケア場面で働く組織・職員・対象者のニーズをアセスメントし，看護および医療の質の向上の

ための提案を考えることができる。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

実習方法；臨地実習（参加観察含む）→学内帰納的・反省的学習（演習含む）→学内演習→事例

研究③ 

Patricia.G.Morton 他

『 Essential Critical 

Care  Nursing  a 

Holistic Approach』 

 

共通科目・特論・演習

で使用した文献は適宜

活用する他、必要な文

献は自身で検索する。 

7

日

間 

実習内容 

（臨地実習） 

1. クリティカル期の患者の医学的診断過

程及び治療場面への参加 

2. クリティカル期の患者のモニタリングと患

者・家族への IC場面への参加と家族支

援の実践 

3. クリティカル期の患者の看護ケア及び看

護管理場面への参加及びクリティカル

期の患者の健康問題解決のための看

護ケアの実践 

4. 患者の回復に伴い患者と共にポストク

リティカル期の病棟に移動し、継続的

な看護の実践 

5. 看護・治療環境の管理場面及び会議へ

の参加 

6. クリティカル期の患者・家族への IC 場

面及びカンファレンスへの参加 

7. 多職種の連携・相談・調整・管理の実

際を考えるため各種委員会への参加と

スタッフ教育プログラム立案と実践 

 

 

（実習中、実習終了後学内及び自己学習） 

1. クリティカル期の患者の重症度・優先

度が判断でき、ケアとキュアを融合

した高度な救命活動が実践できる。 

2. クリティカル期の患者の身体的・精神

的状態を適切にアセスメントし、必要

なケア・処置における実践で患者の

苦痛を効果的に緩和し、安楽をはか

ることができる。 

3. クリティカル期の患者の治療・看護環

境における人的・物的管理が適切に

できる。 

4. クリティカルな状況の中で患者・家

族が最善の選択をおこなえるよう援

助することができる。 

5. 患者の人権擁護のために各部門と協

力し，協働して患者・家族に引き起

こされている問題解決のために進ん

で発言することができる。 

6. 対象あるいは医療従事者との会話等

から問題点を推測し，クリティカル

ケア場面で働く組織・職員・対象者

のニーズをアセスメントし，看護お

よび医療の質の向上のための提案を

考えることができる。 

7. クリティカル期にある患者の治療環境

が理解でき、求められている看護ケア

を想定し、シミュレーション計画を立

て、教育実践することができる。 

8. 8.専門看護師に要求されている卓越

した実践力・教育力・相談力・調整

力・研究活動力・倫理的課題含め学

術・研究的側面から探求した事例報

告ができる。 

3

日

間 

1. 実習目標からクリティカルケア場面を想

定した救命場面のシミュレーション教育

プログラムの策定と実施。 

2. クリティカル期の患者のケア場面へ参

加した内容から必要なデータを収集

し、整理し、学術・研究的側面からの

探求と論文作成。 

文献は適宜活用する

他、必要な文献は自身

で検索する。 

 

実習期間；２年次前期に学内・臨地含め２

週間 

 

  

 

実習施設； 

1.広島大学病院 2.倉敷中央病院 

 

  



 

指導体制； 

1. 本実習では、基本的に受け持ち患者 1

名の看護展開を行い、担当教員に週 1

回以上のスーパービジョンを受ける。 

2. 実習施設における実習指導者から、随

時、適切な助言・指導をうける。 

3. 臨地実習指導者と指導教員が緊密に

連絡を取り合い、実習到達目標を考慮

しながら指導を行う。 

  

教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 
1. 患者・家族または集団に対してケアとキュ

アを融合した高度な看護実践を医療チー

ムの中で協働できる。 

2. 患者・家族について高度な知識に基づい

た看護診断ができ、ケア計画が立案でき

る。 

3. 患者及び家族の全人的な苦痛を効果的に

緩和するために、看護実践方法の創意・

工夫ができ、実践できる。 

4. 看護職者に対しケアを向上させるための

教育的機能が果たせる。 

5. 看護職を含むケア提供者に対しての相談

機能が果たせる。 

6. 医療チームの中で円滑な医療提供に向け

た調整・相談機能が果たせる。 

7. 患者・家族の倫理的な問題・葛藤につい

て関係者間での倫理的調整ができる。 

1. 専門看護師に要求されている卓越した実

践力・教育力・相談力・調整力・研究活動

力・倫理的課題含め学術・研究的側面から

探求した事例報告ができる。 

・クリティカルケア看護学実習

Ⅴの評価表に沿って実習の達

成度を評価する。 

・ディスカッションや口頭試問 

・レポート 

・実習態度などから学則の評価

基準に準じて総合的に判断す

る。 

 

演繹的・帰納的学習による問題解決

型学習と探求が基本 

1. 実習計画の作成は学生が行う。 

2. 臨地実習（見学・カンフアランス

場面・スタッフ教育場面参加含

む） 

3. スーパービジョンやディスカッ

ション 

4. 学内演習実習終了後の振り返り

学習 

5. 事例研究③の提出 

 

 



 

教科

目№ 教科目名 
単位

数 
時間数 

必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

x20

57 

高齢者看護学特論Ⅰ 

（老年看護の基盤） 
2 30 必修 前期 

奥田泰子・松本敬子 

北木弥生 

ね
ら
い 

１．老年期の特徴を理解し、老年看護の基盤となる諸理論を用いた看護実践への適用方法を学修する。 

２．老人看護専門看護師として求められる役割・機能について理解し、臨床での実践応用に向けた基本的視

点を修得する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 

ライフサイクルにおける老年期の 

理解          （奥田） 

ライフサイクルからみた老年期の特徴

を理解し対象への看護の視点を持つこ

とができる。 

・エリクソン/朝永正徳

ほか訳：老年期、みす

ず書房 

・富沢公子訳；老年的

超越、晃洋書房 

 

・石塚百合子ほか訳；

看護診断に基づく老

人看護学２身体的変

化とケア、医学書院 

 

 

・山崎喜比古ほか監

訳；健康の謎を解く、

有信堂 

・山崎喜比古ほか編；

ストレス対処力 SOC,有

信堂 

 

2 

エイジング  

・活動理論、離脱理論、老年的超越 

        （奥田） 

老化・加齢・エイジングについて諸理

論を理解し、多角的視点で看護の対象

をとらえることができる。 

3 

加齢による身体的変化と疾患・生活 

への影響        （奥田） 

加齢による身体的変化から、老年期の

病気の特徴や加齢変化が生活にどのよ

うに影響するかを考察できる 

4 

加齢による精神・心理、社会的変化と

生活への影響      （奥田） 

                   

老年期における精神・心理社会的特徴

から生活への影響を考察できる 

5 
老年期における健康の概念        

 ・健康生成論と SOC 理論       

  ・サクセスフル・エイジング 

  ・プロダクティブエイジング  （松本） 

高齢者の健康について多角的視点で理

解し、老年期の健康の特徴を述べるこ

とができる。 

6 

7 

QOL の概念と老年期の QOL  

 

（松本） 

QOL の一般概念を基本に、高齢者の

QOL のとらえ方を深め、看護実践の方

向性を述べることができる。 

8 
認知症高齢者の QOL 

（松本） 

認知症高齢者の QOL のとらえ方および

測定方法を述べることができる。   

9 
高齢者看護における倫理的課題 とアド

ボカシー 

・エイジズム 

・倫理的意思決定支援     （奥田） 

                   

高齢者に起こりやすい倫理的課題と権利

擁護について理解する。 

倫理的課題に対する法制度や支援を理

解し、看護実践での活用方法を検討でき

る。 

会田薫子：延命医療と

臨床現場、東京大学

出版会 

サラ T.フライほか著/

片田範子ほか訳：看護

実践の倫理 

10 

11 
高齢者看護の理論と活用 

 ヘンダーソンの看護理論        

オレムのセルフケア理論            

コルカバのコンフォート理論 

ストレングスモデル  

ライフヒストリー     （奥田） 

高齢者看護に活用できる理論やモデル

の基本を理解し、モデル事例をもとに

臨床への応用を検討することができる。 

 

・ｺﾆｰ M.ﾃﾞﾆｽ：オレム

看護論入門、医学書

院 

コルカバコンフォート理

論、医学書院 12 

13 

14 

15 

老人専門看護師の役割と機能 

（実践・教育・相談・調整・研究・倫理調

整） 

                   （北木） 

老人看護専門看護師の役割と機能につ

いて専門看護師の臨床実践から理解し、 

社会的使命を探求する視点が持てる。 

・井部俊子ほか監修：

専門看護師の思考と

実践、医学書院 

・鶴若麻理ほか：看護

師の倫理調整力、日

本看護協会 

・ﾊﾟﾄﾘｼｱ R.ｱﾝﾀﾞｰｳｯ

ﾄﾞ：コンサルテーション

の概要―コンサルタン

ト の 立 場 か ら 、

INRVol18、No5,ｐ4-12 

16 

 

総括・レポート提出 

                            

（奥田） 

老年看護の基盤に関する授業を通し、高

齢者（その家族を含む）への尊厳のある、

質の高い生活を送るために、老人看護

専門看護師として提供するための役割・

機能をまとめる。 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 
老年看護の基盤となる諸理論を理

解し、倫理的課題を視野に入れた

看護実践で活用できる。また、高齢

者とその家族への専門看護師の役

割・機能が説明できる。 

１．学生の課題発表・レポート作成・

討論への参画状況で評価する。 

２．評価点は、S（100～90 点）、A（89

～80 点）、B（79～70 点）、C（69～

60 点）、D（59 点以下）とし、S・A・

B・Cを合格、Dを不合格とする。 

１．課題レポート作成・発表・討論によ

り学修する。 

２．履修に当たっては自己学習が必要

である。 



 

教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ2058 
高齢者看護学特論Ⅱ 

（高齢者の健康生活評価） 
2 30 

CNS 

必修 
前期 

 奥田泰子・棚﨑由紀子 

北木弥生・加藤愛子 

ね
ら
い 

１.高齢者専門看護師に求められる高齢者の健康生活評価を理解する科目である。 

２.高齢者の健康・生活評価を行うために身体的・精神的・社会的側面の包括的アセスメントが理解できる。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 

高齢者の健康生活機能評価 

・高齢者総合機能評価（CGA）について 

・国際生活機能評価（ICF）について 

                      （奥田）                       

高齢者の健康生活評価の特

徴や包括的アセスメントの意義

を理解し、臨床での活用の視

点を持てる。 

・岡本雄三監訳；高

齢者機能評価ハン

ドブック、医学書院 

 

・山内豊明ほか監

訳；高齢者のヘルス

アセスメント、西村書

店 

 

・鳥羽健二著；高齢

者の生活機能の総

合的評価 

 

・鳥羽健二監修：

長寿科学総合研

究 CGAガイドライ

ン研究班著：高齢

者総合的機能評

価ガイドライン（厚

生科学研究所） 

 

・講義時に別途提示 

 

 

・実践事例をもとに

プレゼン・ディスカッ

ション 

（CNS の役割を視野

に入れた事例展開） 

2 

高齢者の身体機能のアセスメントと支援（１） 

 日常生活活動能力指標 

基本的 ADL,IADL             （奥田）  

各種評価表が活用できる。加

齢や疾患による身体機能の低

下について評価指標を活用し

てアセスメントする 

3 

高齢者の身体機能のアセスメントと支援（２） 

 老健式活動能力指標     

 （奥田） 

地域で生活する高齢者の日常

生活をアセスメントできる 

4 
高齢者の精神機能のアセスメントと支援（１） 

 認知機能障害のアセスメント 

 認知症高齢者の日常生活機能評価 

 BPSDのアセスメント             

 （奥田）  

精神・心理的機能および認知

機能低下を評価するアセスメ

ント方法を理解し、各種評価表

を用いて各事例のアセスメント

ができる。 

5 

6 

7 

高齢者の精神機能のアセスメントと支援（２） 

うつとせん妄               （奥田） 

うつとせん妄の違いを理解し、

事例をもとに具体的な看護実

践を検討できる。 

8 

高齢者の居住する住環境のアセスメントと援助の視

点                         （奥田） 

住み慣れた高齢者の住居をア

セスメントし、安全・安心な住環

境整備の視点が持てる。 

9 高齢者の起こりやすい症状の実践事例展開 

 

① 疼痛のある高齢者の事例検討    （棚﨑） 

② 尿失禁等、排尿障害がある高齢者の事例検

討                      （加藤） 

③ 神経障害のある高齢者の事例検討 （加藤） 

④ 意識障害のある高齢者の事例検討 （北木） 

⑤ 摂食・嚥下障害、栄養不良状態のある高齢

者の事例検討              （北木） 

⑥ 呼吸困難のある高齢者の事例検討 （北木） 

⑦ 発熱のある高齢者の事例検討    （北木） 

老年期に起こりやすい症状に

ついて、事例を通して包括的

アセスメントを行い、専門看護

師としての役割・機能を具体的

に述べることができる 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

総括・レポート提出              （奥田） 高齢者の健康面・生活面・環

境面・社会面を包括的にアセ

スメントする必要性を理解し、

高齢者にとって望ましい生活を

支える看護の視点についてま

とめる。 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 
高齢者の身体的・精神的・社会

的側面の包括的アセスメントの方

法を理解し、実践事例をもとに活

用できる視点を持つことができ

る。 

１.学生の課題発表・レポート作成・討

論への参画状況などで評価する。 

２.評価点は、S(100～90 点)、A（89～

80 点）、B(79～70 点)、C（69～60

点）、D(59 点以下)とし、S・A・B・C

を合格、Dを不合格とする。 

１.講義と演習により、評価スケールの

理解を深める。 

２.学生の課題レポート作成・発表・討

論により、学習する。 

３.履修にあたっては自己学習が必要

である。 



 

教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

x2059 
高齢者看護学特論Ⅲ 

（高齢者の疾患と検査、治療） 
2 30 

CNS 

必修 
前期 奥田泰子・土肥敏博 

ね
ら
い 

１．老人看護専門看護師に求められる、各臓器の加齢変化とそれに伴う疾患・検査・治療の基本的知識を修得する科

目である。 

２．高齢者に発生頻度の高い疾患や症候群と検査・治療（薬物療法を含む）および介護予防について理解を深める。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 
加齢による心血管系の変化と疾患の特徴 

(土肥) 

・高血圧・動脈硬化・不整脈の検査と治療 

・虚血性心疾患の検査・治療 

・脳血管疾患の検査と治療 

 

加齢による心血管系・循環器

系の変化と疾患の検査・治療

の基本を理解する 

 

講義時別途提示 

2 

3 

4 
加齢による呼吸器系の変化と疾患の特徴 

(土肥) 

・慢性閉塞性肺疾患の検査と治療 

・肺炎・気管支炎・肺がんの検査と治療 

 

加齢による呼吸器系の変化と

高齢者に多い呼吸器系疾患

の検査と治療の基本を理解す

る 5 

6 
加齢による消化器系の変化と疾患の特徴 

(土肥) 

・上部消化管疾患（逆流性食道炎、食道がん） 

・下部消化管疾患（大腸がん、大腸ポリープ、便秘） 

 

加齢による消化器系の変化と

高齢者に多い消化器系疾患

の検査と治療の基本を理解す

る 7 

8 
加齢による筋骨格系の変化と疾患の特徴 

(土肥)    

・骨粗鬆症、変形性関節症の検査と治療 

・関節リウマチの検査と治療 

 

加齢による筋骨格系の変化と

高齢者に多い筋骨格系疾患

の検査と治療の基本を理解す

る 9 

10 
加齢による神経系の変化と疾患の特徴 

(土肥) 

・パーキンソン症候群の神経学的検査と薬物治療 

・認知症の検査と薬物療法 

 

加齢による神経系の変化と高

齢者に多い、神経系疾患の検

査と治療の基本を理解する 

11 

12 
老年症候群の予防・検査・治療         （奥田） 

  

・介護予防の概念 

 ・転倒と骨折 

 ・低栄養とサルコペニア、フレイル 

 ・排尿・排便障害 

・睡眠障害 

老年症候群の検査・治療を理

解し、各症候群の予防や自立

支援に向けた援助方法を述べ

ることができる。 

改訂版  健康長寿

診療ハンドブック、

日本老年医学会 

13 

14 

15 

16 

総括・レポート提出        

                         （土肥 奥田） 

①高齢者に多い疾患について

検査・治療の基本をまとめ看護

実践に活かせる冊子を作成す

る。②高齢者に発生頻度の高

い疾患や症候群の検査・治療

の学びから、複雑な健康問題

を持つ高齢者への自立支援・

生活支援に向けた看護実践の

在り方を述べる 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 
高齢者に発生頻度の高い疾患や症

候群の検査・治療（薬物療法を含

む）及び介護予防について、実践で

活用可能となるよう理解を深めること

ができる。 

１.学生の課題発表・レポート作成・討

論への参画状況などで評価する。 

２.評価点は、S(100～90 点)、A（89～

80 点）、B(79～70 点)、C（69～60

点）、D(59 点以下)とし、S・A・B・C

を合格、Dを不合格とする。 

１.講義とプレゼンテーション中心に授

業を行う。 

２.学生の課題レポート作成・発表・討

論により学習する。 

３.履修にあたっては自己学習が必要

である。 



 

教科

目№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

 
高齢者看護学特論Ⅳ 

（高齢者と家族） 
2 30 

CNS 

必修 

前期 

 

奥田泰子・棚﨑由紀子

佐々木秀美 

ね
ら
い 

１．高齢者と家族への倫理的判断を含む日常生活ケア実践を行うためのアセスメントと具体的方法を理解できる。 

２．複雑かつ多様な高齢者とその家族に対し、エンドオブライフの視点に立った高度な看護判断に基づいて適切な

看護援助ができるよう理解を深める。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 
高齢者と家族への支援に関する諸問題 

                            （奥田） 

現代の家族形態や家族機能

から、健康問題を持つ高齢者

とその家族の課題について理

解できる 

講義時別途提示 

 

先行文献 

 

・鈴木和子ほか著；

家族看護学、日本

看護協会出版会 

 

2 

3 
高齢者への支援に関連する身体的視点、心理的視

点、社会的視点                     

(佐々木)   

複雑な疾患をもつ高齢者の身

体的視点とその家族に関する

心理的、社会的視点から看護

援助の実践ができるよう理解を

深める 
4 

5 

高齢者の家族への支援に関連する心理学的視点と社

会学的視点                             

(佐々木)   

6 
高齢者と家族支援の現状及び課題 

（サポートシステム） （他職種連携）                

(佐々木)  
7 

8 
高齢者と家族支援における倫理的課題   （佐々木） 高齢者と家族における尊厳を

守る倫理的配慮に関連する課

題が論述できる  

  9 

10 
高齢者と家族に対する家族アセスメントモデルの活用

と評価の事例検討    

                            （棚﨑） 

家族アセスメントモデルを活用

し専門職として高齢者とその家

族の援助について実践できる

よう検討する 
11 

12 
高齢者と家族を対象とした事例検討      （棚﨑）   複雑な健康問題を持つ高齢者

と家族への看護展開から実践

上の課題とチーム医療の課題

が先行研究で得られた知見を

用いて論述できる 
13 

14 
高齢者と家族を対象とした研究と看護の課題 

 （奥田） 

 

高齢者と家族への看護に関す

る先行研究をもとに、看護実践

上の課題へのアプローチを理

解し、自己の実践へ適用する

視点を持つ 
15 

16 

総括・レポート提出  

                    （奥田・佐々木・棚﨑） 

複雑な健康問題を持つ高齢者

と家族の抱える問題に対して、

倫理的判断や調整の視点を踏

まえた高度な看護実践につい

てまとめる。 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 
複雑かつ多様な高齢者とその家族

の抱える問題に対して、倫理的判

断や調整の視点を踏まえた高度な

老年看護の実践が提案できる。 

１．プレゼンテーション、レポート等の

参画状況により評価する。 

２.評価点は、S(100～90 点)、A（89～

80 点）、B(79～70 点)、C（69～60

点）、D(59 点以下)とし、S・A・B・C

を合格、Dを不合格とする。 

１.先行文献、グループワーク、個人

ワーク、プレゼンテーション等、多様な

方法で学習する。 

 



 

教科

目

№ 
教科目名 単位数 時間数 

必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

 
高齢者看護学特論Ⅴ 

（高齢者制度・政策とサポート） 
2 30 

CNS 

必修 
前期 

奥田泰子・棚﨑由紀子 

藤元歩・久常節子 

ね
ら
い 

１.老人看護専門看護師として、高齢者保健・医療・福祉制度や政策の現状（日本、世界）および高齢者のサポートシ

ステムの現状を理解し、高齢者が安心して保健医療福祉サービスを受けられるための知識を修得する。 

２.必要な医療・ケアが円滑に提供されるように、保健医療福祉関係者との相談、調整、教育をとおしてチーム医療を

円滑に推進する能力を養う。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 
我が国および諸外国の高齢者に関する保健・医療・福

祉政策や法制度の歴史                

 (棚﨑) 

高齢者に関する保健・医療・福祉政

策や法制度の変遷について諸外国

の動向も踏まえて説明できる。 

講義時別途提

示 

 

先行文献 

 

 

 

・厚生労働省

HP 

地域包括ケア

システム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・見藤隆子他；

看護職者のた

めの政策過程

入門 第 2 版、

日本看護協会

出版会 

2 

3 

我が国の高齢者に関する保健・医療・福祉システムの

最新の動向と課題および展望 

(奥田) 

我が国の高齢者に関する保健・医

療・福祉システムの最新の動向を理

解し、今後に向けた展望を述べるこ

とができる。 

4 
認知症に関連する施策から地域包括ケアシステム 

 認知症関連施策と歴史的背景 

 認知症疾患医療センター・認知症初期集中支援

チームの活動 

 地域包括ケアシステムと多職種連携 

                             (藤元) 

認知症高齢者に対する施策の歴史

的変遷を理解する。また、地域包括

システムにおいて認知症高齢者の

生活の質を整えるための視点を考

察できる。 
5 

6 
高齢者へのサポートシステムの実際 

 ・医療施設、保健・福祉施設、在宅における高齢者ケ

アサポートシステムの現状と課題 

・地域診断をもとにサポートシステムの組織化 

・高齢者ケアサポートシステムの活用 

                            (藤元)  

高齢者へのケアサポートシステムの

現状を理解し、課題を検討すること

ができる。また、サポートシステムの

組織化と活用方法を理解し、その地

域に不足するサポートシステムの構

築に向けた提言ができる。 

7 

8 介護保険制度の体系と最新の動向およびサービスの

活用      

                            (奥田) 

介護保険法の体系と最新の動向を

踏まえ、事例に適した活用方法を検

討できる。 9 

10 
国内外の高齢者の権利擁護に関連する制度の動向と

課題               

  ・成年後見制度 

  ・日常生活支援事業              (奥田) 

高齢者の権利擁護に関連する制度

の動向と課題を理解し、 

 
11 

12 
 政策活動の基本と高齢者看護の課題 

                            

  (久常) 

政策活動の基本を理解し、高齢者

に質の高い看護を提供するための

課題と政策の展望を検討できる 
13 

14 
高齢者の保健・医療・福祉制度と専門看護師の役割・

機能                

・多職種連携の必要性 

・多職種連携における看護師の役割 

・専門看護師としての役割を検討する     (奥田) 

現行の保健・医療・福祉制度のもと

で、チーム医療を推進するための教

育・相談・調整の機能について理解

できる 
15 

16 

総括・レポート提出                 (奥田) 高齢者の保健・医療・福祉の現状と

展望をまとめ、チーム医療における

看護師の役割を述べる 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 
１. 老人看護専門看護師として高 

齢者保健福祉制度、政策の現状

（日本、世界）、高齢者のサポートシ

ステムを理解し展望を述べることが

できる。 

２.必要な医療・ケアが円滑に提供

できるようにチーム医療を推進し、

専門看護師として、保健医療福祉

関係者への教育・相談・調整の視

点を述べることができる。 

１.参画状況とプレゼンテーション及

びレポートにより評価する。 

２.評価点は、S(100～90 点)、A（89～

80 点）、B(79～70 点)、C（69～60

点）、D(59 点以下)とし、S・A・B・C を

合格、Dを不合格とする。 

１.我が国の高齢者保健・医療・福祉制

度の変遷と現行のシステムについて

調べてまとめる。 

２．先行文献から、海外の高齢者福祉

制度を読み、我が国の制度との対比

をまとめる。 

３．授業はプレゼンテーションと討議に

より進める。 

４．サポートシステムの実際は、市が

行っている会に参加し、実践での課題

を見出す。 



 

教科

目

№ 
教科目名 単位数 時間数 

必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ

206

2 

高齢者看護学演習Ⅰ 2 60 
CNS 

必修 
後期 

奥田泰子・加藤重子 

 小鶴俊郎・久保田浩子 

岡田 望・古山陽子 

ね
らい 

１.老人看護専門看護師に求められる役割を担うため、認知症高齢看護について習熟する科目である。 

２.高度な認知症高齢者および家族への看護を行うため、倫理的配慮と具体的な援助方法について習得する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 

認知症の基本理解 

  最新の検査・診断・治療           （小鶴） 

認知症疾患医療センターの役

割と最新の検査・診断・治療に

ついて理解できる。 

・日本認知症ケア学

会編：改定認知症ケ

アの基礎・ケアの実

際Ⅰ・ケアの実際

Ⅱ、ワールドプラン

ニング社 

 

・寺田真理子訳；認

知症ケアの倫理、ク

リエイツかもがわ 

 

・水野裕監修；パー

ソン・センタード・ケ

ア、クリエイツかもが

わ 

 

・藤沢喜勝監訳；バ

リデーション、筒井

書房 

 

・本田美和子ほか； 

ユマニチュード入

門、医学書院 

 

 

 

別途講義で提示す

る。 

 

2 
 認知症ケアの原則・倫理           （加藤） 尊厳あるケアの必要性につい

て理解できる。 

3 

認知症ケアの理念 

  ・パーソン・センタード・ケア         （加藤） 

パーソン・センタード・ケアの理

念を理解し、看護実践に適用

する視点が持てる。 

4 
認知症高齢者への非薬物療 

・リアリティオリエンテーション（RO） 

・音楽療法、 

・タクティールケア  など          （奥田） 

認知症高齢者に対する非薬物

療法の必要性および具体的方

法が理解できる 
5 

6 

7 認知症高齢者とのコミュニケーション 

・認知症者とのコミュニケーションの基本 

・バリデーション技法 

・回想法 

・ユマニチュード                （久保田） 

認知症高齢者に対する効果的

なコミュニケーション技法の用

い方が理解できる 

 

 

8 

9 

10 
認知症高齢者の意思を尊重した日常生活援助の実

際 

  ・食事援助 

  ・排泄援助 

  ・清潔（入浴・口腔ケア）援助        （岡田） 

「食事」「排泄」「清潔」援助の

自然な動き理解し、それぞれ

の認知症高齢者の意思を尊重

するために高齢者の持つ強み

を活かした援助方法を検討で

きる。 

11 

12 

13 認知症高齢者のアセスメントとケアプラン 

  ・各種アセスメントツールの使い方 

  ・事例をもとにアセスメント・ケアプランを作成する。                        

（奥田） 

  ・在宅における認知症高齢者事例     （古山） 

アセスメントツールを使用して、

認知症高齢者の包括的アセス

メントを実施し、看護計画が立

案できる。 
14 

15 

16

～

30 

認知症高齢者が生活している施設でのフィールド

ワーク（病院、介護老人保健施設、グループホーム）                     

(加藤・奥田)  

 

複雑な事例に対して、展開さ

れている援助の実際が理解で

きる。自己のケア実践をリフレ

クションにより評価できる。 

31 

 

総括・レポート提出                 （奥田） 

認知症高齢者の看護援助に

について、講義、先行文献、

フィールドワークでの実践か

ら、看護方法をまとめることが

できる 

  最終到達目標 評価法 学修法 

教
育
評
価 

認知症高齢者への看護実践に

ついて、倫理的配慮に基づいた

具体的な援助方法を理解し、一

部フィールドでの実施ができる。 

１.課題への取り組み、リフレクショ

ンレポート、ポートフォリオ、技

術習得状況から総合的に評価

する。 

２.評価点は、S(100～90点)、A

（89～80点）、B(79～70点)、C

（69～60点）、D(59点以下)とし、

S・A・B・Cを合格、Dを不合格と

する。 

１.認知症高齢者看護の具体的援

助について演習を中心に体験

し、人権を尊重し、個別性のあ

る看護実践ができる能力を身に

つける。 

２.自己の演習をビデオ・記録によ

りリフレクションする。 

３.履修に当たって自己学習、自己

演習、体験を必要とする。 



 

教科

目

№ 
教科目名 単位数 時間数 

必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ

206

3 

高齢者看護学演習Ⅱ 2 60 
CNS 

必修 
後期 

奥田泰子・佐々木由紀 

田村和恵・松原みゆき 

平山順子・岡野純子  

ね
らい 

１．高齢者専門看護師に求められる、終末期の高齢者看護について習熟する科目である。 

２．がん・非がんを問わず、終末期にある高齢者に対する高度な看護実践に必要な理念やケア実践を修得する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 

End-of-Life-Care(ELC)とは 

（佐々木由） 

ELC の概念を理解し、人生最

終段階を生きる高齢者看護の

への活用を検討できる。 

別途講義で提示す

る 

 

 

・田村恵子編集：終

末期看護、エンド・

オブ・ライフケア、メ

ヂカルフレンド社 

 

・長江弘子編集：看

護実践にいかすエ

ンド・オブ・ライフケ

ア、日本看護協会

出版会 

 

・赤林朗ほか監訳；

臨床倫理学  臨床

医学における倫理

的決定のための実

践的なアプローチ、

新興医学出版社 

 

・清水哲郎ほか；高

齢者ケアと人工栄養

を考える、医学と看

護社 

2 

End-of-Life-careの実際 

（佐々木由） 

End-of-Life-Car の概念を実

践事例から理解し、看護実践

への視点が持てる 

3 
終末期にある高齢者の包括的アセスメント 

（佐々木由） 

包括的アセスメントの必要性が

理解できる。 

4 
終末期にある高齢者の事例を用いたアセスメントの実

際                        （佐々木由） 

5 

終末期にある高齢者の全人的苦痛の理解と援助 

                          

 （佐々木由） 

身体的・精神的・社会的・スピリ

チュアルな痛みについて、苦

痛緩和の方法が理解できる。 

6 終末期における倫理的意思決定支援  （佐々木由） 

１）リビングウイルからACP（Advance Care Planning） 

２）臨床倫理の４分割 

３）倫理的意思決定支援の実際  

終末期における倫理的課題の

分析方法および高齢者の意思

を尊重した意思決定支援の方

法が理解できる。 
7  

8 

9 

終末期にある高齢者の身体的特徴と日常生活援助 

（佐々木由）  

終末期の身体的特徴を理解

し、具体的な日常生活援助を

述べることができる。 

10 
終末期にある高齢者の生活援助（１） 

  栄養管理・食事の援助 

                            （平山） 

摂食・嚥下の基本的理解から

終末期高齢者の食事援助の

具体的方法が理解できる。 11 

12 

終末期にある高齢者の生活援助（２） 

  褥瘡予防・スキンケア             （岡野） 

終末期に起こりやすい皮膚トラ

ブルのアセスメントと介入方法

が理解できる 

13 
デスエデュケーション 

（田村） 

デスエデュケーションとは何

か、その必要性を理解できる。 

14 

高齢者の家族への看護 

  配偶者をなくした高齢者の心理       （田村） 

配偶者をなくした高齢家族の

心理について理解でき、援助

の視点が持てる。 

15 

グリーフケア 

（田村） 

家族の悲嘆のプロセスが理解

でき、グリーフケアの実際が理

解できる。 

16

～

30 

終末期高齢者が生活している施設でのフィールドワー

ク（病院、訪問看護ステーション、ホスピスなど） 

                         （奥田・松原） 

終末期の高齢者に対する援助

の自裁場面から、展開方法や

看護の視点が理解できる。 

 

31 

総括・レポート提出 

 

（奥田） 

終末期高齢者の看護につい

て、講義や演習、フィールド

ワークからの知見をもとに、専

門看護師としての活動の在り

方をまとめる 

 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 
終末期にある高齢者への看護に求

められている卓越したケアについ

て、具体的に説明でき、一部実施

できる。 

１.課題への取り組み、技術習得状

況、・レポート提出などから総合的

に評価する。 

２.評価点は、S(100～90 点)、A（89～

80 点）、B(79～70 点)、C（69～60

点）、D(59 点以下)とし、S・A・B・C を

合格、Dを不合格とする。 

１.履修に当たって自己学習、自己演

習、体験を必要とする。 

２.先行文献から終末期にある高齢者

個人にあった援助ができる能力を

身につける。 

３.自己の演習をビデオ・記録によりリ

フレクションする。 



  
 

 

教科目

№ 
教科目名 単位数 時間数 

必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ2065 高齢者看護学実習Ⅰ ４ 180時間 
CNS 

必修 
通年 

奥田泰子・加藤重子  

撰 敬子・霜江喜久美 

ね
ら
い 

１.本科目は、高齢者看護専門看護師に求められている実践、教育、相談、調整、研究、倫理、管理運営を身

につけることをめざして、専門的な実習を展開する。 

２.複雑な認知症高齢者の尊厳を保持した急性期から終末期におけるケアを通して、Care と Cureの統合か

ら、認知症高齢者の QOLを追及する能力を養う。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

20
日
間
の
臨
地
実
習 

授業概要 授業到達目標 使用図書等 

1. 科目の目標、別冊の実習要項を参考に、自分で

自己課題を設定し、目標達成できるように事前に

調整し、実習計画を立てる。アセスメントや実施に

あたっては、研究成果やエビデンスを活用する。 

2. 認知症高齢者の身体的、精神的、社会的看護支

援と、家族への看護について、経験豊富な実習

指導者と担当教員の指導を受けながら実践する。 

3. 複合疾患をもつ認知症高齢者の診察・検査・治療

の理解と看護援助の実践を行う。 

4. 認知症高齢者の健康と生活に関連する機能を、

評価する。 

5. 認知症高齢者の複雑な健康問題に対して、問題

解決・QOLを高めるための看護実践を行う。 

6. 他職種との連絡調整会議に参画し、取り上げられ

ている問題についての解決方法を理解することが

できる。 

7. 認知症高齢者の意思表明・決定に関連する倫理

的判断を必要とされる場面で、家族や関係者間

の倫理的調整と意思決定の支援を見学し、理解

することができる。 

8. 高齢者の意思を尊重した高齢者看護を行う。 

9. 課題 

事例発表 

レポート作成 

1. 実践：認知症高齢者およ

びその家族の包括的アセ

スメントを行い、専門的知

識・技術を用いた看護展

開ができる 

2. 倫理：認知症高齢者及び

家族の意思を尊重し倫理

的判断、意思決定支援が

できる 

3. 調整：認知症高齢者及び

家族の意思を尊重し保健

医療福祉職種間の調整

ができる 

4. 管理運営：ケアニーズと実

際について考察できる 

5. 実践：複合疾患をもつ認

知症高齢者に対する治療

に沿って、看護援助（倫

理的配慮を含む）の実践

ができる 

先行文献など

別途提示 

 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 
複合疾患を持つ認知

症高齢者の治療と

QOL を追及する看護

の一部を実践し、考

察できる。 

１.実習への参画状況、課題発
表及びレポート等を総合的
に評価する。 

２.評価点は、S(100～90 点)、A

（89～80 点）、B(79～70 点)、

C（69～60点）、D(59点以下)

とし、S・A・B・C を合格、D を

不合格とする。 

１.別冊の実習要項を参考に実習を行う。 
２.実習期間は 20日間（4週間）で、全て臨地で行
う。しかし、実習目標に到達しない場合は、目
標に達成するまで実習期間を延長する。 

３.実習目標が達成できるまで経験豊富な看護管
理者の指導を受けながら専門看護師になるた
めの実習を行う。 

４.複合疾患を持つ認知症高齢者を 3 事例以上
受持ち、看護過程を実践する。 

５.事前準備、事後の振り返りなど、必要に応じて
面接、指導を受ける。 



  
 

 

 
教 科

目№ 教科目名 単位数 時間数 
 必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ

2067 
高齢者看護学実習Ⅱ ４ 180時間  

 CNS 

必修 
通年 

奥田泰子・棚﨑由紀子・坂東照美 

松浦元美（終末期看護認定看護師） 

ね
ら
い 

 
１.本科目は、高齢者看護専門看護師に求められている治療Cureの理解と卓越した看護実践力 careを身につける

ことをめざして、高齢者の終末期ケアに関する専門的な実習を展開する。 

２.複雑な終末期高齢者のケアの課題を明らかにし、調整できる能力を養う。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

 授業概要 授業到達目標 使用図書等 

20
日
間
の
臨
地
実
習 

1.  2. 科目の目標、別冊の実習要項を参考に、自分で自己

課題を設定し、目標達成できるように事前に調整し、

実習計画を立てる。アセスメントや実施にあたっては、

研究成果やエビデンスを活用する。 

3. 終末期高齢患者の身体的、精神的、社会的看護支

援と、高齢者の家族への看護について、経験豊富な実

習指導者と担当教員の指導を受けながら実践する。 

4. 終末期高齢者とその家族へのチームアプローチの視

点を含めたケアに参画し、高齢者と家族への看護ケア

に関する看護実践上の課題を分析し、経験豊富な実

習指導者の指導のもと介入計画と実施、評価を行う。 

5. 終末期高齢者の家族への死別後の援助、グリーフケ

アの視点を含めたケア実践上の課題を分析し、経験豊

富な実習指導者の指導のもと介入計画と実施、評価を

理解する。 

6.  終末期高齢患者への検査・処置等のケアに参画し、

高齢者本人及び看護職者の相談・調整に関する課題

を分析する。 

7. 終末期高齢者とその家族に関する倫理的課題につい

て検討し、看護管理実践を含めて看護援助に反映させ

る。 

8. 課題 

事例発表 

レポート作成 

1．実践：終末期高齢者とその

家族への看護における身体

的・精神的・社会的に看護実

践を行うため、終末期高齢者

が抱える課題分析と介入が

理解できる 

2．調整：終末期高齢者及び家

族の意思を尊重し、多職種

間の調整ができる 

3．相談・調整・教育：看護管理

に関する課題を分析し、介入

計画を立案し、実践に反映

できる 

4．実践：.複雑な終末期高齢者

に対する看護援助（倫理的

配慮を含む）の実践ができる 

 

先行文献など

別途提示 

 

教
育
評
価 

最終到達目標  評  価  法 学修法 

複雑な終末期高齢

者（家族を含む）に

対する専門的な看護

の一部を実践し、考

察できる。 

 

 １.臨地実習の準備と実践内容、課

題発表及びレポート等を総合的

に評価する。 

２.評価点は、S(100～90点)、A（89

～80点）、B(79～70点)、C（69～

60点）、D(59点以下)とし、S・A・

B・Cを合格、Dを不合格とする。 

１.別冊の実習要項を参考に実習を行う。 
２.実習期間は 20日間（4週間）で、全て臨地で行う。
しかし、実習目標に到達しない場合は、目標に達
成するまで実習期間を延長する。 

３.実習目標が達成できるまで経験豊富な看護管理
者の指導を受けながら専門看護師になるための
実習を行う。 

４.終末期高齢者（家族を含む）を 3 事例以上受持
ち、看護過程を実践する。 

５.事前準備、事後の振り返りなど、必要に応じて面

接、指導を受ける。 



  
 

 

 

教科

目№ 
教科目名 単位数 時間数 

必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ

2068 
高齢者看護学実習Ⅲ 2 90時間  

CNS 

必修 
通年 

奥田泰子・棚﨑由紀子 

北木弥生（老人看護専門看護師） 

ね
ら
い 

１．本科目は、高齢者看護専門看護師に求められている実践、教育、相談、調整、研究、倫理、管理運営を

身につけることをめざして、専門的な実習を展開する。 

２．CNS老人看護専門看護師の指導のもと複雑な問題をもつ超高齢患者に高度な看護実践ができる。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授業概要 授業到達目標 使用図書等 

10
日
間
の
臨
地
実
習 

１. 高齢者看護専門看護師の指導を

受け、介入の実際を理解し、一部

実践する。 

２. CNS 老人看護専門看護師の指導

を受け、効果的なケアについての

調整の実際を理解する。 

３. CNS 老人看護専門看護師の指導

を受け、相談・調整・教育に関す

る課題を分析し、介入計画を立案

し、実践に反映する方法を理解

する。 

４. 複雑で専門的かかわりを必要とす

る超高齢者とその家族に対する

教育的かかわりの実際を理解す

る。 

５. 複雑で専門的かかわりを超高齢

者とその家族に対する臨床志向

型研究の実際を理解する。 

６. 超高齢者とその家族に関する倫

理的課題と、介入の実際を理解

する。 

７. 課題 

事例発表 

レポート作成 

 

 

１．実践：CNS（老人看護専門看護師）の指

導を受け、受け持ち患者１名（超高齢

者）とその家族の身体的・精神的・社会

的な視点から、高齢者が抱える課題分

析と実践ができる 

２．調整：CNS（老人看護専門看護師）の指

導を受け、効果的なケアの方法につい

て論理的に説明し、調整する方法が理

解できる 

３．相談・調整・教育：CNS（老人看護専門

看護師）の指導を受け、高齢者の課題を

分析し、介入計画を立案し、実践に反映

できる 

４．教育：複雑な問題をもつ超高齢者とそ

の家族に対する教育的かかわりの実際

を理解する 

５.研究：CNS（老人看護専門看護師）の指

導を受け、複雑な問題をもつ高齢者とそ

の家族に関する実践的研究についての

教育的かかわり方を理解できる 

６．倫理・管理運営：CNS（老人看護専門看

護師）の指導を受け、複雑な問題をもつ

高齢者とその家族に関する倫理的課題

について検討し、看護実践及び看護管

理に反映する方法を理解できる 

先行文献など

別途提示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学修法 
１. CNS 老人看護専門看護

師の指導を受け、役割機

能（実践、教育、相談、調

整、研究、倫理、管理運

営）の実際の見学と一部

実践ができる。 

２.超高齢患者の認知症症

状、End-of-Life を考慮し

ながらの看護のあり方を

理解できる。 

１.臨地実習の準備と実施

状況、課題発表及びレ

ポート等を総合的に評価

する。 

２ .評価点は、 S(100～ 90

点)、A（89～80 点）、B(79

～ 70 点 ) 、C （ 69～ 60

点）、D(59 点以下)とし、

S・A・B・Cを合格、Dを不

合格とする。 

１ CNS 老人看護専門看護師の指導のもと、
学習する。 

２.別冊の実習要項を参考に実習を行う。 
３.実習期間は 10日間（2週間）で、全て臨地
で行う。しかし、実習目標に到達しない場
合は、目標に達成するまで実習期間を延
長する。 

４.実習目標が達成できるまで CNS 老人看
護専門看護師の指導を受けながら専門看
護師になるための実習を行う。 

５.事前準備、事後の振り返りなど、必要に応

じて面接、指導を受ける。 

＊尚、この科目履修は、高齢者看護学実習

Ⅰ・Ⅱを修了していることとする。 



 

教科

目

№ 
教科目名 単位数 時間数 

必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

 在宅看護学特論 2 30 選択 
1年次 

前期 
塩谷久子 

ね
ら
い 

在宅療養者の疾病悪化防止、介護悪化防止を目指した質の高い看護サービスを効果的に提供するために、関連す

る保健医療福祉制度の理解、保健医療福祉職との連携及びチームケアを展開する方法について教授する。また体

制の課題・ケアマネジメント・ケアのアカウント測定法（利用者の心身効果、利用者。家族の満足度、費用対効果）を教

授する。看護ケアの改善・改革に研究的に取り組みやすいように講義で例示しながら実践的思考力を研鑽し、学生は

レポート作成・発表・討論によって具体的に修得できるようにする。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 
我が国における在宅療養者の状況と支える保健医療

福祉制度等の社会資源の発展過程と現状における課

題と今後の方針(塩谷) 

 

わが国の在宅療養支援と制度

に関する現状と課題が理解で

きる。 

資料等は講義前に

紹介する。 

2 

3 
在宅療養者を支援する在宅医療における在宅看護の

役割・機能と課題 

（塩谷） 

在宅ケアを担う看護の専門性

の現状と課題が理解できる。 

4 

5 
医療保険制度及び介護保険制度における在宅療養

者支援内容とその利用実態・課題（塩谷） 

医療保険制度及び介護保険

制度における在宅ケア内容と

利用者の特徴を理解できる。 

 6 

7 
在宅高齢者の健康ニーズ分析法・介護予防活動とコ

ホート・RCT を含めた疫学的研究法の現場活動への

活用法（塩谷） 

 

介護予防計画と活動、コホート

を含む疫学的研究法が理解で

きる。 

8 

9 
在宅ケア費用対効果分析法と訪問看護ステーションの

経営分析管理の方法（塩谷） 

 

在宅ケアの費用対効果と経営

分析管理の方法の基本的な説

明ができる。 

10 

11 
介護予防を目指した地域包括ケアシステムの理念と在

宅看護ケアプログラムの開発（塩谷） 

 

在宅ケアプログラム開発過程

について理解できる。 

12 

13 
在宅ケアにおけるチームケア・連携の推進方法につい

て、専門職間及び地域住民を含めた非専門職と効果

的推進（塩谷） 

 

在宅ケアにおけるチームケア・

連携の展開を理解する 

 

14 

15 

 

 

在宅ケアにおける縦断的・横断的研究の特徴・留意点 

（塩谷） 

在宅ケアにおける縦断的・横

断的研究の特徴 ・留意点   

を理解する。 

16 

 

 

まとめレポート発表・討論（塩谷） 

 

在宅看護の機能役割の在り方

について研究的に探究する方

法が理解できる。 

教
育
評
価 

最終到達目標 評 価 法 学 修 法 
１）在宅ケアの諸制度、ケア体制について

動向が理解できる。 

2）在宅ケアにおける看護職としての役割

機能を担うケアプログラム開発方法につ

いて理解できる。 

3）在宅ケアの課題と研究課題を明らかに

し、実践と研究を進める上での視点と進

め方について理解できる。 

 

1)テーマごとのレポート作成 40％ 

2)テーマごとの発表・質疑・討論 40％ 

3)情報収集・分析力・他人の意見を活用

して自己の現場実践力と研究の進め方

に活用する能力 20％ 

1）学生の課題レポート作成・

発表・討論により、自己学習

法がより確実に進められる方

法を修得する。 

2)科目の到達度評価を

チェックリスト・アンケートによ

り実施し、理解が不十分な点

を補充しながら進める。 

 



 

教科

目

№ 
教科目名 単位数 時間数 

必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

 在宅看護学演習  2 30 1 
1年次 

後期 
塩谷久子 

ね
ら
い 

在宅療養の原因の上位を占める代表的疾患及びケア上問題となりやすい症状、また看護ケア実践方法やシステム上

の課題について、基盤となる知識・理論を説明し、事例を通して看護ケアの研究的取組成果から看護ケアの改善・改

革への過程を理解する。学生は各自の実践事例への発展的活用について考察し、発表と討論を通して、在宅看護研

究方法論を学修する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 
在宅ケアにおける本人、家族、環境のアセスメントと

ケアプラン作成、その評価方法(塩谷) 

在宅ケアにおけるケアマネジメント(ケースマネー

ジメント)と効果的な連携方法(塩谷)           

在宅ケアにおける本人、家族、環

境のアセスメントとケアプラン作成、

その評価方法の概要が理解でき

る。 

在宅ケアにおけるケアマネジメント

(ケースマネージメント)と効果的な

連携方法が理解できる。 

資料等は講義前に

紹介する。 

2 

3 
ICF を含めた多様な虚弱高齢者、身体的障害者へ

の ADL,IADLの評価方法と自立支援方法の理解 

特に虚弱高齢者の転倒予防、大腿骨骨折、脳血管

疾患後遺症等の事例特徴に応じた自立支援として

の看護ケア (塩谷) 

ADL および IADL の自立が課題と

なる虚弱高齢者、大腿骨骨折、脳

血管疾患患者への自立支援方法・

看護ケア方法が理解できる 
4 

5 
認知症、うつ、失禁者の心身機能低下予防、転倒

予防のプログラム開発と評価(塩谷) 

 

認知症、うつ、失禁者の心身機能

低下予防、転倒予防のプログラム

開発と評価が理解できる。 

 6 

7 
在宅高齢者の健康向上のプログラム開発と評価 

(塩谷) 

在宅高齢者の健康向上のプログラ

ム開発と評価が理解できる 

8 
認知症予防、うつ傾向予防における文献的考察と

ケア方法(塩谷) 

認知症予防うつ傾向 文献的考察

とケア方法が理解できる。 

9 
在宅ケアにおける呼吸器ケア疾患患者のアセスメ

ントと看護ケア・生活指導方法の工夫(塩谷) 

在宅呼吸器ケア疾患患者のアセス

メントと生活に関するケアの工夫が

理解できる。 

 10 

11 
終末期における看護ケアプログラムの開発(塩谷) 

1）終末期ケアにおける看護サービスの機能と役割 

2）退院から在宅ケア移行期への看護サービスの特

徴 

3）グリークケアの進め方(塩谷) 

 

終末期の看護サービス内容の特徴

及びグリークケアのプロセスが理解

できる 

12 

13 

14 
在宅ケアを支える訪問看護ステーション機関におけ

る管理運営方法と評価(塩谷) 

 

訪問看護ステーション機関におけ

る質の高い看護サービスを展開で

きる管理運営の概要が理解でき

る。 15 

16 

全体 まとめ（塩谷） 在宅看護サービスの改善・改革を

推進できる研究的取組について知

識と方法が理解できる 

教
育
評
価 

最終到達目的 評 価 法 学 修 法 
1） 在宅ケア利用者、家族の条件、環境

についてのケアニーズとケアプラン

の作成方法が説明できる。 

2） 終末期ケアを含めて比較的ケアが困

難な事例に対するアセスメントとケア

の知識と技術が理解できる。 

3） 在宅サービス利用高齢者の自立支

援方法が説明できる。 

4） 在宅ケアにおける管理運営法と評価

方法が理解できる 

1)テーマごとのレポート作成 40％ 

2)テーマごとの発表・質疑・討論 40％ 

3)情報収集・分析力・討論での意見を活

用して自己の研究の進め方に活用する

能力 20％ 

1）学生の課題レポート作成・

発表・討論により、自己学習

法がより確実に進められる方

法を修得する。 

2)科目の到達度評価を

チェックリスト・アンケートによ

り実施し、理解が不十分な点

を補充しながら進める。 

３）学生には積極的な質疑・

討論への参加を期待する。 



 

 

 

教科

目

№ 
教科目名 単位数 時間数 

必修・ 

選択別 
開講年次 担当教員名 

 学校保健看護学特論 ２ ３０ 必修 1年次前期 岡本陽子 

ね
ら
い 

退院後も医療的ケアを要する子どもや慢性疾患児の地域や学校における包括的ケアの実態から、保健・看護上の課

題を明らかにする。また、課題解決に向けて求められるトータルケアシステムの構築と多職種連携によるチームアプ

ローチのコーディネーションの方法を学ぶとともに、文献のクリティカル・レビューを行う。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 子どもの心身の健康と生活実態 
慢性疾患や医療的ケアを要す

る子どもを理解できる。 

プリント適宜 

選定図書 

2 
慢性疾患や障がいのある子どもと家族への包括的支 

援システム 

包括支援について理解でき

る。 

3 各専門分野からの事例の紹介 
事例によるケアの特性を理解

できる。 

4 慢性疾患児の地域ケアシステムの構築 ケアシステムを理解する。 

5 
慢性疾患児・発達障がい児のサポートネットワーク 

 

個・集団の支援技術の基本が

理解できる。 

6 
医療的ケアを要する子どもの公衆衛生看護の技術に

つい地域・学校のケアシステムとコーディネーション 
個・集団の支援について実践

的な支援技術が理解できる。 

7 養護教諭のコーディネーション能力の育成 
施策化のプロセスや政策の課

題がわかる。 

8 学校における看護師のケアの実際 
公衆衛生看護の理論枠組み

が理解できる。 

9 特別支援学校における医療的ケアの実際 
公衆衛生看護の展開方法が

理解できる。 

10 学校における医療的ケアの方法と技術開発 
公衆衛生看護の連携・協働の

現状から課題が理解できる。 

11 養護教諭と学校看護師との連携 
公衆衛生看護の連携・協働の

現状から課題が理解できる。 

12 
養護教諭と保健師との連携(包括的支援システムの構

築) 
公衆衛生看護の連携・協働の

現状から課題が理解できる。 

13 文献クリティーク 
今日の公衆衛生看護の研究

課題が見つけられる。 

14 文献クリティーク 
今日の公衆衛生看護の研究

課題が見つけられる。 

15 プレゼンテーション（岡本） 
今日の公衆衛生看護の研究

課題が見つけられる。 

16 
  

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 
医療的ケアを要する、あるいは、ア

レルギーや腎・心臓等の慢性疾患

の子どもの現状を理解するとともに

現状児地域を対象とする公衆衛生

的アプローチの理念と方法・実際に

ついて考え、公衆衛生看護の現状

から研究課題を考えることができ

る。 

 

文献の要約発表・討議、レポートから

評価する。 

文献の要約発表・討議などから主体

的に学ぶ。 

 



教科

目

№ 
教科目名 単位数 時間数 

必修・ 

選択別 

開講年次 
担当教員名 

ｘ

207

4 
学校保健看護学演習 ２ ３０ 必修 

1年次 

後期 
岡本陽子・大野泰子 

ね
ら
い 

医療的ケアを要する子どもや慢性疾患児・発達障がい児・アレルギー疾患児の地域や学校における包括的ケ

アシステムの実態や課題から、学校保健におけるケアや、多職種連携によるチームアプローチのコーディネー

ションの方法やトータルケアシステムの構築について、国内外での研究についての方法や成果あるいは教育

現場での応用・有用性を検討・構築し、発表・討論し、学生各自の研究や実践に活用できるようにする。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 

学校保健室経営と慢性疾患児・医療的ケア及び発達

障がい児・アレルギー疾患児の実態把握と評価（岡

本） 

慢性疾患や医療的ケアを要す

る子どもを理解できる。 

プリント適宜配布。 

必要文献は適宜提

する。 

2 
慢性疾患児におけるケア及びケアマネージメントの 

研究（岡本） 

ケア及び包括支援について理

解できる。 

3 
慢性疾患児における多職種とのチームアプローチと 

とトータルケアシステムの研究（岡本） 

コーディネーションやトータ

ルケアシステムを理解する 

4 

慢性疾患児におけるケアマネージメントと多職種と 

のチームアプローチ及びトータルケアシステム構 

築（発表）（岡本・大野） 

国内外の先行研究から自らの

研究の発表できる。 

5 
医療的ケアおけるケア及びケアマネージメントの研 

究（大野） 

ケア及び包括支援について理

解できる。 

6 
医療的ケアおける多職種とのチームアプローチとト 

ータルケアシステムの研究（大野） 

コーディネーションやトータ

ルケアシステムを理解する 

7 

医療的ケアにおけるケアマネージメントと多職種と 

のチームアプローチとトータルケアシステムの構 

（岡本・大野） 

国内外の先行研究から自らの

研究の発表できる。 

8 
発達障がい児におけるケア及びケアマネージメント 

の研究（岡本） 

ケア及び包括支援について理

解できる。 

9 
発達障がい児における多職種とのチームアプローチ 

とトータルケアシステムの研究（岡本） 

コーディネーションやトータ

ルケアシステムを理解する 

10 

発達障がい児におけるケアマネージメントと多職種 

とのチームアプローチとトータルケアシステムの構 

築（発表）（岡本） 

国内外の先行研究から自らの

研究の発表 

11 
アレルギー疾患児におけるケア及びケアマネージメ 

ントの研究（岡本） 

ケア及び包括支援について理

解できる。 

12 
アレルギー疾患児における多職種とのチームアプ 

ローチとトータルケアシステムの研究（岡本） 

コーディネーションやトータ

ルケアシステムを理解する 

13 

アレルギー疾患児におけるケアマネージメントと多 

職種とのチームアプローチとトータルケアシステム 

の構築（発表）（岡本） 

国内外の先行研究から自らの

研究の発表できる。 

14 
チームアプローチケアマネージメントとトータルケ 

アシステムの開発と評価（岡本） 

各症例を踏まえたシステムの

開発と評価の作成 

15 研究課題のプレゼンテーション（岡本・大野） 

慢性疾患や医療的ケア・発達

障がい児・アレルギー疾患児

等のチームアプローチやトー

タルシステムの開発をおこな

い、発表することができる。 

16 

慢性疾患児、医療的ケア児、発達障碍児、アレルギー

疾患児等との各症例における対応の特性を確認する

などのまとめ（岡本・大野） 

演習を振り返る。 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 
慢性疾患や医療的ケア・発達障が

い児・アレルギー疾患児等のチー

ムアプローチやトータルシステムの

開発をおこない、発表することがで

きる。 

１）テーマごとレポート作成 ４０％ 

２）テーマごとの発表・質疑・討論 

 ４０％ 

３）情報収集・分析力・討論での意見

を活用して自己の研究を進める活用

力  ２０％  

 

１）学生の課題レポート作成・発表・討

論により、自己学修が確実に進められ

る方法を獲得する。 

２）到達目標をチェックリスト・アンケー

トにより評価し、理解が不十分な点に

対して補充する。文献の要約発表・討

議などから主体的に学ぶ。 

３）積極的に討質疑・討論する。 



 

教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 
開講年次 担当教員名 

ｘ2038 公衆衛生学特論 ２ ３０ 選択 1年次後期 中村 哲 

ね
ら
い 

 

明治以降、日本の公衆衛生学がどのように理解され、形作られていったのかを理解し、欧米流公衆衛生学との違い

を認識した上で公衆衛生学的な研究活動を実施できるように指導する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 公衆衛生学の起源と歴史 
公衆衛生学の歴史背景と

成り立ちを理解する 

 

各種資料によるハン

ドアウトおよび学修

法に書かれた外国

語参考書を使用す

る。 

2 公衆衛生学の基礎 I. 定義と基本概念 
公衆衛生学の基本概念お

よび定義などを理解する 

3 公衆衛生学の基礎 II. 学問体系と方法論  
公衆衛生学の体系と手法

について理解する 

4 公衆衛生管理論 I. 保健管理プログラム 
公衆衛生と保健管理プログ

ラムについて理解する 

5 
公衆衛生管理論 II. 健康評価と健康管理技

法 

健康評価と保健管理プログ

ラムの実施方法を理解する 

6 疾病の予防と制御 I. 感染性疾患 
感染症を中心とした疾病の

予防と管理を理解する 

7 疾病の予防と制御 II. 非感染性疾患 
生活習慣病を中心とした疾

病の予防と管理を理解する 

8 環境保健 I. 物理化学的環境  
健康と物理・化学的環境と

の関係を理解する 

9 環境保健 II. 生物環境と人間社会 
健康と生物・ヒト社会環境と

の関係を理解する 

10 
人口集団と保健管理 I. 母子保健と学校保健, 

青年期保健 

ヒト集団の発育ステージと健

康との関係を理解する 

11 人口集団と保健管理 II. 地域保健と産業保健 
地域と産業保健管理との関

係を理解する 

12 
地域と保健サービス論 I. 地域精神衛生と行

政支援 

地域精神衛生管理と行政

支援制度ついて理解する 

13 
地域と保健サービス論 II. 加齢人口と行政支

援 

地域集団の加齢と健康・行

動障害について理解する 

14 公衆衛生学と地域医療に関わる演習 
演習を通じて公衆衛生と地

域医療をより深く理解する 

15 国際保健 (グローバル・ヘルス） 
公衆衛生学と国際保健との

関係について理解する 
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教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 

① 公衆衛生看護学の基盤と

しての公衆衛生学の役割

についての基本を理解 

② 公衆衛生学における調査研

究の手法・過程等について

理解 

講義ごとのミーティング・討議におい

て理解度を判断するとともに、この科

目にかかわる積極性等の項目を判断

する。また演習に関わるレポートを課

し最終評価を行う。 

基本的に外国語文献・資料中心の学

修法となる。 

各講義に際し事前に課題を与える。

受講生は課題についての要旨を準備

し講義で報告を行う。 

参考図書：   Roger Detels, et al. 
Oxford Textbook of Public Health, 

Oxford Medical  Publications, UK; 

Lloyd F. Novic et al. Public Health 

Administration, Jone and Bartlett 

Publisher, UK; 



 

教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

X2034 公衆衛生看護学特論 ２ ３０ 選択 前期 岡本陽子・大野泰子 

ね
ら
い 

公衆衛生看護学の専門的分野に主題を求め、学生の将来の活動分野を踏まえた講義内容、検討内容とする。学び

の方向性は学生の専門分野における問題意識から公衆衛生看護へとアプローチする。日本の健康施策や地域社会

の課題に照らした、「健康の社会的決定要因」「健康を獲得する個人の社会的条件」について考える。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 公衆衛生看護の専門性と機能について 1 （大野） 
公衆衛生看護の専門性と機能が

理解できる。 
プリント適宜 

選定図書 

2 公衆衛生看護の専門性と機能の特性について 2 （大野） 
公衆衛生看護における専門性と機

能の特性が理解できる。 

3 公衆衛生看護活動について 1  （大野） 
公衆衛生看護の特性を踏まえた

看護活動が理解できる。 

4 公衆衛生看護活動の活動特性について 2 （大野） 
広域にわたる公衆衛生看護にお

ける活動特性が理解できる。 

5 公衆衛生看護の基本的な技術について 1（ （大野） 
個・集団の支援技術の基本が理解

できる。 

6 公衆衛生看護の実践的な支援技術について 2  （大野） 
個・集団の支援について実践的な

支援技術が理解できる。 

7 援助・支援から施策化へ、健康政策の課題  （大野） 
施策化のプロセスや政策の課題が

わかる。 

8 公衆衛生看護の理論 （岡本・大野） 公衆衛生看護の理論枠組みが理

解できる。 

9 公衆衛生看護の展開 （岡本・大野） 
公衆衛生看護の展開方法が理解

できる。 

10 
公衆衛生看護における連携・協働の現状について１ 

（岡本・大野） 

公衆衛生看護の連携・協働の現状

が理解できる。 

11 
公衆衛生看護における連携・協働の課題について 2 

（岡本・大野） 

公衆衛生看護の連携・協働の現状

から問題が理解できる。 

12 
公衆衛生看護における連携・協働の課題について 3 

（岡本・大野） 

公衆衛生看護の連携・協働の現状

から課題が理解できる。 

13 
公衆衛生看護の研究課題の現状について（１） 

（岡本・大野） 

今日の公衆衛生看護の研究から

現状の取り組みが理解できる。 

14 
公衆衛生看護の今日の研究課題について（2） 

（岡本・大野） 

今日の公衆衛生看護の研究の取

り組みから課題が見つけられる。 

15 
公衆衛生看護の今後の研究課題について（3） 

（岡本・大野） 

今後の公衆衛生看護の研究課題

が見つけられる。 

16 全体 まとめ （岡本・大野） 

公衆衛生看護の果たす役割・

機能を統合しまとめることがで

きる。 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 
地域を対象とする公衆衛生的アプ

ローチの理念と方法・実際について

考え、公衆衛生看護の現状から研

究課題を考えることができる。 

 

文献の要約発表・討議、レポートから

評価する。 

文献の要約発表・討議などから主体

的に学ぶ。 

 



 

教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 
開講期 担当教員名 

ｘ2035 地域保健政策論 ２ 30 選択 後期 岡本陽子・久常節子 

ね
ら
い 

我が国は、急速な少子高齢化が進み、世界最長寿国となっている。平均寿命の延伸は誇るべきことである

が、健康寿命の延伸が国民健康づくり運動の重要課題である。このまま少子化が進むと人口減少は加速度的

に進み、50年後には 8674万人になると推計されている。そのうち高齢者は 4割となる。 

 第５次医療法改正、社会保障制度とりわけ医療保険制度の改正等は、保健医療政策として大きな課題であ

る。こうした政策等を学び我が国の進むべき方向性が見えてくることを期待している。 

 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 地域保健をめぐる国の動向〈久常〉 地域保健をめぐる国の動向が理解できる 
プリント適宜 

選定図書 

2 保健医療福祉行政のめざすもの〈久常〉 
保健医療福祉行政の基盤となる根拠や公衆

衛生の定義を理解する。 

3 
わが国における医療保険制度改革の変

遷（岡本） 

歴史的視点での医療保険制度改革が理解で

きる 

4 医療法・医療提供体制（岡本） 
医療法を基盤とする医療提供体制等医療制

度について理解する。 

5 介護保険制度とその改正（岡本） 

介護保険制度の仕組み，サービスの内容を

理解する。地域包括センターの役割と機能

を理解する。 

6 地域保健の体系〈久常〉 
地域保健法に基づく保健所と市町村保健セ

ンターの役割分担・相違点を理解する。 

7 
地域保健における健康危機管理体制

〈久常〉 

災害時，感染症発生時等の保健活動，国と

地方自治体の連携を理解する。 

8 
健康寿命の延伸と生活習慣病対策〈久

常〉 

国民の健康寿命の延伸の重要性とそのため

の生活習慣病対策の構築をする。 

9 近年の地域保健対策〈久常〉 
がん対策基本法，自殺対策基本法，虐待防

止法等の法律制定の背景を理解する。 

10 住民主体の健康なまちづくり（岡本） 

多様化，高度化する住民のニーズに即した

取り組みとは。各種計画策定における住民

の役割を理解する。 

11 
地域保健対策におけるPDCAサイクル

（岡本） 

地域保健に関する評価，施策の改善のプロ

セスを理解する。 

12 健康格差（岡本）（岡本） 
格差社会と健康格差を理解することができ

る。 

13 ソーシャルキャピタル（岡本） ソーシャルキャピタルの概念を理解する。 

14 地域の健康実態の把握（岡本） 健康実態を把握し，地域的課題を理解する。 

15 事例検討（岡本） 事例を通して，地域保健政策を提言できる。 

16 課題提出（岡本）  

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学習法 

・超高齢社会における社会保障、国の

動向を理解する 

・地域のおける健康危機管理の拠点で

ある地域保健行政を理解する 

・保健医療福祉の地域づくりを推進す

る行政の仕組みを理解する 

・地域保健に関する政策提言できる 

・課題への取り組み状況 

・レポートから評価する 

選定図書、広島県保健医療

計画、医療制度改革策，「健康

日本 21」，地域保健法，「日本

国憲法第 25 条」等から主体的

に学ぶ 



 

教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ2039 国際感染症特論 ２ ３０ 選択 前期 中村 哲 

ね
ら
い 

 

世界の３大感染症と言われるエイズ、マラリア、結核を中心に学習を進め、国際看護学としての学術的な

研究と国際的看護実践活動への応用ができるように指導する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 国際感染症学概説 
多様な国際感染症の存在を理

解できる 

 

各種資料や 

ANAC’s Core 

Curriculum for 

HIV/AIDS; 感染

症関連の外国語

図書を用いる 

2 感染症と国際看護・医療協力 
国際保健協力活動と感染症対

策の密接な関係を理解できる 

3 新興・再興感染 その１ 出現の背景 
未知の感染症や再興した感染

症の出現背景を理解できる 

4 新興・再興感染 その２ 最近の流行事例 
最近の流行事例と対策の現状

が理解できる 

5 エイズ－ その１ 病理と HIV 感染対策 
エイズの世界的な感染拡大と

その影響と対策を理解する 

6 エイズ－ その２ 国際看護と予防対策 
エイズの予防対策に関わる看

護の役割を理解する 

7 エイズ－ その３ 看護管理の実際 
エイズの臨床対応と看護管理

の重要性を理解する 

8 マラリア－ その１ 国際感染症としての背景 
マラリアが国際感染症として重

要である背景を理解する 

9 マラリア－ その２ アジアとアフリカの現況 
特にアジアとアフリカ地域での

流行と対策の現況を理解する 

10 マラリア－ その３ マラリア感染と予防対策 
マラリアの感染に関わる生物

学と予防対策を理解する 

11 結核－ その１ 日本における現状と対策 
再興感染症としての日本での

現状とその対策を理解する 

12 結核－ その２ 世界における現状と対策 
世界レベルでの結核の現状と

具体的な施策を理解する 

13 顧みられない熱帯感染症－ その１ 線虫症 
再興感染症としての結核の影

響とその対策を理解する 

14 顧みられない熱帯感染症－ その２ 吸虫症 
再興感染症としての結核の影

響とその対策を理解する 

15 総合討論と課題に関わる評価 
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教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 

① 世界の３大感染症と言われ

るエイズ、マラリア、結核の

流行概要と対策を中心に理

解を深める。 
② 国際看護学の中の感染症の

重要性を理解し、国際化する

日本国内の看護実践に役立て

る。 

① 各ミーティングにおいて理解度

を判断するとともに、この科目に

かかわる積極性等の項目を判

断する。 

② 最後のミーティングにおいて総

合的に評価する。 

基本的に資料中心の学修法となる。 

課題図書 と し て ANAC ‘ s Core 

Curriculum for HIV/AIDS, ３ｒｄ. Ed.

や Cliff & Smallman-Raynor Infectious 

Diseases, Oxford UP, 2009 を使用す

る。課題となる資料について全訳（外

国語）や要旨を報告し、内容について

討論を行う。 



 

教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ2040 国際看護学特論 2 30 選択 前期 岩本 由美 

ね
ら
い 

１ 国際社会における保健・医療の課題を理解する。 

２ それらの課題に背景にある社会の構造的問題を理解する。 

３ 国際社会のとりわけ開発途上国の保健、医療の問題を解決ための方法を考察する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 歴史的背景 
国際保健の歴史について概観

できる。 

 

Paul F. Basch 

Textbook  of 

International 

Health 

2 国際保健に関わる諸機関 
国際保健に関わる諸機関の活

動を知る。 

3 健康に関するデータ 
健康を表す諸データを理解す

る。 

4 データから情報へ、情報から決定へ 
保健サービスに関するデータを

理解する。 

5 疾病の社会的概念 
異文化社会における疾病の概

念を理解する。 

6 危機に立つ保健 
世界の健康課題について理解

する。 

7 環境、開発、健康 
開発と健康の関係について理

解する。 

8 国際プログラムとプロジェクト 南北問題について理解する。 

9 科学と技術 
科学と技術政策について理解

する。 

10 疾病の費用と健康の価値 
財としての健康について考え

る。 

11 保健セクターの創設 
ヘルスケアシステムについて概

観する。 

12 保健セクターの改革 
保健セクターの今後の改革を考

察する。 

13 感染症：再興と新興 
主な再興、新興感染症について

概観する。 

14 国際保健の実践 
実践的な国際保健について考

察する。 

15 国際看護の課題 
国際社会における看護の問題

を考察する。 

16 まとめ 
 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 
受講した院生は、国際社会におけ

る保健、医療の問題を理解できる。

それらの問題の背景にある構造的

な問題についても分析できる。そし

て、それらの問題に対して、具体的

な解決方法を提案できる。 

最終的なレポートで評価する。また、

作成したレジュメの完成度、報告内

容とその方法、質疑応答の的確さな

ど、総合的に評価する。 

国際看護の教科書の一つである

Paul F. Basch の Textbook of 

International Health を使い、国際

社会における保健と看護の問題を

考える。受講生は自分の担当する

章をレジュメにまとめて、授業の中

で報告する。報告の後、他の受講

生とともに、その日のテーマにつ

いて議論する。 

受講生は毎週 40 ページから 50

ページの各章を熟読しなくてはな

らない。 



 

教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ2041 国際看護特別演習 2 30 選択 前期 岩本由美・中村 哲 

ね
ら
い 

国際社会の保健医療の課題を、難民問題とその支援という具体的なテーマを通して、探究する。最終的には、実際の

プロジェクトの立案を行う。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 難民キャンプの現状（岩本・中村） 事例の概要を理解する。 
必要文献はその都

度提示する。 

2 情報の収集（岩本・中村） 
プロジェクト立案のための必

要な情報を収集できる。 

3 情報の収集・文献検索（岩本・中村） 
プロジェクト立案のための必

要な文献検索ができる。 

4 情報の分析 文献クリティーク（岩本・中村） 

プロジェクト立案のための必

要な文献を読み込むことが

できる。 

5 情報の分析 文献検討（岩本・中村） 
プロジェクト立案のための必

要な文献検討ができる。 

6 情報の分析 資料作成（岩本・中村） 

プロジェクト立案のための必

要な資料を作り始めること

ができる。 

7 中間報告（岩本・中村） 
情報の分析結果を中間報

告できる。 

8 

プロジェクトの計画立案（岩本・中村） 

 

プロジェクトの立案と実施に

向けての具体的な計画を作

成することができる。 

 

9 

10 

11 

12 

13 プレゼンテーション（岩本・中村） 
立案したプロジェクトをプレ

ゼンテーションできる。 

14 プロジェクトの修正（岩本・中村） 

プレゼンテーションでの評

価を踏まえてプロジェクトを

修正できる。 

15 プロジェクトの完成（岩本・中村） 
最終的なプロジェクトの立

案ができる。 

16 総評（岩本・中村） 
 

教
育
評
価 

最終到達目標 評価法 学修法 
具体的な事例から、国際社会にお

ける健康問題を分析することができ

る。その問題の具体的な解決方法

を立案できる。 

最終的に作成されたプロジェクトの計

画書から評価する。また、それに至る

過程も評価の対象とする。 

難民キャンプを事例に、実際の

プロジェクトを立ち上げるシミュ

レーションを行う。 

一部、英文の資料を使用する。 



 

 

 

 

 

 

看護学研究科博士後期課程シラバス 



 

教科目

№ 
教科目名 単位数 時間数 

必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ6001 看護学研究特論 2 30 必修 
１年 

前期 

佐々木秀美・岡本陽子・奥田泰子 

塩谷久子 ・前信由美・小林敏生 

ね
ら
い 

本学の博士課程が目指す看護人材像（教育目的）は、臨床志向型研究者の育成である。課程修了時点で目的に到達する

ために、３年間における教育課程と各学年の到達課題を理解し、それらの課題を達成していく必要がある。看護の目的は、

健康ニーズの発生予防・改善・解決を目指している。そのために、本学では臨床志向型研究に取り組む。その研究成果に

よって現場を改善し、次の研究がさらに発展するというように研究と現場の相互関係的・循環的発展を目指した研究・教育目

的に到達するために、研究法の理念・目的・方法・プロセス及び研究倫理について論じる。（オムニバス方式/全 15 回） 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 

～ 

4 

本学の看護学研究科博士後期課程における実践の科学

としての看護学の発展を目指した取り組みの必要性につ

いて論じ、看護学探求の方向性・方法・プロセスについて

概要を論じる。 

研究の倫理原則に基づいた人を対象とする研究の倫

理的配慮及び本学の倫理申請について論じる 

（佐々木・小林） 

実践の科学としての看護学の

発展を目指した取り組みの必

要性について理解できる。 

自研究論文及びその

ほか必要な文献は都

度提示する。 

5 

～ 

6 

臨床志向型研究における人々の健康ニ－ズに対する問

題解決型研究を通して、実践の科学としての看護学の循

環的発展について論じ、看護学の国際的・学際的教育研

究視点も含めた研究の方法・プロセスの概要について論

じる。（佐々木・小林） 

 

臨床志向型研究における問題

解決型研究の方法・プロセス

の概要について理解できる。 

自研究論文及び国内

外における必要な文献

は都度提示する。 

7

～

8 

臨床指向型研究を母子看護学の方向性から論じる。母子

看護学では子どもの成長・発達を家族という視点で捉え，

母子の成長発達へのヘルスケアシステム及び多岐にわ

たる技術開発の必要性、研究の方法・プロセスの概要に

ついて論じる。（岡本・小林） 

 

臨床志向型研究における母子

看護領域における研究の方

法・プロセスの概要が理解でき

る。 

自研究論文及び国内

外における必要な文献

は都度提示する。 

9 

～ 

10 

成人看護学領域における問題解決型研究を通して、時

代と共に変化する人々のヘルスニーズに対応できる臨

床指向型研究の方法・プロセスの概要について論じる。    

（前信・小林） 

 

臨床志向型研究における成人

看護領域における研究の方

法・プロセスの概要が理解でき

る。 

自研究論文及び国内

外における必要な文献

は都度提示する。 

11 

～ 

12 

臨床指向型研究を高齢者看護学の方向性から論じる。高

齢者看護における看護実践では、高齢者の健康ニーズ

の問題解決に導く看護者のケアリング意識と人間の尊厳

尊重を基本に置き、高齢者ヘルスニード上の看護実践の

方法・プロセスの概要について論じる。（奥田・小林） 

 

臨床志向型研究における高齢

者看護領域における研究の方

法・プロセスの概要が理解でき

る。 

自研究論文及び国内

外における必要な文献

は都度提示する。 

13 

～ 

14 

域特性を考慮した人々の健康ニーズにかかわる取り組み

を在宅・地域看護学の領域から示し、開発的研究への取

り組み方の方法・プロセスの概要について論じる。 

（塩谷・小林） 

臨床志向型研究における在

宅・地域看護領域における研

究の方法・プロセスの概要が

理解できる。 

自研究論文及び国内

外における必要な文献

は都度提示する。 

15 

臨床志向型研究及び問題解決型研究について討論し、

研究への取り組みに当たり、自己の見解について論理的

に文章化し、報告する。 

（佐々木・岡本・塩谷・奥田・前信・小林） 

臨床志向型研究における各看

護学領域における研究の方向

性が理解でき、自身の研究課

題が明確化できる。 

学生提出レポート 

16 
最終レポートを提出する。   

教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 
本論で示された、本学の看護学研究科博

士後期課程における臨床志向型研究につ

いて理解し、実践の科学としての看護学の

循環的発展の必要性について理解できる。

また、自身の看護学探求の方向性を母子看

護学、成人看護学、高齢者看護学、在宅・

地域看護学のいずれかから示すことができ

る。 

学生の課題発表レポートの作成・発表方

法・討論への参加度・独創的な発想・他

人の話を聞き、自己の課題に取り込み

融合・統合させようとする言動および能

力を総合的に評価する。 

基本的に教授形式をとるが、学

生同士の討論、プレゼンテーショ

ンも含まれる。 



 

教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ7001 母子看護学特論 ２ ３０ 選択 
１年 

前期 

岡本陽子・渡邉 満・ 

山内京子・堀井順平 

ね
ら
い 

「母子看護学」領域の臨床現場における実践の改善に結びつけられる高度な学識と行動力をもつ臨床志向型研究に

取り組むために、「母子看護学」領域のヘルスケアシステムの構築およびケアプログラムや技術を開発するなど看護の

効果効率的なあり方を「母性看護学」「小児看護学」の視点から「家族看護学」「家族社会学」も含めて総合的に発展さ

せるための教育を行う。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 

本論の教育概要の説明と母子看護学を「母性看護

学」「小児看護学」「家族看護学」の中で総合的にと
らえ、看護上の課題解決に発展させえるよう相互理解

を深める。（岡本・渡邉･山内・） 

母子看護学領域における今日

的課題を論じることができる。 

 

使用図書・文献など

は都度提示する。 

 

『家族看護学』 

『母子関係理論』 

他適宜提示する。 

 

 

 

山内―参考文献は

適宜提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 
子どもの心身の成長発達理論（岡本） 

 

子どもの心身の発達と現代的課題（岡本） 

母子看護学を家族の機能から

論じることができる。 

3 

4 
母子関係理論と家族（岡本） 母子関係について理論的考察

ができ、子どもの健全発達から

論じることができる。 

5 
子どもの健全育成に向けた親役割（岡本） 

6 
母性性・父性性から見た子どもに関する文献学的探求

（山内） 

7 
看護の視点から見た女性の生涯発達（山内） 我が国における生殖医療の今

日的課題について論じることが

できる。 

8 
母性看護における今日的課題の文献学的探求 

（岡本） 

9 
国際社会における母子保健問題の動向に関する文献

学的探求（岡本） 

国際社会における母子保健政

策について我が国のそれと対

比して論じることができる。 

10 

11 
少子時代の人口学的基礎（山内） 

 

少子高齢化についての人口学

的な理解から始め，育児や介

護，看護などの私事化と，社会

化・専門化のプロセスを辿り，

ジェンダー論的な視点から、今

日的な諸問題の正確な理解が

できる。 

 

12 
少子高齢化のジェンダー問題（山内） 

 

13 

少子高齢化の家族と育児支援（山内） 

 

14 

講義概要の全体像から母子看護領域における検討課

題の明確化（岡本・渡邉・山内） 

講義概要の全体像から母子看

護領域における検討課題を明

確にできる。 

15 
まとめ 

母子の健康に関わる諸要因・ケアの課題・ケアシステ

ムの検討（岡本・渡邉・山内） 

 

母子の健康に関わる諸要因・

ケアの課題・ケアシステムの在

り方の要点が理解できる。 16 

教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 
「母子看護学」領域のヘルスケアシステム

の構築およびケアプログラムや技術を開

発などにおける検討課題を明確にするこ

とができる。 

学習到達度の科目のねらいに沿って独

自に開発した授業チェックリストによるア

ンケートから評価する。 

問題意識，課題の発見，専門書および

論文の正しい選択と内容の理解，議論・

発表時のプレゼンテーション内容等，総

合的に評価する。 

 

先行文献をおよび，内外の

学術雑誌を読むこと，および

平素から，母子看護学領域

について問題意識を持って

社会を観察することを期待す

る。 



 

教科目№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ7002 母子看護学特別演習 ２ 60 選択 
１年 

通年 

岡本陽子・山内京子 

渡邉 満・堀井順平 

ね
ら
い 

「母子看護学」領域の臨床現場における健康問題解決のための方策を、母子の成長・発達を家族という視点で捉え，自ら

の課題と健康問題解決につながるヘルスケアシステムの構築およびケアプログラムや技術を開発するための演習を行

い、看護の効果・効率的なあり方を「母性看護学」「小児看護学」の視点から「家族看護学」「家族社会学」も加えた検討を

循環的・発展的に文献学的検証・シミュレーションも含めて総合的に探求し、研究の進め方を理解できるような教育展開を

する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1～2 

母子看護領域における健康問題の今日的課題を母子

双方から討論を加え、学習者の課題を明確化する。

（岡本・山内・渡邉） 

 

教育概要から母子看護領域の

健康問題と自己の課題が明確

にできる。 

適宜，提示する 

3～6 

母子の成長・発達における家族の視点および健康問

題解決のための文献検索・具体的検討・シミュレーショ

ンする。（岡本） 

 

母子看護領域の健康問題に関

連する文献検索が自身ででき

る。 

7～

10 

母子看護領域の健康問題とその解決策についての具

体的プログラム立案（山内・渡邉）  

1. 母子の健康問題解決のための支援プログラムの

立案（山内） 

2. 国際的母子保健問題解決支援（渡邉） 

起こりうる問題とその解決策が

検討できる。 

11～

24 

ヘルスケアシステムの構築およびケアプラン・技術開

発のために具現化された健康問題解決に向けた研究

のあり方（岡本・山内・渡邉） 

1. 母子看護領域の健康問題に対するシミュレー

ション教育実践（岡本） 

2. 母子看護領域の健康問題解決支援プログラム

の実施・評価（山内） 

3. 母子の健康問題の国際的支援活動（国内外

におけるフィールドワーク含む）（渡邉） 

健康問題解決に向けた研究方

法が理解できる。 

25～

27 

 実施された課題解決の具体的実践例を「母性看護

学」「小児看護学」の側面から「家族看護学」「家族社

会学」も含めたケアシステムの在り方とその評価視点に

ついて検討を行う。（岡本・山内・渡邉） 

具体的な実践例をケアシステム

の在り方とその評価視点に基

づいて母子看護学・家族看護

学・家族社会学の側面から理

解できる。 

28～

30 

実証的になされた問題について論理的に文章化し、

提出する。（岡本・山内・渡邉） 

定められた期日までに報告論

文が作成でき、提出できる。 

教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 
「母子看護学」領域のヘルスケアシステム

の構築およびケアプログラムや技術を開

発するなど看護の効果効率的なあり方を

「家族看護学」および「家族社会学」の視

点から実証的に探求できる。 

学習到達度の科目のねらいに沿って独

自に開発した授業チェックリストによるア

ンケートから評価する。 

一連の学修成果を関連学会にて発表。

出席状況，学修姿勢等，総合的に評価

する。 

 

学習法は問題解決のための思

考訓練および実践のための、文

献検討および実践的教育活動と

多岐にわたる。最終的に課題の

解決方法の計画・実践・評価し、

論文を作成する。 



 

教科

目№ 
教科目名 単位数 時間数 

必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

 成人看護学特論 2 30 選択 
１年 

前期 

佐々木秀美・森山美知子・ 

岩本由美・小林敏生・廣橋伸之・樋

田一徳・田村和恵 

ね
ら
い 

「成人看護学」領域における実践可能な高度な学識と行動力につながる臨床志向型研究に取り組むために、「成人看護学」

領域のヘルスケアシステムの構築およびケアプログラムや技術を開発するなど看護の効果効率的なあり方について教授す

る。特にICU・CCU・SCU などの最先端医療における救命救急場面における対象のフィジカル・アセスメント能力の向上及び

倫理的課題探究について「医学」「法医学」を加えての教育研究し、研究と実践の循環的発展を実践科学として実証的に可

能とさせるための教育・研究を行う。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1  

本講義の授業目的及び授業概要の説明と看護実践

能力を高める教育について学習者自身の見解の提示 

（佐々木・岩本・土肥） 

看護実践能力を高めるため

の教育と看護実践について

自己の課題が明確化できる。 

 

2 

 

自研究成果及び諸外国における研究の動向と課題を

明確にし、臨床における診断・ケア能力・倫理的課題

に取り組める研究者の育成を可能とさせる教育指導を

行う。（佐々木・田村） 

成人看護学領域全般におけ

る健康問題解決につながる

技術教育の在り方及び、看護

実践力向上に向けた取り組

みについて考察できる。 

自研究論文及び関連

図 書 は 都 度 提 示 す

る。 

 3 

4 

5 

 

最先端医療における脳卒中高齢者救命救急場面で

看護専門職者が直面する問題を解決するべく技術を

演繹的にシミュレーションし、リフレクティブシンキング

による帰納的な繰り返しの学習法を実践的にプログラ

ムし、効果効率的な技術および教授法の開発を目指

した教育・研究について論じる。（森山） 

成人看護学領域及び最先端

医療における看護技術の特

性について脳祖卒中ケアを

通して自己の見解を述べるこ

とができる。 

『脳神経外科学大系

５、脳神経外科救急』

篠原幸人他 

『脳卒中ガイドライン』

菊池晴彦他『脳卒中

看護実践マニュアル』 

6 

7 

 

ICU・CCU など救命救急場面における看護実践の国

際的動向、特にアメリカ合衆国における看護理論お

よび実践について紹介し、自研究成果も踏まえシ

ミュレーション教育を取り入れた救命救急場面にお

ける救命・外傷プロバイダーとしての看護実践能力

を高めるための技術について教授する。（岩本） 

救急救命場面における諸外

国の動向について理解し、我

が国における看護実践の課

題について述べることができ

る。 

自研究論文及び関連

図 書 は 都 度 提 示 す

る。 

 
8 

9 

 

人々の健康問題把握には現代医療の複雑で高度な

診断と治療技術が必要になる。本講義では「成人看

護学」領域における健康ニーズを満たすために特に

生命の危機的状況に陥りやすい癌、白血病、エイズ

などの最先端医療の知識・技術を教授し、患者の

QOL を高める看護スキルについて教授する。（小林） 

臨床場面における医学的診

断について理解し、看護診断

との共通性が言える。 

自研究論文及び関連

図 書 は 都 度 提 示 す

る。 

 
10 

11 

 

Critical Careとは生命の危機的状況に直面した患者に

対する全身的包括的ケアを意味し、生命の危機的状

況に迫っているその瞬間から看護は始まることが多

い。本論では救命救急に関わる基本的な概念・知識・

技術教授し、高度先端医療に対応しえる看護専門職

者育成とNPO等の組織的事業展開及びネットワークシ

ステム構築などについて教授する。（廣橋）  

救命救急に関わる医学の基

本的な概念・知識・技術を理

解し、看護問題解決のための

具体的方策が言える。 

自研究論文及び関連

図 書 は 都 度 提 示 す

る。 

 

12 

13 

 

生命危機状況場面で引き起こされる人々の生命の問

題を基礎医学の立場から、科学的に検証し、生きるこ

との意味を追究し人の尊厳に関する問題を看護の視

点に置き換えて繊細に且つ幅広く教授する。（樋田・

田村） 

看護の立場から、生きること

の意味と人間の尊厳につい

て理解できる。 

自研究論文及び関連

図 書 は 都 度 提 示 す

る。 

 14 

15  

教授された内容から成人看護学領域及び救命救急の

看護実践及と教育に関する自己の課題解決に向けた

方策を研究的に論述した最終レポートを完成させ、提

出する。（佐々木・岩本・土肥） 

救命救急及び看護教育に関

して課題を明確化し、研究に

取り組む準備として明らかに

述べたレポートが作成でき

る。 

 

 

教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 
成人看護領域における人々の健康問題

解決あるいは ICU・CCU・SCU などの最先

端医療における高度な知識・技術の修得及

びフィジカル・アセスメント能力を高めるため

の知識・技術が修得できる。 

加えて、救命救急における看護技術の教

授法と看護職への教育プログラム開発の視

点が持つことができる。 

評価は基本的に学則に準じ，学習過程

において文献考察・発表・討論内容・提

出された報告書などから総合的に評価

する。 

主として教授によるが、他者との

対話，自己の研究課題解決に向

けては関連図書及び学術研究」

報告書などの文献学的検索及

び考察・発表・討論・提案方法な

どを修得し、研究に結び付ける。 



 

教科

目

№ 
教科目名 単位数 時間数 

必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

 成人看護学特別演習 2 60 選択 
１年 

通年 

佐々木秀美・森山美知子・ 

岩本由美・前信由美・小林敏生・ 

廣橋伸之・田村和恵 

ね
ら
い 

この演習では、「成人看護学」領域及び ICU・CCU・SCU などの最先端医療における救命救急場面での看護実践能力を高

めるための知識・技術修得・技術修得のための教授法及び教育プログラム開発を目指した探究を実証的に行い、加えて救

急救命場面における健康問題解決のための援助法について探究し、研究と実践の循環的発展を促す臨床志向型の方向

性について実践的に検討できるようにする。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1  

授業概要の説明と成人看護学領域及び ICU・CCU・SCU など

の最先端医療看護者の責務についての討論           

（佐々木・岩本・前信・田村） 

本授業の目的が理解でき、

成人看護領域における看護

者の責務について考えること

ができる。 

必 要 図 書 及

び 参 考 文 献

は 適 宜 紹 介

するが、関連

文 献 探 索 は

自身でも積極

的に行うもの

とする。 

2

～

5 

 

成人看護学領域で看護専門職者が実際に直面する問題の明

確化 

明確化された問題の解決に向けた支援法・教授法・教育プロ

グラムの立案 

立案した支援法・教授法・教育プログラムの報告と検討 

（佐々木） 

救命救急場面で生命危機状

況からの回復に向けた適切

な看護法・教育プログラム・教

授法についての検討ができ

る。 

 

6

～

8 

 

1.学部が実践している，問題解決型教育・探求型教育とシミュ

レーション及び「反省的思考」教育への参画及び評価 

2.諸外国における救命救急技術教育の動向との対比におい

て看護実践能力を高めるための技術及び教授法の再構築 

3.成人看護学及び ICU・CCU など救命救急場面における看

護実践を演繹的な教育プログラムの再構築 

（前信・佐々木） 

救命救急場面で生命危機状

況からの回復に向けた適切

な看護法を実践的に探究し，

実践的な看護法が創意・工

夫できる。 

 

9

～

26 

 

上記 1.2.3 の教育・臨床実践的探究（佐々木・・岩本・前信・

考） 

1. ICU・CCU などにおける救命救急場面への参加・観察・

実践[外国の病院でのフィールドワー含む]（廣橋/３回）  

2. 対象者の健康問題アセスメント（森山/２回） 

3.  実際の医学診断過程と看護診断との整合性及びフイジ

カルアセスメントの妥当性について医学診断・治療の側

面からの検証       （小林/２回） 

4. 心身の苦痛・緩和に向けた看護を実践的に探究       

（岩本２回） 

5. 生命危機状況から回復に向けた適切な援助法の創意工

夫                 （岩本/２回） 

6. 援助に対する看護者の実践的・倫理的課題の探究（田

村・佐々木２回） 

7. 自己の立案した援助法・教授法・教育プログラム再評価 

（佐々木/２回） 

8. 関連する国内外のワークショップ・セミナー・学会への参

加                 （岩本/３回） 

救命救急場面への参加に

よって得られたことを理論的

に解釈し，回復に向けた援助

法の創意・工夫できる。 

実際の医学診断過程と看護

診断との整合性について論

述できる。 

 

 

自己の立案した技術・教授

法・教育プログラムが効果効

率的であるかの再評価及び

倫理的課題への評価ができ

る。 

 

 

国内外の動向及び文献との

対比において自己の課題を

さらに探究できる。 

27

～

28 

 

実践的に探究した援助法・教授法・教育プログラムをより発展

的にさせ、看護実践能力を高めるための看護技術及び教授

法の開発を目指した発表・討論を行う。 

(佐々木・岩本・田村) 

看護技術及び技術教育の方

法について自己の実践を知

に置き換え，論理的に討論が

できる。 

29.

30 
 

本演習で得られた知見を論理的な報告書を作成する。(佐々

木・岩本・前信・田村) 

本演習に直結した論理的な

報告書が作成できる。 

  
報告書の提出 期日までに報告書が提出で

き、関連学会に報告できる。 

教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 
最先端医療における救命救急場面での

看護実践能力を高めるための技術修得の

ための教授法及び教育プログラム開発を

目指し、救命救急場面における看護師と

しての実践行動を構造化し、研究の方向

性が示せる。 

 

学則の評価基準に準ずる。 

出席状況，議論・発表時のプレゼン

テーション内容，課題探究状況等，総

合的に評価する。 

講義・演習・ディスカッション 

フィ－ルドワーク・ワークショップ・

セミナー学会参加による探求。

文章化、プレゼンテーションなど

を通した実証的な総合学習 



 

 

 

教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ7011 高齢者看護学特論 2 30 選択 
1年 

前期 
奥田泰子、棚﨑由紀子 

ね
ら
い 

諸外国の高齢者看護制度・ケアシステムと看護活動の動向及び研究の動向を理解する。高齢者の健康に影響する諸問題

のアセスメント方法・ケア実施の分析方法・ケアのアウトカム測定方法やケアシステム、ケアプログラムの開発などの要点を教

授し、臨床志向型・問題解決型研究、および実践と研究の循環的発展を可能にする研究の進め方の基本的な概要を理解

できるようにする。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 

2 

高齢者看護における諸外国の制度・ケアシステム・看

護活動の実際と高齢者ケア研究の動向 

（奥田） 

 

高齢者看護における国内外の

研究動向の国際比較ができる 

・ Joseph J. Giallo et 

al,：Handbook of 

Geriatric Assessment 

4th．Jones & Bartlet 

Publishers, 2006. 

・高齢者総合的機能評

価ガイドライン：長寿科

学総合研究 CGA ガイ

ドライン研究班,2008. 

・新老年学（第 3班）： 

東京大学出版会 

・看護のための最新医

学講座（第 2 版）：中山

書店,2005. 

 

 

3 
高齢者看護現場のケア現状と課題の明確化、アウトカ

ム測定を含むケアの評価方法・研究的介入方法・ケア

システムの構築・改善の進め方についての概要 

（奥田） 

 

ケアのプロセスと評価の概要を

理解できる。 

 

介入研究の倫理的課題と研究

の進め方の概要を理解でき

る。 

4 

5 

6 
高齢者の心身機能のアセスメント方法、 

介入研究による現状分析、および生活の質拡大に向け

たケアプログラム 

（奥田） 

加齢による身体的機能低下が

生活に及ぼす影響を理解し、

QOL の拡大に向けたケアプロ

グラムの開発方法を理解する。 7 

8 

9 
認知症高齢者の健康ニーズのアセスメント方法・ケア

実践の分析とケアプログラム開発方法と現場への介入

研究と改善方法 

（奥田） 

 

認知症高齢者に対するケアプ

ログラム開発と評価方法を理

解できる。 

現場ケアの改善と研究の相互

発展的過程が理解できる。 

・高齢者のための知的

機能検査の手引き：

ワールドプランニング 

10 

11 

12 
日常生活における活動のアセスメントと転倒予防 

高齢者の身体機能の維持・改善に向けたアクティビ

ティプログラム、現場への介入研究とアウトカム評価 

               （棚﨑） 

 

高齢者の活動能力のアセスメ

ントから能力の維持・向上の

ためのケアプログラム開発方

法を理解する。 

 

13 

14 

高齢者の栄養に関する諸問題へのアセスメントと食の改

善、アウトカム評価 

（棚﨑） 

 

高齢者の栄養状態のアセスメ

ント・ケアプログラム・アウトカム

評価を理解する。 

15 

16 

まとめ 

高齢者ケアの課題、ケアプログラムの開発、アウトカム評

価方法、現場ケアの改善方法についての考察 

（奥田・棚﨑） 

上記全体を通して高齢者の健

康ニーズをアセスメントし、ケア

プログラム開発、アウトカム評

価の要点を理解できる 

教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 
「高齢者看護学」領域における臨床指向型・

問題解決型研究について理解し、高齢者

看護における臨床現場での課題の循環的

発展に向けた自己の研究的視点をもてる。 

1）学習目標到達度について授業チェッ

クリストによる学生アンケートにより評価

する。 

2）学生の課題発表・レポート作成、討論

への参加状況と独創的な発想などで評

価する。 

3）授業内容を自己の研究課題に活用す

る能力を評価する。 

1）科目の到達度をチェックリスト

アンケートにより学生と教員で 3

回評価し、学生個々の不足点を

補充する。 

2）学生の課題レポート作成・発

表・討論により、自己学習方がよ

り確実に進められる方法を修得

する。 



 

教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ7011 高齢者看護学特別演習 2 60 選択 
1年 

通年 
奥田泰子、棚﨑由紀子 

ね
ら
い 

「高齢者看護学特論」の講義を踏まえ、臨床志向型研究を具体的に進めるための基盤となる内容を教授する。研究例を

演習教材として用い、シミュレーションやフィールドワークをとおして研究の進め方が理解できるようにする。実践と研究の

循環的発展を体現することで、アセスメント方法・ケアシステムの開発、アウトカム評価など研究の一連のプロセスを理解す

る。学生は、課題分析力・レポート作成力・発表力の飛躍的向上を図る。これらによって学生が自己の研究課題について

研究デザインと研究を進める基盤とする。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

１

～

10 

1） 看護活動現場からみた高齢者看護の現状と課題

分析 

2） ニーズ分析とケアプログラムの開発 

3） 研究例「認知症高齢者の尊厳性に関する家族対

処行動と支援システムの構築」の現場活用法 

4） 高齢者ケアシステムの構築と現場活用法 

  以上について、シミュレーションやフィールド

ワーク            （奥田） 

 

研究事例とフィールドワークに

より、高齢者看護学領域にお

ける現状分析及び課題のとら

え方を理解できる。 

各教員の自研究論文 

その他関連論文は適

宜紹介する 

11

～

16 

研究例を教材とした、加齢に伴い低下する高齢者生

理機能に対応した安全な日常生活活動のための実験

計画法・システム開発・システムの検証 

「高齢者の安全性を保持した効果的な入浴システム

の開発」 

シミュレーション・フィールドワークを含む 

（奥田） 

加齢に伴う生理機能の変化を

生理学的に評価する方法を

理解する。 

実験計画法の立案・実施・シ

ステム開発・検証によりシステ

ムの現場活用プロセスを理解

する。 

 

 

17 

～

20 

認知症高齢者の症状悪化予防のためのケア環境（人

的・物的環境）改善プログラムの開発 

（奥田） 

 

認知症高齢者の残存機能を

生かしたケアプログラムの開

発を理解する。 

 

21

～

27 

1）研究例を教材とした、高齢者の転倒予防のケアプログ

ラム開発方法とアウトカム測定方法。 

2）高齢者の摂食・嚥下障害の評価方法・ケアプログラム

の開発、食改善策 

1）、2）ともにシミュレーションやフィールドワークを含む現

場への介入研究と改善方法            （棚﨑） 

高齢者の健康を維持するため

の転倒予防・誤嚥予防ケアプ

ログラムの開発と現場活用法

が理解できる 

 

28 

29 

高齢者の「生きがい」の分析とサポートシステムの開発、

現場への介入とアウトカム測定方法     

 （棚﨑） 

 

高齢者が生きがいを持って生

活できるようなサポートシステ

ムの開発の方法を理解する。 

 

30 

まとめ                       （奥田・棚﨑） 

家族介護者を含む高齢者の健康ニーズに関連する諸

要因、ケアプログラムの開発とそのアウトカム評価方法、

現場ケアとケアシステムの改善方法について考察する。 

上記全体を通して、家族を含

む高齢者の健康ニーズのアセ

スメントとケアプログラム開発、

活用と評価についての要点を

理解できる。 

 

教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 

「高齢者看護学」領域において、臨床志

向型・問題解決型研究を展開するうえ

で、高齢者及び家族介護者を対象とし

て、実践データ収集からケアプログラムの

開発・実践への適用と評価を通して、循

環型発展を可能とする研究の進め方が

理解できる。 

 

1） 学習目標到達度について授業

アンケートから評価する。 

2） 学生のレポート作成・発表・討

論への参加状況から評価する。 

3） ケアシステムの開発方法と現場

活用法およびアウトカム測定方

法の理解度を評価する。 

4） 実践と研究のつながりと循環的

発展研究方法の基本的な理解

度を評価する。 

 

  

1） 到達目標・到達度評価を

チェックリストにより、学生と

教員で評価を 3回実施、不

足点を補充する。 

2） 実践と研究がセットになっ

ている実例資料からリアリ

ティを高め修得しやすくす

る。 

3） 学生は課題についてレ

ポート作成・発表・討論から

自己研究の課題がより明確

になり、進め方について理

解できるようになる。 



 

 

教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ7016 在宅・地域看護学特論 2 30 選択 
１年 

前期 
塩谷久子・中村 哲 

ね
ら
い 

地域で生活する人々の健康に影響する諸要因と健康の問題発生予防・改善のためにアセスメント方法・ケア実施の分析方法・

ケアのアウトカム測定方法、およびこれらに基づくケアプログラム開発方法・ケアシステムの構築や改善方法の要点を教授し、

臨床志向型・問題解決型研究法、および実践と研究の循環型発展を可能にする研究の進め方の概要を理解できるようにする。 

教  
  

育  
  

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 

～ 

5 

国内外の在宅看護学分野、地域看護学分野における看

護サービスの改善・改革及び地域ケアシステムの構築

に向けた研究的取組の動向。（塩谷） 

 

 

在宅ケアのアセスメント、看護ケアの課題の明確化、看護

サービス利用者へのケアの評価方法、ケアシステムの構

築と評価方法についての概要を理解の基に、看護サー

ビス・看護ケアの改革を目指した研究的介入方法の課

題の理解（塩谷） 

 

在宅看護学、地域看護学及び地域ケア

システムの研究動向の国際比較ができ

る。 

自己研究に文献を適切に活用できる。 

 

ケアのプロセスと評価システムの概要を

理解できる 

 

 

介入研究の倫理的課題と研究手法の

概要を理解できる。 

資料は講義前に

都度紹介する。 

 

 

6 

～ 

9 

疫学的な視点から高齢者健康ニーズと疾病予防・機能

低下の予防方法およびその評価方法（塩谷） 

 

 

健康ニーズに応じた予防ケアと評価の

疫学的な研究法を理解できる。 

 

 

10 

～ 

11 

認知症者を含めて在宅ケア対象者の心身機能低下予防

と転倒予防などのケアプログラム開発方法とアウトカ

ム測定方法、現場への介入研究と現場ケアの改善方法

（塩谷） 

 

在宅ケアにおけるプログラム開発と評

価方法を理解できる。 

現場ケアの改善・向上と研究との循環的

発展過程が理解できるようにする。 

 

12 

～ 

13 

健康の疫学的とらえ方とデータ収集・分析および評価方

法の要点（中村） 

健康の疫学的なニーズ分析方法と課題

抽出方法の要点を理解できる。 

14 

真菌や寄生虫および他の微生物の健康への影響と問題

改善の方法 

（中村） 

真菌や寄生虫あるいは他の微生物の人

間の健康への影響と改善方法を理解で

きる。 

15

～

16 

まとめ（塩谷） 

在宅・地域における臨床志向型研究により、研究と現場

の循環的発展を可能にする科学的な方法とプロセスの整

理 

在宅・地域における臨床志向型研究に

より、研究と現場の循環的発展を可能に

する科学的な方法とプロセスが整理でき

る。 

教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 
健康問題発生の予防・改善・解決と実践の

向上をめざして健康ニーズ分析方法・アウ

トカム測定法・ケアプログラム開発方法・ケ

アシステムの改善・構築方法について概要

を理解できる。 

 

1) 学習目標到達度について授業チェッ

クリストによる学生アンケートにより評価す

る。 

2) 学生の課題発表・レポートの作成・討

論への参加度・独創的な発想などで評価

する。 

3) 授業内容から自己の研究課題に活用

する能力を評価する。 

1) 科目の到達度評価をチェックリス

ト・アンケートにより学生と教員で評

価を 3 回実施し。不足点を補充す

る。 

2) 学生の課題レポート作成・発表・

討論により、自己学習法がより確実

に進められる方法を修得する。 

 



 

教科目

№ 
教科目名 単位数 時間数 

必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ7017 在宅・地域看護学特別演習 2 60 選択 
１年

通年 
塩谷久子・中村 哲・松原みゆき 

ね
ら
い 

「在宅・地域看護学特論」の内容を基盤にして在宅地域看護における臨床志向型研究を具体的に進めるための基盤となる内容

について教授する。研究例をシミュレーションし、教材として研究の進め方を理解できるようにする。実践と研究の循環型発展方

法をトライアルとして演習に組み込み、フィールドワークし、レポート作成・発表・討論形式で進める。レポート作成力・討論力の

飛躍的向上を図る。これらによって学生が自己の研究課題について研究デザインと進め方を探求する基盤になるようにする。 

教  
  

育  
  

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

１

～

13 

1）在宅看護の現場活動と研究からみた現状の分析

方法と課題のとらえ方 

ニーズと実践分析からケアプログラム開発方法 

研究例(1)「要介護高齢者の自立支援プログラム開発
と評価方法」「ケアプログラム開発方法」と現場で
の利用方法 
研究例(2)「在宅終末期ケアにおける対象別・時期別

ケアプログラム開発と評価方法」と現場での利用方

法 

3）ケアマネジメントの実態からみた効果評価 
4）在宅ケアシステムの構築の要件とその評価方法 
以上についてのシミュレーション・フィールドワー

クを含む。（塩谷） 

 

1）在宅看護現場活動と研究から現状分析

方法と課題のとらえ方を理解できる。 

2）ケアプログラム開発・評価方法を理解で

きる。 

(1)軽度要の介護高齢者の自立支援を教

材として研究的進め方が理解できる。 

(2)在宅終末期ケアを教材として研究的進

め方を理解できる。 

3）ケアプログラムの現場への利用方法

が理解できる。 

4）ケアマネジメントの評価方法 

5）在宅ケアシステム評価とシステムの構築

方法の基本的理解ができる。 

資料は講義前

に都度紹介す

る。 

14

～

20 

自己研究例・他の研究例を教材としてケアマネジメ

ント評価法、訪問看護ステーションのサービス評価

と費用対効果分析法（塩谷） 

 

 

ケアマネジメント実施の評価方法が理解で

きる。 

サービス評価と費用対効果分析法を理解

できる。 

 

 

21

～

26 

自己研究例を教材として健康高齢者の生活自立維持

のための運動プログラム開発と評価方法。うつと認

知症者の悪化予防の方法。「住民の主体的参加の工夫

に関する研究」を含める。 

年代別健康ニーズのコホート研究例示による健康を

高める計画と実践方法の検討（松原） 

  

健康高齢者の健康維持と生活自立支援、 

うつと認知症者の悪化予防方法と評価方

法を理解する。 

コホート研究法と健康を高める方法を理解

できる。 

   

27

～

29  

自己研究例・他の研究例を教材として健康ニーズの疫

学的分析方法・疫学データの収集法と解析。研究結果

を現場に活用する方法。ケア効果の分析方法。 

母子保健研究例を用いて討論  （中村） 

疫学研究法のプロセスと手法を理解でき

る。 

 

 

30 

まとめ 

健康ニーズ分析方法・ケアプログラム開発方法・そ

の実用化と効果評価方法および研究と現場の循環

的な発展方法の整理     （塩谷・中村） 

 

ニーズ分析に基づくプログラム開発・実用

化・評価方法を理解できる。 

研究と現場の循環的な発展方法を理解で

きる。 

 

 

 

教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 
在宅地域看護実践について臨床志向型研究の

進め方において、実践データからケアプログラム

開発方法・実践への実用化のための適用方法お

よび効果評価方法からアウトカム測定方法を学

び、研究と実践の循環型発展を可能にする進め

方を理解できる。 

 

1)学習目標到達度について授業アン

ケートから評価する。 

2)学生へのレポート作成・発表・討論か

ら評価する。 

3)ケアプログラムの開発方法とその現場

適用方法およびアウトカム測定方法を理

解する。 

４）実践と研究のつながりと循環型発展

をめざす研究方法の基本的な学習度を

評価する。 

1)到達度目標・到達度評価を

チェックリストにより、学生と教

員で評価を 3回実施。不足点

を補充する。 

2)実践と研究がセットになっ

ている実例教材からリアリティ

を高め修得しやすくする。 

3)学生は課題についてレ

ポート作成・発表・討論から自

己研究の課題がより明確にな

り、進め方について理解でき

るようにする。 

 

2）



 

教科目

№ 
教科目名 単位数 時間数 

必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ7021 
特別講義Ⅰ 

 （人体構造機能・薬物代謝） 
２ ３０ 選択 

１年 

後期 
森田克也・藤原 隆・小林敏生 

ね
ら
い 

本論では、人体構造機能と薬物代謝についての高度な知識を教授し、看護実践におけるフィジカルアセスメント能力向上及

び人々の健康ニーズの問題解決能力を高めると同時に、本論での学びを発展的にとらえた臨床志向型研究ができるよう教

授・研究する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 

授業概要説明（山本正夫） 

「人体構造機能学と人間の行動理解」   

（藤原・小林） 

1. 神経単位の構造と機能 

 

ニュウロンの基本構造と機能が理解できる。 

使用図書、文献など

は都度提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『臨床薬物動態学』 

2 
2. 中枢神経系及び脳神経の概要 

（藤原・小林） 

中枢神経系及び脳神経系の基本的構造と発

生学的関係を理解する。 

3 
3. 大脳の基礎構造と機能及び運動のメカニズ

ム                  （藤原・小林） 

大脳皮質と諸核と働きの概要を理解し、運動と

筋組織の構造機能とメカニズムを理解する。 

4 
4. 感覚情報と行動及び視覚機能と錯誤 

（藤原・小林） 

感覚機能の詳細と視覚的錯覚のメカニズムを

考える 

5 
5. 視床下部と下垂体によるホルモン調節の支

配                 （藤原・小林） 

ホルモン調節機構と神経からの支配が理解で

きる。 

6 6. 情動と理性のパニック   （藤原・小林） 
前頭葉と情動との影響について学習し、パニッ

クに至るプロセスが理解できる。 

7 

7.細胞間情報伝達メカニズム（超低温処理

（FF)法を用いた細胞膜蛋白の超微形態） 

               （藤原・小林） 

細胞間情報伝達メカニズムを理解するための

細胞膜蛋白の超微形態を観察する 

8 
「薬物代謝学」         （森田・小林） 

8. 薬の体内動態 

薬が吸収されてから排泄されるまでの動きを説

明できる。 

9 9. 薬物の生体膜透過    （森田・小林） 
薬物の化学的性質と生体膜の特質を説明でき

る。 

10 10.薬物の吸収(Absorption) （森田・小林） 
薬物の投与経路と吸収のしくみを説明できる。 

11 
11.薬物の体内分布(Distribution)と臓器クリア

ランス              （森田・小林） 

特定の部位に分布する薬物と、その臨床応用

を説明できる。 

12 12.薬物の代謝(Metabolism) （森田・小林） 
薬物の代謝に関与する酵素を挙げ，説明する

ことができる。 

13 13.薬物の排泄(Excretion)  （森田・小林） 
薬物の主な排泄経路を挙げることができる。 

14 14.薬の動態理論       （森田・小林） 
コンパートメントモデルで薬物動態を説明でき

る。 

15 
1５． 総合セミナー  

                 （森田・藤原・小林） 

これまでの学習について総合的に考察する 

16 

研究課題ごとのレポート提出 本論での学びを看護に発展的に考えられたレ

ポートが作成でき、期日内に提出することがで

きる。 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 

教 育

評価 

「人体構造機能」と「薬物代謝」についての高度な知

識を通して看護を発展的に考察することができ、看

護実践におけるフィジカルアセスメント能力向上及び

人々の健康ニーズの問題解決能力を高める研究に

関連づけることができる。 

学則の評価基準に準ずる。 

出席状況，議論，課題探究状

況等，総合的に評価する。 

「人体構造機能」では視覚講義資

料と講義、モデル標本及び人体解

剖観察実習による実践的学習 

「薬物代謝」では、学習者が主体的

に与えられたテーマに沿って探究、

プレゼンテーリョン・討論形式で授

業を展開する質問に耐えられるよう

担当部分を十分に調べておくこと

が必要である。 



教科目

№ 
教科目名 単位数 時間数 

必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ7022 特別講義Ⅱ（放射線環境・住環境） 2 30 選択 
1 年 

後期 
岡 隆光 ・ 金澤 寛 ・小林敏生 

ね 

ら 

い 

看護学の教育研究を深めるために、環境に関する中で特に 1)放射線環境と、2)住環境について講義する。１） 医療技術

の進歩に伴い放射線診断技術が次々と開発されている。また、放射線汚染事故により被爆の問題もクローズアップされて

いる。患者や住民の不安に応えるためにも、看護職者自身の被爆防御のためにも、放射線環境の知識は重要 

である。この放射線環境では、放射線についての知識を授け，放射線の利用とリスク回避について述べ，放射線の

遮蔽計算の基になっている放射性物質のコンピュータによる輸送計算について述べる。２）住環境では、快適で

健康的な住環境を創造し，それを維持していくために必要な事柄について学ぶ。健康を損なう環境から居住者の健康を

まもる，居住者にやさしい住環境とはどのようなものか，加えて，健康になるための住環境を創造し，維持していくためには

なにが必要かを知り，考察を行い，その方策を修得する。 

教  
  

育  
  

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 
自然放射線と人工放射線  （岡・小林/7 回） 

 

放射線についての知識を得る。 参考文献 
･Generic Procedures for 

Assessment and 

Response during 

Radiological Emergency 

(IAEA- 

TECDOC-1162)  

･Monte Carlo Neutron 

and Photon Transport 

Code System  

(CCC-200A/B) 

･Reassessment of the 

Atomic Bomb Radiation 

Dosimetry for Hiroshima 

and Nagasaki 

 - Dosimetry System 

2002 – 

(RERF) 

・「看護実践に役立つ放

射線の基礎知識」医学書

院 

2 
放射線の物理的性質（１）  吸収と透過 放射線の物理的特性を理解する。 

3 
放射線の物理的性質（2）  生物による吸収と

その効果 

放射性物質を生物が吸収した場合の効

果を理解する。 

4 
放射線の医療への利用 様々な放射線診断で用いられている技

術の基礎を理解する。 

5 
放射能汚染 放射線汚染の特徴を理解し、汚染から逃

れるための知識を得る。 

6 
放射線伝搬の輸送計算（１） モンテカルロシミュレーションを用いた輸

送計算の原理を理解する。 

7 
放射線伝搬の輸送計算（２） 放射線伝搬を数量的に把握し、原爆放

射線量推定方式（DS02）を理解し、放射

能汚染の広がりなどの知識を得る。 

8 

建築環境工学        （金澤・小林/７回） 建築環境を制御し，住環境を整え，安全

で快適な生活空間を創造するための基

礎的な知識について理解できる。 

参考図書 

「健康をつくる住環境」

健康をつくる住環境編

集委員会編・井上書

院 

 

「普通鋼制振ブレース

せん断抵抗材の開発

とその既存建物補強

への適用に関する研

究」金澤寛著 

 

その他関係する文献

等を提示する。 

 

9 
建築環境 熱・空気・音・光など，それぞれの環境分

野の基礎知識を知り，考察できる。 

10 
材料と化学物質 人体に有害な影響を与える建築材料に

ついてその影響を知り，考察できる。 

11 
安全で健康的な材料 滑りにくい・静電気を防ぐなどの怪我を防

止するための材料や抗菌剤のような健康

的な材料について考察できる。 

12 
住環境と都市環境 都市環境の抱える諸問題と住環境とのか

かわりについて，考察できる。 

13 

住環境設計 ユニバーサルデザインのような住環境を

よくするための工夫やその設計について

学び，さまざまな事例について考察でき

る。 

14 
安全な住環境 人命を守るための安全な住環境を構築

する技術について学び、考察できる。 

15 

研究への発展 

（岡・金澤） 

放射線環境・住環境を取り入れた看護学

研究の事例を紹介し、研究を深めること

に役立てる。 

16 レポート作成 レポート作成について質疑応答する。 

教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 

１）放射線の人をはじめとする生物への影

響・医療利用・リスク管理を学び、輸送計

算を通して、放射能汚染の広がりなどを把

握できる。２）良好な生活環境の確保，居

住者の安全を守り，健康を促進していくよ

うな住空間を創造し，維持していくため

に，住環境をとりまく諸問題を理解し，解

決策を自ら考え，方向性を探ることができ

る。 

学則の評価基準に準ずる。 

レポートを中心に評価し、議論・プレゼン

テーションも評価に加える。 

予習・復習は必要である。ここに

関する諸問題は，新聞・テレビ等

のマスメディアでも取り上げらて

いる日常的な問題も含まれるの

で，平素より問題意識を持ち，情

報収集を含めた探求する姿勢が

望まれる。 



教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ7023 
特別講義Ⅲ 

（栄養代謝・生体物質科学） 
２ ３０ 選択 

１年 

後期 
中村 哲・中村瑞子 

ね 

ら 

い 

本論では、「栄養代謝・生体物質科学」の学問分野と人々の健康問題について論じ、人々の健康ニーズについての問題

解決型研究の学際的・総合的研究の可能性を探る。特に「栄養代謝」では、健全な栄養代謝機能と異常状態について論

じ、「生体物質科学」では、健康な身体の形成に必要な栄養素や生物学的活動に必要なエネルギーの生産過程あるいは

恒常性の維持に係わっている微量な生体物質について理解を深める。また栄養障害と感染症の観点から途上国に残る

寄生虫疾患と人の健康との関係についても理解を深めることができるよう教授する。 

教  
  

育  
  

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 
看護の場での代謝・栄養学の位置づけ（中村瑞

子） 

代謝・栄養学を自然科学の一分野

として位置づける 

自研究他関連文献は

都度提示する。 

2 
身体の成長・発達を促す５代栄養素と代謝（中村

瑞子） 

５代栄養素の身体内での代謝につ

いて理解できる。 

3 
栄養代謝機能の異常と健康問題（中村瑞子） 代謝異常がもたらす疾病について

理解できる。 

4 
疾病の予防に向けた看護活動（中村瑞子） 疾病予防について栄養代謝学的な

視点から論じることができる。 

5 
栄養代謝学における研究法（中村瑞子） 栄養代謝学における科学的研究の

方法について理解できる。 

6 
栄養代謝学に関する国内の動向（和文）の解説

（中村瑞子） 

栄養代謝学関連の最新情報の中

にある問題点が解説できる。 

7 
栄養代謝に関する国際的動向（英文）の解説（中

村瑞子） 

8 
途上国の栄養と寄生虫感染症との関わり（中村

哲） 

顧みられない熱帯感染症と栄養と

の関連について理解できる。 

学修に関わる文献・資

料等は適宜配布する。 

9 
寄生虫の分類と疾患 I. 原虫類（中村哲） 原生動物とそれによる疾患の種類

について理解できる。 

10 
赤痢アメーバ症とマラリア感染症（中村哲） 

 

熱帯地域住民の死亡に関わる代表

的な疾患の重要性を認識できる。 

11 
寄生虫の分類と疾患 II. 線虫類（中村哲） 寄生線虫類とそれによる疾患の種

類について理解できる。 

12 
ヒトフィラリア症と媒介動物（中村哲） 媒介生物としての節足動物の役割

と線虫症の疫学が理解できる。 

13 
寄生虫の分類と疾患Ⅲ. 吸虫類 （中村哲） 吸虫類とそれによる疾患の種類に

ついて理解できる。 

14 
住血吸虫症とその病理（中村哲） 住血吸虫の感染メカニズムとその

病理像について理解できる。 

15 
寄生虫の分類と疾患 IV. 条虫類 （中村哲） 条虫類とそれによる疾患の種類に

ついて理解できる。 

16 

「栄養代謝・寄生虫感染症」における健康問題と看

護との繋がりについて考察した課題報告書の作成

と提出 （中村瑞子・中村哲） 

「栄養代謝・寄生虫感染症」におけ

る健康問題と看護との繋がりについ

て報告書が作成できる。 

教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 

「栄養代謝」および「寄生虫感染症」にお

ける講義を踏まえ、各学問領域が人々の

健康問題に及ぼす影響から健康問題解

決に向けた看護ケア及び看護学の発展

的研究、すなわち、臨床志向型研究と関

連づけて考えることができる。 

授業内容が理解できて，探求心に発展

していくことが重要である。 

授業の取り組み，文献の調査方法，レ

ポートのまとめ方等により総合的に評

価する。 

文献学的学習と得られた知見を

積極的に探究し、授業が理解で

きるように熱心に取り組まなけ

ればならない。学修したことを

もとに、授業の終わりに課題が

提示され、レポートとして提出

する。同レポートは次の授業に

活用される。また、レポートは

全体として看護研究課題報告

書としてまとめられる。 

 



 

 

 

教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ7008 看護学特別研究Ⅰ ２ 60 選択 
１年 

通年 

佐々木秀美・奥田泰子・前信由美･

岡本陽子・塩谷久子・棚﨑由紀子

他 

ね
ら
い 

臨床現場の課題についての高度な学識と行動力を持ちながら臨床志向型研究を「母子看護学・成人看護学・老年看護

学・地域看護学」領域の健康ニーズの予防・改善・解決のためにケアシステムの改善・構築、ケアプログラムの開発及び技術

の開発的研究を行う。加えて、看護学の発展的研究に取り組むために、学際的教育として設置された看護学近接科学の学

問を取り入れた研究も推進し、研究と実践の循環的発展を目指して実践の科学を追及して自立した研究者としての能力、

かつ独創的な研究計画が立案できるよう指導する。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1

～

30 

独創性のある研究課題を明確にするために、関連する

文献の検索を行い、適切な研究法を選択、研究計画書

を作成する。 

独創性のある研究課題を明確

にし、適切な研究方法が選択

できる。 

関連文献は自身で検

索する。 

（１）1年次 10月に研究論文の中間発表に参加し研究

計画の審査を受け、研究が具体的・かつ研究の質

が高められるようにする。 

研究計画が立案できる。  

中間発表が適切にできる。  

（２）約 1年次以内に研究倫理委員会に提出して倫理

審査を受けられるようにする。または倫理委員会

審査結果を受け取ることをめざす。 

倫理審査委員会に申請書を提

出する。または、審査結果を受

け取る。 

 

（３）博士につながる副論文の作成準備と論文投稿（原

著）・学会発表準備を計画的に進める。 

 

博士論文につながる副論文に

ついて関連学会への発表がで

きる。 

 

教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 
自己の研究課題解決に向けた独創的な

研究計画書が完成する。 

倫理審査委員会に申請書を提出する。 

博士論文に関連した副論文作成を準備

する。 

研究課題に即した研究法、研究計画

書、学会発表、中間発表、副論文などか

ら総合的に判断する。 

フィールドワーク、参考文献検

索、文献クリティーク、討論、策定

した研究の推進、副論文の作

成、学会発表、学内中間発表な

ど。 



 

 

教科目

№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

ｘ7009 看護学特別研究Ⅱ ２ 60 選択 
２年 

通年 

佐々木秀美・奥田泰子・前信由美･

岡本陽子・塩谷久子・棚﨑由紀子

他 

ね
ら
い 

研究内容は「母子看護学・成人看護学・老年看護学・地域看護学」領域の教育研究内容に沿って策定された研究計画に

従って研究を推進する。その研究は、「成人看護学」領域において独創性があり先駆的で原著論文となりうる臨床志向型研

究を進め、丁寧なデータ収集とそのデータの分析を進め、副論文を完成させる。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1

～

30 

 

（１）研究計画に沿って研究のデータ収集を丁寧に行

い、できる限りデータの分析を進める。2 年次でデー

タ分析は終了している。 

データ収集とデータの分析が

できる。 

 

（２）2年次 10月に研究論文の中間発表を研究計画と

データ解析法について教員と学生などからコメントを

受けて、研究の進め方を見直す機会とする。 

研究論文作成と中間発表がで

きる。 

 

（３）博士論文につながる学会発表を行い、副論文の

作成と投稿を終える。 

副論文の作成ができる。  

（４）看護学の博士論文審査に合格できる内容と水準

であることを常に心がけて研究を進める。 

論文審査に合格できうる水準

の論文が作成できる。 

 

教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 
自己の研究計画に即した丁寧なデータ

収集とその整理、データの分析を進める。 

副論文が完成できる。 

データの収集から分析、副論文の内

容と学内中間発表などから総合的に判

断する。 

研究の推進、データの収集・

分析、データ分析内容に即した

副論文の作成、学会発表、学内

中間発表など 



 

教科

目№ 教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

 看護学特別研究Ⅲ ２ 60 選択 
３年 

通年 

佐々木秀美・奥田泰子・前信由美･

岡本陽子・塩谷久子・棚﨑由紀子

他 

ね
ら
い 

研究内容は「「母子看護学・成人看護学・老年看護学・地域看護学」領域の教育・研究概要の目的に沿っており、独創性が

あり先駆的で原著論文となりうる臨床志向型研究を完成させる。 

教   
 

育 
  

 

内  
  

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1

～

30 

（１）博士論文の作成と予備博士論文の提出 

 2年生次に行ったデータ解析に基づいて本格的に博

士論文作成に取り込み、3 年次 9 月中旬（当日が休祭

日においてはその前日まで）12 時を期限として博士

論文 3 部を阿賀キャンパス学生課に提出する。その際

に本人が中心となって作成した副論文として原著論文

1 編、印刷済み、または論文掲載証明のある論文、そ

の他、参考論文として 2 編（原著論文・筆頭著者でな

くても可）各 3 部を提出する。 

博士論文予備審査のための論

文作成ができる。 

自己の研究に関連す

る参考文献他 

適切な時期に課題に

応じた図書を提示ある

いは推薦する。 

（２）博士論文の予備審査 

 論文審査においては看護学各分野の教育目的の到達

度を審査基準とする。 

 3 年次 10 月－12 月に予備審査を行う。博士論文の

指摘を受けた事項を修正し、１月 20 日（当日が休日

の場合は前日の 12 時）最終論文として学生が同学生

課へ再提出する。一方再提出時に主査・副査の 3名の

教員による予備審査終了と博士論文最終提出許可証を

主査が論文審査の教員2名のものをまとめて同学生課

に提出する。 

博士論文の予備審査に合格

できる。 

 

（３）論文審査 

 論文審査においては「成人看護学」領域の教育・研究

概要の目的の到達度を審査基準とする。 

 臨床看護学分野の学習目的および「成人看護学」領域

の教育・研究概要の目的に沿って看護学の博士論文に

ふさわしい内容と水準で独創性があり、先駆者的な研

究であることを審査論文提出の前提条件とする。 

博士論文の最終審査に合格

する。 

 

（４）博士論文最終発表会を行う。   

教
育
評
価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 
１.各研究分野の教育・研究概要に沿って独

創性があり先駆的で原著論文となりうる臨床

志向型研究論文を作成させる。 

2.博士論文の予備審査に合格できる。 

3.最終博論文審査に合格できる。 

1） 本学大学院論文審査基準に則って

審査委員会及び研究科委員会の

判定による。 

2） 研究科委員会では論文に対して賛

否の投票を行い、2/3 以上の合格

投票により博士（看護学）を授与す

る。 

１）臨床志向型研究の過程と方

法を修得する。 

2）論理的・分析的思考に基づい

た論文作成 


